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極地研究所長挨拶Opening　 Address VI.　 地 質 と岩 石Geology　 and　Petrology　 〔　2　〕
09:50-10:00 10:00-11:15(75分)
座長:石 塚 英男(高 知大)
1.地 質 と岩 石GeologyandP斑ology　 〔1〕
10:00-11:30(90分) VII.地 質 と 岩 石GeologyandPe甘ology〔3〕
座長:小 山内 康人(福 岡教育大) 11:15-12:30(75分)
座長:有 馬 眞(横 浜国大)




II.　 固 体 地 球 物 理Geophysics　 〔1〕
13:00-14:15(75分)
座長:渋 谷 和雄(極 地研) VIII.固 体 地 球 物 理Geophysics　 〔3〕
13:30一 ユ4:30(60分)
座長:金 尾 政紀(極 地研)
III.　　固 体 地 球 物 理Geophysics　 〔2〕
14:15-15:00(45分)
座長:赤 松 純平(京 大 ・防災研)
休 憩CoffeeBreak(14:30-15:00)
休 憩CoffeeBreak(15:00-15:30) IX.地 球化学 と地形
Geochemistry　 and　Geomorphology　〔　1　〕
15:00-16:00(60分)
IV.　 海 底 の 地 学Marine　 Geology　 and　Geophysics　 〔　1　〕座長:吉 田 栄夫(立 正大)
15:30-16:15(45分)
座 長:福 田 洋一(京 大 ・理) X.地 形Geomorphology　 〔2〕
16:00-17:00(60分)
V.海 底 の 地 学MarineGeologyandGeophysics　〔2〕 座 長:　 DecleiちH.(V功eUniversiteitBrussel)
16:15-17:00(45分) 森脇 喜一(極 地研)
座長:神 沼 克伊(極 地研)
懇親会17:30-19:00
10月26日(木)260ctober(Thursday)9:50～17:15
(9:50-10:00)挨 拶　Opening　Address　　 国立極地研究所所長 平澤 威男







東 南 極 、 セ ー ル ロ ン ダー ネ 山脈 、 ア ウ ス トカ ンパ ー ネ 地 域 に産 す る 変 成 超 苦 鉄 質 岩
の起 源
Origin　of　meta-ultramafic　 r㏄k　from　the　Austkampane　 area　of　the　Sgr　Rondane　 Mountains,
East　Antarctica
石 塚 英 男(高 知 大 ・理)
鈴 木 里 子(高 知 大 ・理 ・院)
小 島 秀 康(極 地 研)
セ ー ル ロ ン ダー ネ 山 地 の 泥 質 片 麻 岩 中 の グ ラ フ ァイ トの 炭 素 同位 体 組 成
CarbOnisotopiccompOsitionofgraphiteinpeliticgneissfromtheSzrRondaneMountains,
East加tarctica
土 屋 範 芳(東 北 大 ・工)
小 山 内 康 人(福 岡教 育 大)
七 一 ル ロ ン ダー ネ 山 地 東 部 地 域 産 変 成 岩 のCHIME年 代
CHIME　 age　for　a　metamorphic　 rock　from　the　eastern　Sgr　Rondane　 Mountains
浅 見 正 雄(岡 山 大 ・理)
鈴 木 和 博(名 古 屋 大 ・理)
足 立 守(名 古 屋 大 ・理)
東 南 極 七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 、 メ ー フ ィ エ ル 花 圃 岩 の 鉱 物 と全 岩 化 学 組 成 の特 異 性
Unusual　 geochemical　 characteristics　of　MefJell　granitic　r㏄ks　from　the　central　Sor　Rondane
Mountains,　 East　A囎rctica
田 結 庄 良 昭(神 戸 大 ・発 達 科 学)
高 橋 裕 平(地 質 調 査 所)
大 和 田 正 明(山 口 大 ・理)
セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 、 変 成 岩 類 の 斜 長 石 双 晶 様 式
Modeof　 plagioclase　twin　laws　in　the　metamorphic　 rocks　in　the　Ser　Rondane　 Mountains
高 橋 裕 平(地 質 調 査 所)
田 結 庄 良 昭(神 戸 大 ・発 達 科 学)
小 山 内 康 人(福 岡 教 育 大)
土 屋 範 芳(東 北 大 ・工)
東 南 極 や ま と 山 脈 と七 一 ル ロ ン ダー ネ 山 脈 に 産 す る 閃 長 岩 中 の ア ル カ リ長 石 の微 細
組 織 につ い て
Microtexture　 of　alkali　feldspar　in　the　syenites　 from　 the　Yamato　 and　the　Ser　 Rondane
Mountains,　 East　Antarctica
大 場 孝 信(上 越 教 育 大)
白石 和 行(極 地 研)
ポ ス タ ー 説 明 　 lntroductionforPosters　 (ll:30-12:00)　 　座 長 船 木 實(極 地 研)
Pl-10(要 旨 巻 末)
… 一 昼 食Lunch(12:00 -13:00)・ ・ …






南 極 昭 和 基 地 に お け る最 近20年 間 の 平 均 水 位 の 変 化
Mean　 sea　level　change　 at　Syowa　 Station　in　these　20　years
道 田 豊(海 上 保 安 庁 水 路 部)
並 木 正 治(海 上 保 安 庁 水 路 部)
岩 永 義 幸(海 上 保 安 庁 水 路 部)
昭 和 基 地 に お け る 重 力 潮 汐 フ ァ ク タ ー に つ い て
On　the　amplitude　 factor　of　gravity　tide　at　Syowa　 Station
佐 藤 忠 弘(国 立 天 文 台)
名 和 一 成(名 古 屋 大 ・理)
松 本 晃 治(東 大 ・海 洋 研)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
南 極 ・昭 和 基 地 に お け る 地 球 自 由 振 動 の 観 測
Observation　 of　the　Earth's　fiee　oscillations　at　Syowa　 Station,　Antarctica
名 和 一 成(東 大 ・地 震 研)
須 田 直 樹(名 古 屋 大 ・理)
深 尾 良夫(東 大 ・地 震 研)
大 江 昌 嗣(国 立 天 文 台)
神 沼 克伊(極 地 研)
昭 和 基 地 の 海 面 変 動 と重 力 測 定 へ の 期 待 一 南 極 ・昭 和 基 地 で 地 球 半径 の 変 化 を 検
出 す る 可 能 性 一
〇n　the　possibility　of　detecting　changes　 in　the　earth's　radius　at　Syowa　 Station,　Antarctica
神 沼 克 伊(極 地 研)
昭 和 基 地 に お け る 絶 対 重 力 連 続 測 定
Continuos　 mesurements　 of　absolute　gravity　at　Syowa　 Station
山 本 宏 章(国 土 地 理 院)
新 田 浩(国 土 地 理 院)
山 口 和 典(国 土 地 理 院)
藤 原 智(国 土 地 理 院)
村 上 亮(国 土 地 理 院)




南 極 大 陸 に お け るS波 ス プ リ テ ィ ン グ に よ る異 方 性
Shear　wave　splitting　anisotropy　 in　Antarctica
久 保 篤 規(極 地 研)
平 松 良 浩(京 大 ・防 災 研)
金 尾 政紀(極 地 研)
安 藤 雅 孝(京 大 ・防 災 研)
Crustal　velocity　mOdel　 f()r　shear　wave　 in　East　Antarctica　by　r㏄eiver　f皿ction　inversion　 for
hoadband　 wave偽ms-ComparisonofDumontd'UrvelleandSyowaStations-
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Kanao,　 Masaki　 (NIPR)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Kubo,　 Atsuki　 (NrPR)
Shibutani,　 Ta㎞ro　 (DPRI,　 Kyoto　 Univ.)
オ ー ス トラ リ ア 南ー 極 断 裂 帯 下 の 地 震 波 速 度 構 造 の 実 体 波 走 時 解 析
Body　 wave　travel　time　analysis　beneath　the　Australian　-　Antarctic　discαdance
岡 野 憲 太(東 大 ・地 震 研)
島 崎 邦 彦(東 大 ・地 震 研)
・ ・ … 休 憩CoffeeBreak(15:00 -15:30)・ ・ …




ウ ィル ク ス ラ ン ド沖 西 部 海 域 の 地 質 ・地 球 物 理
Geolo.Cy　and　geophysics　 of　the　west　Wilkes　 Land　margin
石 原 丈 実(石 油 公 団)
棚 橋 学(地 質 調 査 所)
佐 藤 幹 夫(地 質 調 査 所)
奥 田 義 久(地 質 調 査 所)
南 極 、 ロス 海 と そ の 周 辺 海 域 の 表 層 堆 積 物 の 岩 相 と そ の 分 布
Characteristics　of　surface　sediments　 in　and　around　the　Ross　 Sea,　Antarctica
西 村 昭(地 質 調 査 所)
湯 浅 真 人(地 質 調 査 所)
仲 宗 根 徹(川 崎 地 質)
中 原 昌 樹(川 崎 地 質)
南 極 ロ ス 海 表 層 堆 積 物 中 の 重 鉱 物 組 成 の 地 域 的 ・垂 直 的 変 化
Areal　and　vertical　variation　of　heavy　 mineral　 compoSition　 of　the　surface　sediments,　 Ross
Sea,　Antarctica
徳 橋 秀 一(地 質 調 査 所)
Agyngi,ChristopherM.　 (元 科 技 庁 特 別 研 究 員)
西 村 昭(地 質 調 査 所)
V.海 洋 の 地 学 　 Marine　 Geolo　 and　Geo　 h　sics　 [2]　 座 長 神 沼 克 伊(極 地 研)
18.　 (16:15-16:30)　 PrelimlnaryresultsofseismicsurveyinthecentralBransfie.ldStrait,AntarcticPeninsula
YoungKeunJin　(韓 国 海 洋 研/KORDI)
YeadongKim　 (韓 國 海 洋 研/KORDI)
Hyoung-Soo　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
Sang　 Heon　 Nam　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
19.　 (16:30-16:45)　 CrustalstructureanddeformationhistoryoftheShackletonFractureZone,ScotiaSea
YeadongKim　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
Hyoung-SooKim　(韓 国 海 洋 研/KORDI)
Young　 Keun　 Jin　 (韓 國 海 洋 研/KORDI)
20.　 (16:45-　 1　7:00)　 Relative　 importance　 of　subduction　 and　 Gond　 wana　 brea　k-up　 duri　ng　L.　Jurassic　 -　E.　Cenozoic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　tlmeg.　in　the　northern　 Antarctic　 Peninsula　 regione
MoonYoungChoe　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
Chul　 Woo　 Rh㏄(韓 国 海 洋 研/KORDI)
・ ・ … 懇 親 会Icebreaker(17:30 -19:00)・ ・ …










東 南 極 ル ン ドボ ー ク ス ヘ ッ タ産 董 青 石 グ ラ ニ ュ ラ イ トの 高 温 高 圧 下 で の相 平 衡 実 験
Phase　 relations　of　a　cordierite　granulite　 from　 Rundvagshetta,　 East　 Antarctica　 at　high
pressu「es
川 嵜 智 佑(愛 媛 大 ・理)
石 川 正 弘(横 浜 国 大 ・教 育)
本 吉 洋 一(極 地 研)
ブ ラ イ ボ ー グ 二 一 パ の ミ グ マ タ イ ト
Migmatites　 from　Breidvagnipa,　 East　Antarctica
志 村 俊 昭(新 潟 大 学 ・自 然)
土 屋 範 芳(東 北 大 ・工)
　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 Fra　ser,　G.　L.　 (Australian　Natl　U　niv.)
プ リ ン ス ・オ ラ フ 海 岸 産 泥 質 片 麻 岩 中 のAl2SiO5鉱 物(紅 柱 石 、 藍 晶 石 、 珪 線 石)の
産 状 に つ い て
へ
On　the　mode　 of　occurrence　 of　Al2SiO5　 minerals　 (andalusite.　kyanite,　 and　sillimanite)　 in
pelitic　gneisses　from　the　Prince　Olav　Coast,　East　Antal℃tica
廣 井 美 邦(千 葉 大 ・理)
Preliminary　 measurement　 of　neodimium　 model　 ages　fbr　rocks　from　LUtzow-Holm　 Bay　area,
East　Antarctica
東 南 極 リ ュ ッ ツ オ ホ ル ム 湾 岩 頚 の ネ オ ジ ミ ウ ム モ デ ル 年 代 の 予 備 測 定
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・理)
加 々美 寛 雄(岡 山 大 ・地 球 内 部 研)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Unnikrishnan-Warrier,C.　 (India)
Significance　 of　the　770Ma　 granites　in　the　Reyner　 Complex
　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　　 　 Shiraishi,　K.　(NIPR)
　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　　 　 Ellis,　D　J.　(Austrahan　 National　Unjv.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fanning,　 C.M.　 (Australian　National　 Univ.)
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 Hiroi,　Y.　(Chiba　 Univ.)
　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　Kagami,　 H.　(Okayama　 Univ.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Motoyoshi.　 Y.　(NrPR)




Empirical　 tests　 for　carbon　 isotope　 thermometry:　 Examples　 from　 marbles　 of　the　Kerala
Khondalite　 Belt,　Southern　 India　and　LUtzow-Holm　 Bay,　 East　Antarctica
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Satish-Kumar,M.　 (OsakaCity　 Univ.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wada,H.　 (ShizuokaUniv.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Santosh,　 M.　 (C.　E.　S.　S.　Trivandmm)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Yoshida,M.　 (OsakaCity　 Univ.)
Crustal　 genesis　 and　 evolution　 in　the　 Eastem　 Ghats,　 India　 and　 its　comparison　 With　 East
Antarctica:　 A　geochemical　 approach
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Venkata　 Rao,　M.　 (Osaka　City　Univ.)
ス リ ラ ン カ 中 央 部 ク ル ネ ー ガ ラ 地 域 に分 布 す る ワ ニ ー ・コ ン プ レ ク ス の構 造 発 達
StructUral　evolution　of　the　Wami　 Complex　 aro皿d　Kurunegala　 in　central　Sri　Lanka
谷 保 孝(大 阪 市 大 ・理 ・院)
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・理)
?
29.(12:00-12:15)リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 西 岸 地 域 の古 地 磁 気
A　pa]eomagnetic　 study　of　the　west　coast　region　in　LUtzow-Holm　 Bay
船 木 實(極 地 研)　 Wasilewski,P.　 (NASA)
石 川 尚 人(京 都 大 ・総 合 人 間)
30・　 (12・15-12・30)　 N・ture・fgraniti・m・gm・ti・mi・th・B・rt・nandWeav・P・ni ・ul・,Ki・gG… 　g・1・1・nd,
　　　　　　　　　　　　　　　 Antai℃tica
Jong　 Ik　Lee　 (韓 國 海 洋 研/KORDI)
HyeoncheolKim　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
JeongHwang　 (韓 国 海 洋研/KORDI>
Cheon　 Yun　 Kang　 (韓 国 海 洋 研/KORDI)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MiJungLee(SeoulNationalUniv.)
　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 Nagao,　 K.　(Okayama　 Univ.)
・ ・ … 昼 食Lunch(12:30 -13:30)・ ・ …





極 域 に お け る 地 震 観 測 シ ス テ ム の 技 術 的 問 題 一イ ベ ン ト ・ トリ ガ ー方 式 に よ る 遠
地 地 震 の 収 録 －
T㏄ ㎞cal　 problems　 of　seismic　 observation　 system　 in　a　pOlar　 alea　 -　Acquisition　 of
teleseisms　with　the　event　triggering　method－
赤 松 純 平(京 大 ・ 防 災 研)
金 尾 政 紀(極 地 研)
南 極 海 に お け る ア ル テ ィ メ ー タ ・デ ー タ の 地 球 物 理 学 的 応 用 に つ い て
Geophysical　 application　of　satelite　altimetry　in　the　Antarctic　Ocean
福 田 洋 一(京 大 ・理 ・地 物 研 施 設)
寺 田 久 美 子(京 大 ・理 ・院)
野 木 義 史 ・渋 谷 和 雄(極 地 研)
南 極 ペ ネ ト レー タ ー 開 発 の 現 況 に つ い て
Current　status　on　the　deve]opment　 of　the　Antarctic　Penetrator
渋 谷 和 雄(極 地 研)
金 尾 政 紀(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)
藤 村 彰 夫(宇 宙 研)
早 川 雅 彦(宇 宙 研)
水 谷 仁(宇 宙 研)
山 田 功 夫(名 古 屋 大 ・理)
伊 藤 潔(京 大 ・防 災 研)
航 空 重 力 測 定 の 試 験 ・計 画
Test　on　the　Air--Borne　Gravimetry
瀬 川 爾 朗(東 大 ・海 洋 研)
小 泉 金 一 郎(東 大 ・海 洋 研)
倉 本 千 恵 子(東 大 ・海 洋 研)
・ ・ … 休 憩CoffeeBreak(14:30 -15:00)・ ・ …
V





南 極 池 水 の融 解 及 び凝 固 過 程 に お け る水 相 と 固 相 との 間 の ケ イ酸 塩 の 分 配 に つ い て
Partition　of　silicates　between　 ice　and　water　in　pond　 water　in　Wright　 Valley,　Victoria　Land,
A㎞tarctica
河 野 康 平(大 分 大 ・教 育)
川 野 田 実 夫(大 分 大 ・教 育)
鳥 居 鉄 也(極 地 研 究 振 興 会)
ヴ ィ ク トリ ア ラ ン ド沿 岸 の 完 新 世 の 環 境 変 動
Holocene　 environmental　 variability　in　the　Victoria　Land　coast
平 川 一 臣(北 大 ・地 球 環 境)
Ber㎞an,　 P.A.　 (Ohio　 State　Univ.)
　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 Bioem,　 S.v.　 (Ohio　 State　Univ.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Prentice,　M.　 (Univ.　of　New　 Hampshire)
テ ラ ・ノ ヴ ァ湾 地 域 に お け る 中 期 一後 期 更 新 世 隆起 汀 線
Middle-Late　 Pleistocene　raised　beaches　in　the　Terra　Nova　 Bay　region
平 川 一 臣(北 大 ・地 球 環 境)
Ber㎞an,　 P.A.　 (Ohio　State　Univ.)
Bloem,　 S.v.　 (Ohio　 State　U㎡v.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Prentice,　M.　 (Univ.　of　New　 Hampshire)
Glaciation　 of　the　marginal　 mo皿taing.　 of　Eastern　 Antarctica:　 the　case　of　the　Sor　 Rondane
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Pattyn,F.　 (VrijeUniversiteitBrussel)
Decleir,H.　 (V両e　 Umversiteit　 Bmssel)
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Regions presented in the Symposium
第15回 南極地学シンポジウム
口頭発表要旨
The　 1　5th　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences
　 　 　 　 Abstracts　 for　Oral　 Presentation
1東 南極,セ ールロンダーネ山脈,ア ウス トカンパーネ地域に産する
変成 超 苦 鉄 質岩 の起 源
石塚英男 ・鈴木里子(高 知大 ・理)・ 小島秀康(極 地研)
　 　 Origin　 of　meta-ultramafic　 rock　 from　 the　Austkampane　 area
　 　 　 　 　 of　the　Sor　 Rondane　 Mountains,　 East　 Antarctica
Hideo　 ISHIZUKA,　 Satoko　SUZUKI　 (Kochi　Univ.)　and　Hideyasu　 KOJIMA　 (NIPR)
東南 極,セ ール ロンダ ー ネ 山脈 の ア ウス
トカンパ ー ネ地域 では,比 較 的狭 い範 囲 に
塩基性 片麻 岩 ・泥 質 片麻 岩 ・砂質片 麻岩 ・
石 灰珪 質岩 ・花 圃岩 ・閃 緑岩 などの様 々 な
岩 相が 分布 して い る.更 に,特 異 な岩石 と
して サ フ ィ リ ンを 含 む 変 成 岩 も分布 す る
(Ishizuka　et　a1.,　1995)　.　一方,こ の地域 の変
成度 につ いて は,泥 質片 麻岩 に珪線 石+ザ
ク ロ石+黒 雲 母+カ リ長 石+斜 長石+石 英
の組 み合 わせ が 認 め られ るこ とよ り,ほ ぼ
グ ラニ ュライ ト相(750-850℃,7.85kbar)ま
で到達 してい る こ とは確 かで ある.ま た,
グ ラニ ュ ライ ト相 の後 に よ り低変成 度 の変
成作用(530-580℃,55kbar)の 存在が,グ ラ
ニ ュラ イ ト相 の鉱 物 を一 部置 き換 えて生 成
して い る紅 柱 石 や 白雲母 の 出現か ら推定 さ
れて いる.
そ こで,表 題 の変 成超 苦鉄 質岩 につ い て
であ るが,本 岩 石 はJARE-27の 調査 で 本 地
域の北 部 の露 頭 よ り採取 され た もので,産
状 と して は,珪 線 石 一ザ クロ石 一黒 雲母 片
麻 岩 中の 直径10mほ どのブ ロ ックで ある.
本岩 石 は暗 黒 色 を呈 し,変 形(foliation)の程
度 は非 常 に弱 く,鏡 下で も鉱 物の定 向配 列
は見 られず,粗 粒 ・等粒 状組 織 を呈 す る.
変 形の 程度 は原岩 の性質 にも よるが,本 岩
の変形 の弱 さ はこ の地 域 に分 布す る岩相 が
一一般 に強 い片 麻状 構造 を 呈す ること と極 め
て対照的 であ る.
XRFに よる本岩石 の全 岩化学組成(下 左
表)を 見ると,　Sio2が 少な く,　FeO*やMgO
が多い とい う,超 苦鉄質の組成であ るこ と
は明らかであるが,A1203やCaOも かな り含
まれてい る.ま た,　NiやCoな どの微量元素
組成か ら,本 岩石ではカンラ ン石のモー ド
が高か ったこ とも推定で きる.本 岩石を構
成す る鉱物 と して は,鏡 下 およびEPMAに
よって,カ ンラン石(Ol)・斜方輝石(Qpx)・
角閃石(Amp)・ スピネル(Spl)・燐灰石 ・イル
メナイ ト・磁鉄鉱 ・黄鉄 鉱 ・黄銅鉱 ・ペ ン
トランダイ トが確認された.こ れ らの鉱物




構成鉱物の産状 や化学 組成 から,本 岩石
は火成ステー ジの後にグ ラニュライ ト相で
再平衡 に達 したことは明 らかである.従 っ
て,本 岩石の原岩 を正確 に見積ることは難
しいが,全 岩化学組成な どか ら,あ る種の
マグマ溜 り内で玄武岩質 マグマから早期 に
晶出した超苦鉄質 のカンラン石沈積岩であ
ると思われる.周 囲に分布す る塩基成片麻




































































































○土屋範芳(東 北大 ・工),小 山内康人(福 岡教育大 ・地学)
　 　 　 　 　 　 　 　 Carbon　 Isotopic　 Composition　 of　graphite　 in　pelitic　gneiss　 　 　 　
from　 the　Sip　r　ROdane　 Mountains,　 East　Antarctica
N.TSUCmYA　 (Tohoku　 University)　 and　 Y.OSANAI　 (Fukuoka　 University　 of　Education)
セール ロンダーネ山地中央部のMenipa　 (A-8,
JARE-31)お よび南東部のG㎜ar　 IsachsenfieUet　(B-5)
か らグラフ ァイ トを含 む泥質片 麻岩を採取 した。採
取地点周辺 域は泥質片麻岩 を主体 とし,い ずれ も1-
2m厚 の大理石層 お よび泥質片麻岩 との境界付近には
10-30cm厚 のカル クシ リケイ ト岩層が発達 してお り,
グラニ ュライ ト相 に達 す る変成作用を被 っている。
泥質片麻岩 にはフ レーク状グ ラフ ァイ トが普遍的
に認め られ,片 麻構 造 と調和的 に含 まれている。
Menipaか ら採取 した試料の一部 は,　Osanai　et　al.
(1990)に 報 告 され たvanadium-bearing　 garnet
(goldmanite)を 含 むcalcareous泥 質片麻岩 であ り,主
としてgarnet,　cpx,　plお よびqzか らなる。
Mepipaの グ ラフ ァイ トの炭 素同位体組成 は 一18.084
～-23.358(δmB%o)の 範囲にあ り,こ の うち
Goldmaniteを 随伴す るグラフ ァイ トは他の試料 より
やや軽 い同位体組成 を示 した。 またGunnar
Isachsenfielletの グ ラフ ァイ トは 一20.952お よび
.21.862%。 で あった。多少のば らつ きはあ るが,
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3 七一ルロンダーネ山地東部地域産変成岩のCHIME年 代
浅見正雄(岡 山大 ・理)・ 鈴木和博 ・足立 守(名 古屋大 ・理)
CHIMZE　 age　 for　 a　metamorphic　 rock　 from　 the　 eastern　 Sφr　 Rondane　 Mountains
Masao　 ASAMI　 (Okayama　 Univ.),　 KazuhiK)　 SUZUKI　 and　 Mamoru　 ADACHI　 (Nagoya　 Univ.)









モナザイ トに関 して明確 なアイソクロンと年代 が
得 られたので、その結果を報告する。
この地域の基盤岩は、随所 でミグマタイ ト化を
受 けた種 々の組成の片麻岩類 から主 に構成 され、
他に小規模閃緑岩体 ・酸性～塩基性岩脈 を伴 なう。
片麻岩類 は、中圧型 グラニュライ ト相の主要広域
変成作用(760-800℃,7-8kb)に 続いて、 ミグマタ










輝石+ざ くろ石がそれぞれ共存鉱物 として見い出さ　 PbO(wt.%)
れる。従 って、採取試料 はグラニュライ ト相変成o・4
作用 を被 ったことが明 らかである。
本試料 は、ざくろ石 ・黒雲母 ・カリ長石 ・斜長o .3
石 ・石英 ・燐灰石 ・モナザイ ト・ジルコン ・鉄鉱 ・
緑色 スピネルか らなる。鏡下では、後退変成反応
02
組織 は認め られず、 ざくろ石中の包有物として産
す るスピネルを除けば、組織上他はすべて共存関
係 にある。o・1
モナザイ ト13粒上の76点 について、ThO、 ・UO、・
PbO(wt9・)が 分析 された。UO,含 有量は低い。ThO'





の測定法 による約500Maの 全岩 ・鉱物年代が広範




今回の値 は、この500Ma年 代 とよく調和するが、
本岩におけるモナザイ トの形成時期 を考える と、
後者の変成 ・深成作用への対応づ けは考 えにくい。
Smith　&　Barreiro　(1990)は 、　prograde変 成作用の際、
モナザイ トは十字石帯程度の条件(525℃,3.1kb)
で形成 される変成鉱物 であ り、そのU-Pb系 は、引
続 きの変成作用で上部珪線石帯の変成度に達 して
もリセ ットされず、最初のモナザイ ト形成年代 を
記録 していることを見い出 した。 この関係 を本岩
に適用す ると、 このモナザイ トはグラニュライ ト
相変成時あるいはそれに至るまでに結晶 したと考
えられるので、その493Ma値 は、若 くてもグラニュ
ライ ト相変成作用 ピーク時の年代 を与えることに
なる。 この点は、 最近Shiraishieta1.(1994;1995)
が報告 した東南極におけるPan-African変 成作用 の
存在 との関連で大変興味深いが、十分 な検討 には、




田結庄良昭(神 戸大),高 橋祐平(地 質調査所),大 和田正明(山 口大)
Unusual　 geochemical　 characteristics　 of　 Mefjell　 granitic　 rocks





で,メ フェール花商岩はSio2成 分が低いにもかかわらず,黒 雲母など有色鉱物が著 し
くFeに 富み,端 成分に近い値をもつ.ま た,岩 石はK20に 富む特異な化学組成を有す




火成活動に伴 う花商岩 と約950Ma前 後の原生代後期の花嵩岩が分布する(Takahashi
etal.,1990).前 者の花商岩の多くはアルカリに富むAタ イプの花歯岩であ り,後 者の
花商岩はCa,　Mgに 富むMタ イプの花高岩である　(Tainosho　 et　al.,　1992).　 古生代後
期の花商岩はまわりの母岩との貫入関係から調和性花商岩と非調和性花嵩岩に亜区分で
きる(Takahshi　 et　al.,1990).　 メフェール花商岩は 調和性花崩岩に属する.
メ フ ェ ール 花 圃岩 の記 載
メフェール花詞岩はセールロンダーネ山地の中央部に分布 し(第1図),母 岩の片麻
岩の構造 に平行に貫入 している.有 色鉱物が定方向に配列 しているほか,粘 性の高い花
商岩としては珍 しく有色鉱物の レイアリングが見 られる.斜 長石,カ リ長石,石 英,
黒雲母,角 閃石のほか単斜輝石を含む(第1表).ま た,高 いスフェーンと磁鉄鉱量が
特徴で,酸 素分圧が高いことが予想 される.岩 相は変化 し,カ リ長石を殆 ど含まないも
のか ら多量に含むものまである.石 英量は低く,石 英モ ンゾニ岩が主体をなす.ま た,
黒雲母量が高い.大 きな特徴として,斜 方輝石の分解で生 じた黒雲母と石英のシンプレ
クタイ トが見られることである.
岩石の化学組成をみると,ア ルカ リ,特 に高いK20量,や や低 いCaO量 が特徴である
(第2表).sio2量 は56%か ら7596ま で変化するが,多 くは55-60%で ある.微 量元
素はほかの花商岩に比べ,高 いRb,Zr,低 いSr,Yを もち,調 和性花圃岩のなかで唯－
Voicanic　 Arc　Graniteに 属する.
鉱物の化学組成をみると(第3表),黒 雲母は著 しくFeに 富み,端 成分に近いアナイ
トである.さ らに,Ti量 も高い.角 閃石も著 しくFeに 富み,き わめてMgが 低いフェロ
ー4一
ホル ンブ レン ドである.単 斜輝石 もや は りFeに 著 しく富み,　Mgが 乏 しい.花 商岩の
Sio2が55%-60%と 中性か ら酸性 であ るにもかかわ らず有色鉱物 は異常 にFeに 富み,
Mgに 乏 しい.酸 化条件 で結 晶作用 を行な って いる ので,通 常 のマグ マか らの結晶作用
で はこの化学 組成の異常 さは説明で きな い.斜 長 石のAn%は30-40で ほかの花商岩 に
比 べや や高 い.
メ フェ ール花 嵩岩のSr同 位体 初 生値 は0.70563で,非 調 和 性花 高岩の0.70372や
0.70504に 比べ高 い値 を もつ　(Takahashi　 et　aL,1990).　 しか し,メ フ ェール花 商岩
の初生 値 は ば らつき,Rb-Sr全 岩年代 もあま り いい値 で はな い.Sm-Ndア イ ソ トープ
資 料 は,　Arakawa　 et　al.　(1994)　 に よ る と,メ フ ェ ー ル 花 商 岩 の モ デ ル 年代 が
900-1000Maで,　 Nils　Larsenト ー ナル岩の 年代 に一 致す る.ま た,イ プ シロンNd初
生値 は一1!18か ら+0.62で,　 CHUR値 に近 く,後 期原 生代 に由来す る岩石 か らの マグ マ
の結晶 分化作用 で形成 され た ことを示す.
ま とめ
メフェ ール花 商岩の造岩 鉱物 は異常 にFeに 富み,通 常の花 商岩 にはみ られな い化学組
成 を有す る.原 因は不明で あるが,こ の花 崩岩 は黒雲 母 一石英 シンプ レク タイ トの存在
か ら,顕 著 な変成作用 を受 けた岩 石で,そ の過 程で異常 な値を有す るに至 った,あ る い
は源岩が 異常な岩石で あ った.ま た は,ソ レアイ ト質 の母 マグマが著 しく揮 発成 分 に富
ん で いた.そ のた め,　 Fe-Ti酸 化物 が斜長石 よ りさき に晶出 し,ま た,単 斜輝 石の晶
出期間を長 く した.そ して,揮 発成 分 に富む低粘 生の残液が何 らかの形で流体 か ら分 離
され異常な 組成の花 高岩 が形成 され た.
第1図 セールロンダーネ山地の花嵩岩類の分布.


































































高 橋 裕 平(地 調 、 北 支)、 田 結 庄 良 昭(神 戸 大)、
小 山 内 康 人(福 教 大)、 土 屋 範 芳(東 北 大)
　 　 　 　 　 　 MOdeofplagioclasetwinlawsinthemetamorphicrockS
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　the　Ser　Rondane　 Mountains
　　 　　　　 Yuhei　 TAKAHASHI(Geological　 Survey　 of　Japan)　,　Yoshiaki
　　　 TAINOSHO(Kobe　 University),　 Yasuhito　 OSANAI(Fukuoka　 University　 of
　　　　　　　Education)　 and　Noriyoshi　 TSUCHrYA(Tohoku　 University)
斜長石 双晶研 究 略史
斜長石 双晶 様式 と岩石 学 的性 質 との関係
は、Gorai(1951)やSuwa(1956)な どわが国の
研究者 を中 心 に して1950年 代か ら1960年 代
にか けて 多 くの研 究が あ った。そ の結果 、
変成岩 や変 成 岩的 な火成 岩 では主 にアルバ
イ ト双 晶 やペ リク リン双 晶を産す るが、典
型的 な火 成岩 で は それ らに加 えて カール ス
バ ド双 晶 や アルバ イ トカ ールスバ ド双晶 も
よ く産す るこ とが 明 らか にな った 。ただ し
当時 はア ルバ イ ト双晶 とペ リク リ ン双晶の
区別 は重 視 され てお らず 、 例 えばGorai
(1951)で は両者を一括 してA双 晶 としていた。
そ の後 、ペ リク リン双 晶の産出頻 度(ま
た は(010)面 以外 の接合面の 頻度)が 変成作
用や変形 作用 を考 える うえで重要 な指標 に
な るこ とが指 摘 され た。諏 訪(1968)やSuwa
eta1.(1974)は 変 成作用 の温度 の上昇 と とも
に斜長石 双晶 の接 合面(010)面 の頻度 が小 さ
くな る(言 い換 え るとペ リク リン双 晶の頻
度 が 大 き くな る)と 考 えた 。 一方 、　Wenk
(1969)やBorg　 and　Heard(1970)は 実験的 にペ
リク リン双 晶が 高 温で大 きな勇 断応 力の も
とで生成す る ことを示 した。　Olsen　and
Kohlstedt(1985)や 高橋 ・西岡(1994)は 天 然の
変成 岩で 斜 長石双 晶を解 析 してペ リク リン
双 晶の産 出に注 目 して調 査地域 内での勇 断
応 力の違 いを強 調 した。
南極地域 における斜長石双晶の研究
わが国の南極観測事業で対象 とした地域
には、高度変成岩や各種 の花圃岩 が露出 し
ている。 それ らについて入念な地 質調査と
さまざまな岩石学 的解析 がなされている。
そこでモ デルフィール ドとしてこれ らの岩
石を対象 として斜長石双 晶の解析 を行 うこ
とは意義深い。








(3)セールロ ンダーネ山地の花 圃岩頚 におい
て、非調和的な貫入をなす岩体で はアルバ
イ ト双晶 に加えて アルバ イ トカールスバ ド
双晶、カールスバ ド双晶、 さらに まれにマ
ネバ ッハ双晶を産する。一方、調和的な貫
入をなす岩体ではほとん どアルバ イ ト双晶
からな り、かつて 日本の岩石で指摘 されて















対象 とした岩石 は斜長石の組成 に大 きな
違いが無いように、石英を含む変成岩とし、





定す る。 それがZ軸 なら接合面は(010)
面、Y軸 なら菱形断面か(001)面 である。
もしa軸に垂 直な結 晶な ら横板を入れ るこ
とで も接合 面 を 決定 で き る(Hibbard,
1995)。その上で接合面を南北軸に平行に立




























6 東南極 やまと山脈 と七一ルロンダーネ山脈 に産する閃長岩中の
アルカリ長石の微細組織について
大場孝信(上 越教育大自然系)・ 白石和行(国 立極地研究所)
Microtexture　 of　alkali　 feldspar　 in　the　 syenites　 from　 the　 Yamato　 and
　　　　　　　 the　 S¢r　Rondane　 Mountains,　 East　 Antarctica.
　　　　　　 Takanobu　 Oba　 (Joetsu　 Univ.　 Educ.)　 and　 Kazuyuki　 Shiraishi　 (NIPR)
東南極 や ま と山脈 と七 一ル ロ ンダ ーネ山
脈 には古 生代初 期 の閃長 岩 の岩脈 や大 きな
孤立 した岩体 が広 く点在 す る。 これ らの 閃
長 岩 の主 な構 成 鉱 物 は角 閃石 、 単斜 輝 石
(斜方輝 石)、 黒雲母 、斜長石 、K－ 長 石 、
石英 な どで ある。 この中 で角閃石 が 最 も化
学組成 の変化 が激 しい。K－ 長 石 は正長石 や
マ イク ロク リ ンまたNa－ 長 石 とパ ー サイ ト
をつ く り、 また ミル メカ イ ト組 織(シ ンプ
レクタイ ト?)も 見 られ、 最 も組織 の変 化
に富 んで い る。K－長石 中 のNa－ 長 石 のラ メ
ラの大 き さは冷却 速度 と化学組成 に関係 し
てい る と報 告 され てい る(Christoffersen　and
Sched1　1980,　Brown　 and　Parsons　1983,　Brown
etal.1983)。 しか しBrown　 and　Parsons
(1984)は400℃ 以下 の温度 で冷却速度 が 遅
い場 合 、 離溶 したNa－長石 か らさ らにK－長
石が離溶 し、 ラメ ラが小 さ くな り、 ク リプ
トパ ーサ イ トにな るこ と を報告 している 。
以上 の理 由でK－ 長 石 の組 織 を解 明す る こと
は閃長岩 岩体 の結 晶分 化 作用 や冷 却過程 を
解 明す る手掛 か り となる。 まず今 回 は長石
の組織 につ い て報 告す る。 なお、 パ ーサ イ
トの形 態分類 はAlling(1938)に よる,,
セール ロンダー ネ山脈 の層 状閃 長岩(サ ン
プ ル 番 号 、 以 下 同 じ:SR-103B、
SR-103C)のK－ 長 石 は カー ルス バ ド式 双
晶 の 正 長 石 中 に 、　string状 のNa－ 長 石
(Ab100～Abg50r5)とK－ 長 石
(Ab300r70～Ab200r80)からな るパ ー
サ イ トが 見 られ る。 こ れ ら に貫 入 す る
SR-101Aや 含 ア マ ゾ ン 石 閃 長 岩
(SR-103D)は カールスバ ド式双 晶 の正 長
石 とマ イ ク ロ ク リン の 中 にrod状 お よび
string状 のNa－長石 か らなるパ ーサ イ トが見
られ る。 またK長 石 の ま わ りには粒 状 の
Na長 石 の リムが観 察 される事 もあ る。
一 方 や ま と 山脈 の 閃 長 岩 で は 北 部 の
Y-405,Y-406とY-904の 閃長岩 で はstring
状 のNa－長石 の割合 が30～40%あ り、K－ 長
石 と斜 交 す る。　Na－長 石 の 組成 はAb100～
Ab950r5で ほぼAlbiteで 、　An成 分 は ほ とん
どない。 またK－長石 の組 成 はAb300r70～
OrlOOま で 変 化 す る 。 ま た南 部 に産 す る
Y-556、Y-557とY-34Aでは ミルメ カイ ト
組織 とbead状 のNa－ 長 石 のパ ーサ イ トや ア
ンチ ・パ ーサ イ トもみ られ る。 こ の ような
ミ ル メ カ イ ト糸【1織をParsons　 and　Brown
(1983)は 普通 の不混和 パ ーサ イ トと成 長 が
違 ってい る こ とか らシン プ レクタイ トと報
告 してい るが、今 後成 因 が わか る まで こ こ
で は ミル メ カイ ト組織 と して用 い る こ とに
す る 。 い ず れ もNa－ 長 石 の 組 成 は
An20Ab80～An10Ab90でセー ル ロ ンダ ー
ネ山脈 や や まと山脈 北 部 に較 べAn成 分 が
高い。 ま たK－長石 の糸H成 はAn5Ab250r70
～Or100ま で変化 し、や は りNa－長石 と同 じ
くAn成 分 が多 少 固溶 している。角 閃石 の 安
定領 域の合 成実験 か らは や ま と山脈 の北 部
に送 人 した閃 長岩 につ い ては圧 力 を決 め る
こ とがで きなかっ たが、 南部 に産 す る閃 長
岩 は浅所 に遊人 した事 を示 した。今 後 、 長
石 の組織 の違 いを解 明す るこ とか ら もや ま
と山脈 の南部 と北 部 やセ ー ル ロン ダーネ 山




道田 豊 ・並木正治 ・岩永義幸(海 上保安庁水路部)
Mean　 Sea　 Level　 Change　 at　 Syowa　 Station　 in　 these　 20　 Years
　 　　 　　 　 Yutaka　 Michida,　 Masaharu　 Namiki　 and　 Yoshiyuki　 lwanaga
　 　　 　 　 　　 　(Hydrographic　 Department,　 Maritime　 Safety　 Agency)
1は じめに
南極昭和基地で観測されている水位の長期的な ト
レンドについては、1981年 から1987年 までの7年 間
のデー タを解析 したOdamaki　 et　al.(199　1)の研究があ
る。それによれば、 この期間に毎年約1cmの 水位
の低下傾向が認め られてお り、彼 らは、氷河の後退
にともなう昭和基地周辺の地殻の長期上昇傾向を反
映 したもの と推定 している。
最近 になって、1975年2月 と1992年1月 に撮影さ
れた航空写真に大 きな水位の差が認められるとの指










用 した験潮器が第16次 観測隊によって新たに設置 さ
れた。 この験潮器 はその後1985年 まで10年 近 くにわ
たって観測 を続けた。1975年 の初めころは、以前に
設置 された験潮器 も稼働 してお り、新 しい ものを含














午前2時 か らは験潮器が復旧 して実測値が得 られて
いる。これ と推算値 を比較すると、位相はほぼ一致
していることが わかる。水位については、高潮、低
潮 とも10～20cm程 度の差が認め られる。この間の
実測値 と推算値の差 は、+8cm±10cmで ある。
図11975年2月 上旬の、昭和基地における潮汐の
推算値(破 線)と 実測値(実 線)
Shibayama　and　Ohniwa(1977)は 、1975年1年 間の平
均水位を161cmと 与 えているが、この値がOdamaki
etaL(1991)の 示 した1975年1月31日 の観測基準面
(1040番 ベ ンチマークの下4.191m、 以下ベ ンチ
マークをBMと 表記)か ら上の値であるとすると、
Odamaki　 et　aL(　1　99　1)の解析 した1981年 以降の水位 と
比較 してIOcm以 上 も低 くなる。昭和基地の水位が
毎年1cm程 度の低下傾向にあるとすれば、1975年
の水位が1981年 より10cmも 低いこ とはまず考えら
れない。そこで、1975年 の平均水位に対する基準面
について再度確認、検討の作業 を行 った。
1975年 の潮汐観測結果 を解析 した原資料によれ
ば、年間の平均水位 は約179cmと 計算 されている。
しか し、同資料に鉛筆による手書 きで全体に計算結
果 よりも十数cm低 い値が付記 されてお り、その平
均 がまさに報告書に示 された161cmと なっている。
この値はどのように算出されたものであろうか。第




め、途中の様子は よくわか らないが、1975年1月 か
ら1977年1月 の約2年 の間に、.観 測基準面が74cm
も上昇 したことになる。 日本南極地域観測隊第18次
隊報告(1978)の 記述 によれば、 「験潮観測基準面は
0.66m高 く算出 されたので設置時 にさかのぼって修
一10一
正 した」 とあ り、先 に示 した74cmと い う値 との間
にずれがみ られ る。そこで今西の作成 した観測野帳
にあたった ところ、以下の ような記述が見 られた。





準面の変化は、小 田巻 と倉本(1989)に 基づ くもので
あ り、BM1040を 基準に して整理 してある。両者 を
再度比較する と次のようになる。
表11975年 の観測基準面 に関する記述の比較









前はBM149が 使用 されていた。第20次 観測隊の鈴木
と蔵野は、1978年 に破損 した旧BM149に 替えて、ほ
ぼ同 じ位置 にBM1040を 新 しく設置し、重力観測点
との間の水準測量 を実施 した。また、新たに設置 し
たBMを 基準 として1978年 の潮汐データの解析が行
われ、観測の基準面 としてBMIO40の 下4.430mと い
う値が得 られた*(註)(鈴 木 と蔵野、1982)。 こ
の年には、天測点 との間の水準測量は実施 されず、
その当時の暫定値 を用いて天測点と新 しいBMが 関
係づ けられた。翌1980年 、第21次 隊によって水準測
量が行われ、 天測点 と潮汐観測の基準 とな る　BM
lO40が 関係付 けられた,こ れを旧BMI49と 比較す る
と、次のようになる。
表2BM149とBM1040か ら 天 測 点 まで の 高 さ
天測点～BM149 26.766m
天測点～BM1040 26771m
つ まり、新 たに設置されたBMlO40の 方が5mm
低い位置 となっていることがわかる。 しか し、表1
に示 したようなcmオ ーダーの差 は無いものと見ら




次 に、先 に述べた第18次 隊報告(1978)に 記録 され
ている験潮基準面の修正はどのように行われたと考
えるのが妥当か検討 してみ る。確証はないが、観測
ノー トその他の資料から推定する と、161cmと い う
平均水位は上昇 した観測基準面 に対する値を表わ し
ていると考えれば矛盾無 く説明ができる。つま り、
1975年 から1977年 の年間の間に約66cmほ ど観測基
準面が上昇 してお り、1975年 の基準面の 「平均 的














従 っ て 、1975年 の 潮 汐 推 算 を行 う場 合 、 平 均 水 位
と して 採 用 す べ き値 は177.5cm(161+16.5)と な る 。 図
ユの 推 算 曲 線 は こ れ を算 入 済 み と な っ て い る 。 こ の
と き 、 観 測 基 準 面 はBM1040の 下4.ll3mで あ る 。
31992年 の水位 と基準面
1992年 の航空写真撮影当時稼働 していた験潮器







1981年 に設置 した旧センサー(ス トレインゲージ)
が依然稼働 していたため、1990年 の観測報告は以前
のデー タを継続す る形で行われている。 しか し、
1991年 になって旧センサーが観測不能となったた
め、1991年 分の観測報告か ら、新 しいセンサーによ
るデー タが用いられるようになった。
Nakamura　and　Noguchi(　1993)は 、新 しいセンサ ーに
対する基準測定結果を報告 してお り、それによれ
ば、1991年1月31日 現在の観測基準面はBMIO40の
下3.511mと いう値 となっている。 しか しこの値 を
用いた場合、1991年 の平均水面の高さはBM1040の
下2.037mと な り、前年1990年 の平均水面(BMIO40






原資料 にあたってみた。その結果、1990年 以前 の
「月表値」 と大 きなギャップが現われないように調
一11一
整 を施 して あ る こ と が わ か っ た 。 彼 ら の 計 算 方法 は
以 下 の と お りで あ る。
まず 、 副 標 観 測 の 結 果 か ら 、 副 標 に よ る実 測 水 位
と験 潮 器 の 読 み 取 り値 の 一 次 回 帰 計 算 を行 う。 得 ら
れ た 回 帰 式 は 、 副 標(y)験 潮 器(x)と して 、
y=0.9496(x-950.0)十29.7(cm)(1)
で あ る 。 こ の 式 で 、0.9496と い う回 帰 係 数 が い わ ゆ
る 縮 率 と な る 。 右 辺 第1項 の950.0と い う 定 数 は 、
計 算 す る 上 で 便 宜 的 に 導 入 した 「ゲ タ」 で あ る,,こ
う して 得 ら れ た 縮 率 を用 い て 、 月 表 値 をYtと して 、
彼 ら は 次 の よ う に 月 表 の 値 を計 算 した 。
Yt=0.9496(x-1000.0)十78.0(2)
(1)式 と(2)式 を 書 き換 え る と 、
y=0.9496x-872.4(1),
Yt=0.9496x-871.6(2)'
とな る 。 こ こ で 、(2)式 右 辺 に 加 算 さ れ た78cmと い
う定 数 は 、 月 表 の 値 に 以 前 の も の と大 き な ず れ が 生
じな い よ う に 導 入 した 調 整 数 で あ る 。 両 式 は 偶 然 に
も き わ め て 良 く似 た も の と な っ て い る 。 第32次 隊 の
中 村 ら の 観 測 野 帳 に よ れ ば 、 副 標 の 基 準 面BM1040
の 下3.808mと 与 え ら れ て い る こ と か ら 、 月 表 の 値
に 対 す る 基 準 面 は(1)吸 び(2)'か ら 、BM1040の 下 方
3.816mと な る 。
Tanaka　 and　Noguchi　 (1995)に よ れ ば 、1992年1月17
日現 在 の 観 測 基 準 面 はBMIO40の 下3.589mで あ る
が 、 こ れ も 明 ら か に 高 す ぎ る と 考 え ら れ る 。 上 記 と
同 様 に して 、 彼 等 の 算 出 方 法 を 確 認 し て み た 。 副 標
観 測 に よ る 回 帰 式 は 、 前 と 同 じ変 数 で 表 わ して 、
y=0.9458x-8565(3)
Yt=0.9458x-867.8(4)
で あ る。 こ れ は 、 月 表 の 基 準 面 が 副 標 の そ れ よ り も
llcmほ ど 高 い 位 置 に あ る こ と を示 し て お り、 第33
次 隊 の 田 中 らの 観 測 野 帳 に よ れ ば 副 標 の 基 準 面 が
BMIO40の 下4.011mで あ る こ とか ら 、 月 表 の 値 に 対
す る 基 準 面 はBM1040の 下3.908mと な る 。
4平 均海水面の長期変化
Odamaki　et　aL(1991)が 示 した昭和基地の平均水位
の経年変化について、彼 らの解析 した1981年 ～87年
のデータに加 え、その後蓄積 された資料及び今回の
検討で改めて検討 し直 した1975年 のデータをもとに
解析 した。図3に1975年 以降の観測基準面と平均水
位の変化 を示す。 ここでは、観測基準面の変動 をも
考慮 した上で、各年の平均水位 をBM1040か らの高
さで表現 した。
基準面の変動の激 しいJ977年 ～1980年 のデータを
省いて、平均水位の長期変化 を調べ ると、図3に 示
した とお り1975年 ～1992年 までの値として、年間約
4.5mmの 低 下傾向にあることがわかる。これは、
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On　 the　 Amplitude　 Factor　 of　 Gravity
　 　 　 　 　 　 Tide　 at　 Syowa　 Station
　　　　　　 Tadashiro　 Sato　 (NAO),　 Kazunari　 Nawa　 (Nagoya　 Univ.),
　　　Kouji　 Matsumoto　 (ORI,　 Univ.　 Tokyo),　 and　 Kazuo　 Shibuya　 (NIPR)
1.は じめに
Ogawa　et　al.　(1991)は 、あすか基地 と
昭和基地 の両地点で観測 された潮汐 の振






















AP-G(Tamura　 et　al.,　 1991)で 解析 さ
れ た もので 、解 析 方法 に よ るバイ アスは
無 い と思われ る。超伝導 重 力計(SCG)
の感度 は、JARE-34観 測期 間 での
M2分 潮 の振幅 が 、表1に 示 したD73
の振幅 に合 うよ うに決 め られ て い るため 、
M2に つ いて はほ ぼ同 じ値 にな るのは 当
然 で あ るが 、他 の分潮 に つい て も全 て
0.1%以 下 の差 で一 致 して い るこ とは 、
観測 の信 頼度 を計 る指 数 には な る。一 方 、
G477の 値 は 、他 の2つ の重 力計 に よ
る観 測に対 し、 どの分 潮に つ いて も系統
的 に小 さな値 を示 して い るが 、その差 は
高 々1.8%で あ る。 これ らの比較 か ら 、
10%も の半 日潮汐 の異常 が観 測誤 差 に
よ るもので はな い こ とは確 か であ る。
3.海 洋 潮汐 の補正
海洋 潮汐 の影 響量 は計 算 プ ロ グラム
GOTIC(Sato　 &　Hanada,　 1984)を 使
って見 積 も った。 この プ ログ ラムはOgawa
etal.(1991)の 計 算 にも使 われ てい るが 、
彼 らが使 った地形 デー タが3次 メ ッシュ
(30×45秒 角)ま で で あ ったのに対 し、
超 伝導 重 力計 の観測 室 と海岸 までの距離
が 約300mと 近 い ことを考慮 し、今回
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は観測 点近 傍 につ いて は更 に細 かい4次
メ ッシュ(7.5×15.0秒 角)を 使 っ
て計 算 を行 った 。
海 洋潮 汐 モデ ルの差 の影響 を見 る ため 、
Schwiderski　 (1993)の モデル とMatsu--
moto　 et　aL　 (1995)に よ るモデ ル(以 後
Matsumotoモ デル と呼 ぶ)の2つ につ い て
計算 した 。前 者 は沿岸 で の検 潮 デー タを
境 界条 件 として 潮汐方 程式 を数 値積 分 し
た モデル で 、後 者 はTOPEX/POS
EIDON衛 星の高 度 デー タを使 った モ
デルで あ る。衛星 デー タが無 い高 緯 度地
帯 に つい ては 、衛 星 デー タで決 ま ったモ
デル の値 を境界 条件 に数 値積 分 して全 球
の値 が与 えられ てい る。現在O.5° メ
ッシュでの モデ ルが利 用可能 であ るが 、
前 者 のそれ に合 わせ るた め 、 ここで は1
×1度 格子 点 の古 いバー ジ ョンの モ デル
を使 った 。いずれ のモ デル も海洋 の質 量
が保 存 して いな いため 、それが保 存 す る
よ う過剰 質量 を シー トマスで近似 して各
格子 点 の値 に補正 した 。この補 正 が計算
結 果 にあ た える影響 は 、M2分 潮 に つい
て は振 幅 で約5%(0.1μGal)で あ る。
昭和基 地 で は、海底圧 力計 に よる潮汐 観
測 が続 け られ てい る(Odamaki　 et　al.
1991)。Satoetal.(1995)はこ の観測
に与 える海氷 の影響 に ついて 調べ て い る。
それ に よ る と、海氷 の影 響 は振幅 で高 々
5%で あ る。昭和基 地 を含 む格子 に つ い
て は圧 力 計 に よる観 測結 果(南 極 の科学3,
1986)を 使 った 。
今 回 の議論 で は、Farrel}(1972)に よる
G-B地 球 モ デルのGreen関 数 を用 いた荷
重 計算 結果 を使 って い る。1066A地 球 モデ
ル につい て も計 算 した が 、補 正量 が2.4
μGalと 大 きいM2分 潮 で 、両 者 の差 は2
%程 度 で あ る 。 これ はM2分 潮 の観 測値
13.45μGalの0.2%に 相 当す る。
4.潮 汐 フ ァク ターの比 較
Ogawa　 et　al.　(1991)の 結果 と今 回の 結
果 を まとめ たの が表2で 、い ずれ も海 洋
潮 汐 の影響 量 を補 正 した潮 汐 フ ァク ター
の 値 が示 され て い る。表か ら、　(　1　)Ogawa
etal.(1991)の 結 果 と、彼 らと同様
Schwiderskiモ デル を使 って計 算 した今 回
の 結果 を 較べ る と、日周 潮 に ついて は フ ァ
ク ターの 値 に大 差 は ないが 、半 日周 潮 につ
いて は後 者が約5%小 さい 、(2)今 回比較
した3つ の モデ ルの うち 、　Matsu励otoモ デ ル
を使 って 補正 した潮汐 フ ァク ターが1066A
地 球 モ デル の理 論 値(Wahr,1981)に 近 い
値 を与 え る、　(3)Matsumotoモ デルを使 って
補 正 した フ ァク ター と理 論値 との差 は、比
較 したい ずれ の分 潮 につい て も1%程 度 で
あ る、 こ とが分 か る。
(1)に 述 べ た差 の大半 は メ ッシュの精度
の 差 に起 因 して い る と考 え られ る。
5.ま とめ
Matsumoto　 et　al.　(1995)に よ る と、多 数
の海 底圧 力 計 デー タと比較 した結果 、　Matsu
motoモ デ ルはSchwiderskiモ デル に較べ 実 測
値 との差 が約3割 以上 改善 されて い る。表2
に見 るよ うに 、 この 改良 され た モデル を使 っ
て補正 した潮 汐 フ ァク ター で は、　Schwiderski
モデ ルを使 って補 正 した フ ァク ター に見 られ
た半 日潮 汐の異 常 が大 幅 に小 さ くな って い る。
これ らは、昭和 基 地 での半 日周 潮の ファク タ
ー の異 常 の ほ とん どが補正 に使 った海 洋潮 汐




































表2.海 洋潮汐を補正 した潮汐 ファクター
Ogawa　 et　 al.　 (1991)
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月まで ユ年間継続 して観測を行ない、それぞれ3つ の
センサーによる連続デジタル記録を取得 した。　SCGは 、















カ ットオフ50秒 のローパスフ ィルター、　MODEは50
秒から1時 間のバンドパスフ ィルター)に 通され、7.5
桁、2秒 間隔でA/D変 換されている。また、　STSは
重力計室から200m離 れた地震計室に設置されており、
フ ィー ドバ ックアンプのBRB出 力は地学棟で24bit、
20HzでA/D変 換 されている。それぞれのセンサーの
感度を表1に 示す。







和基地でもSTSを はじめSCG、 　D73で 良好な記録が
得られた。この地震記録を使い、　SCG/MODEの 振 り






いては20Hzサ ンプリング しているBRB速 度出力を





は360秒 モー ドで観測を行なっているが、スペク トル
は短周期側ではSCGと よく一致 したスペクトルが得ら
れたが、長周期になるほどS/Nが 悪 くなっている。ま
た時間の経過によってS/Nが 悪 くなり、モー ドが確認





図2にSCGとD73の2日 目と5日 目のスペク トルを
示す。2日 目(上 段)の スペクトルを比較すると1　mHz
より短周期側ではよく一致 しているが、長周期側では
D73の ノイズレベルが高くなって信号が見えにくくなっ
ている。また、5日 目(下 段)の スペク トルを見て明ら
かなように、D73の 方がSCGに 比べて自由振動の周
期帯ではノイズ レベルが桁で高 くなってお りSCGで











の振幅がSCGよ り4倍 程度大 きくなっている。3カ
月毎のノイズレベルの変化をみてみるとD73は 年間通
して4ngal(4×10-11m/sec2)で ほぼ一定であった。そ
れに対 してSCGは3月 、12月 は1ngal、　6月 、9月 は














図2　 SCGとD73の 比 較
SCG2日 目
　　　　　 NORTHERN　 BOLMA,　 SYO,　SCG






















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 trequ●「wy　(rnHz)
O.51.01.52.02.53.0354.04.55.05.56,0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 trequency　 (mHz)
(2日 目 と5日 目 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル)
D732日 目
NORTHERN　 80しIVIA　SYO,　D73











　　　　 　 NORTHERN　 BOUMA,　 SYO,　D73
















On　 the　possibility　 of　detecting　 chnages　 in　the　earth's　 radius
　 　 　 　 　 　 　 at　Syowa　 Station,　 Alltarctica
K　 KAMINUMA　 (　Natl　lnst.　Polar　 Res.)
1.昭 和基地の特徴
南極 ・昭和基地(69°S,3g°E)は 建設 され
て以来、気象、オーロラ、地震 さらに測地 ・
測量 の基 点など、地球上の一観測点 として、
観測点の少ない南極大陸のなかで、重要 な役
割 を果 たしている。昭和基地の主要部は東 オ
ングル島に建設 されているが 、この1㎞ 四方
の小 さな島で、次のような固体地球物理学 関
係の諸観測 を実施 してい る。
1)地 震(長 周期、短周期)










ことである。オングル諸島 に限 らず、南極 大
陸の沿岸露岩 には、至る所で隆起汀線が認 め
られる。東オングル島の場合 、最 も高い隆起
汀線 は標高20mあ た りで、海岸 に産出する海
息生物の化石の年代は、5000～6000年 と求 め
られている。氷床後退期の海岸線の変遷は複
雑で、専 門家の間で も、意見が分かれる よう
だが、一つの 目安 として、昭和基地付近の隆
起 は、ほぼ4mm/yの 割合で続いていたことは
確か らしい。ただ し、地形学的 にはこの隆起
が現在 も続いているか否かは、決められない。
3.検 潮儀の記録
1981年 か ら1987年 にかけての検潮儀データ
したが って、昭和基 地で は数Hzの 地震の短 の解析 か ら、年0.g5㎝ の割合で 、昭和基 地
周期の波か ら、数十秒から数分の長周期の波、 付近の海面が低下 している ことが報告 されて
数十分の 自由振動 さらには年オーダーの変動 いる。世界 の海水準が1～2mmlyで 上昇傾 向
まで、非常 に幅広い周期範囲の変動現象 を観 にあるなかでの海面低下の報告である。 この
測 してい ることになる。東オングル島のよう 報告 こそ、昭和基地付近の地殻の隆起が、現
な狭 い地域で、これだけ多種類の観測を実施 在 も続いていることを示 している(図1参 照)。
している観測点は、南極では もちろん、唯一
点であ り、地球上で もほとん ど例が ないと思4.微 小地震活動
われる。 昭和基地付近 の微小地震活 動か ら、地殻 隆
特 に、南極大 陸沿岸の基地で、検潮儀 を設 起 との関係 について、次の ような作業仮説 を
置 して30年 以上の長期間、観測を継続 してい たてている。
るの も、昭和基地だけである。海氷 により、
観測 に支障をきたすことが度々あったが、近
年 はようや く、海水準変動が得 られ始めてい
る。
1)震 央が大陸沿岸 から海側 に分布するた
め、地殻の隆起 に伴 う歪応力によって、
微小地震が発生する。




3)隆 起 は緩慢 なので歪の蓄積 もゆっくり





点 として、沖合が より多 く上昇する傾斜





一般 に地殻の 隆起 は海面 との相対変動で求









検潮儀の解 析結果か らのo.95㎝/yの 隆起 量








仮に1(叫 の隆起が5年 間続 くと、重力値 は
15PtGai小 さ くなる。 昭和 基地での測定 に限
らず、現在の絶対重力測定の精度は10～20μ




ない。 しか し、その測定精度は10PtGalの 桁
である。絶対測定 と超伝導重力計の連続測 定
の組み合わせにより、数年 間か ら十年間の観
測で、地球半径の変化を検 出で きる可能性 は
十分にあると考 える。また昭和基地はその よ













山本 宏章,新 田 浩,山 口 和典
藤 原 智,村 上 亮(国 土地理 院)
Con†inuos　 meosuremen†s　 of　obsolu†e　 gro∨i†y　q†　Syowa　 S†o†ion
HirO(コki　 YomomO† ○,　KOh　 Ni††q,　KozunOri　 Yomaguchi
S。 †。shiFujiw。r。qndM。k・†・Mu・qk。mi(Ge・gr。phicalSurveylns†i†∪ e)
1.は じめ に
1994年11月 に日本 を出発 した第36次 日
本南極 地域観 測隊(JARE36)に 国土地 理院か
ら参 加 し,南 極 ・昭和基地 において第三回
目の絶対 重 力測 定 を行 った.測 定に使用 し
たの は国土地 理院所有の 一つで ある可搬 型
絶 対重 力計FG5#104/GSI1994.08(以下
FG5)と 呼 ばれ るものであ る.測 定 は昭 和基
地 に ある重 力計室 内で,1995年1月20日 ～
2月11日 の間 に実施 した.測 定の準備段 階
で致命 的な地盤 補償装置 の故障に遭遇 した
が,こ れ を克服 し連続 測定 に成功 した.幸
い昭和基地 で は地盤 震動が少 ない こともあ
り,数 多 くの連続デー タ を取得 し,10-9の 精
度で絶 対値 を決定す るこ とができた.ま た,
極地域 で は初 めての絶対 重力連続測定 を成
功す る事 がで き,±5μga1の 重力の微小変
化 を検 出 した.
2.目 的
南極 ・昭和基地 にお ける絶対重 力測定 は,
「昭和 基地 に おける地殻動 態の総合 的監
視 ・測量 」の一環 と して位置づ け られ て い
る.ま た,国 際的 な要請 も大 き く,第19回
田GG/1AG　 (国 際 測地学 および地球物 理学連
合/国 際 測地学 協会)総 会(1987年 バ ンク
ー バー)に お いて昭和基地 は,国 際絶 対重 力
基 準網(International　 Absolute　 Gravity
Basestation　 Network;IAGBN)のA点 の観 測
点 の一つ に採 用 され た.IAGBNと は全地球 的
に絶 対重 力測定 点を配 置 して重 力測 定の基
準 となるネ ッ トワー クを形成 しよ うとす る
もの であ り,目 的は,重 力の基準値 を与 え
る とともに,重 力の 時間変化 を監視 し,測
地学 や地球 物理学 をは じめ とす る研究 に役
立 て よ うとい うことで ある.
これ らの 目的 を踏ま えて,JARE33(1991
年)が 初め て昭和基地 で絶 対 重力測 定 を実
施 し,続 いてJARE34(1992年)が 実 施,今
回 が3回 目の絶 対重力測 定 となる.
3.絶 対重力計 とその原理
今回昭和基地に持ち込んだ絶対重力計は,








FG5の 測定原理は図一1の 略図に示す と
お りである.真 空中で試験質量(コ ーナー












4.測 定 経 過
昭和基地 への絶 対重力計の搬 入は,1994
一20一
年12月24日 にヘ リコプター の空輸 で行わ
れた.絶 対重 力計の調 整過 程で,地 盤補償
装置 のスーパ ース プ リング部,参 照用 コー
ナー キュー ブ と主 スプ リング をつ り上 げて
いる,直 径0.17ミ リの ワイヤーが切断す る
事 故 に見舞わ れ,測 定不能 状態 に陥 った.
ワイヤーの予 備品の用意 がな く,試 行錯 誤
の結果,36次 隊 員の発案 によるギ ターの弦
が一番適 してい るこ とがわ か り,こ れ をヤ
ス リで削 り代 替品 と して使 用す ることによ
り測定 を行 うことが可能 とな った.修 復 は
非常 に繊 細 で 日数 を費 や し,測 定開始 は
1995年1月20日 か らとな った.絶 対 重力測
定は,2月11日 までの 内21日 間行 い,ほ ぼ
連 続的 にデー タ を取得す る ことに成功 した.
測 定 は15秒 間 隔で落下 を行 い,150回 か ら








に潮汐補正 を計算する.計 算はFG5プ ログ
ラム ソフ トを使用 した.こ のプログラムは





る.標 準気圧,標 高補正,気 圧ア ドミッタ











き直す のに使 用す る.今 回 はラコス ト重 力
計2台(D183,G554)を 使用 し,金 属標 直上
と1.2m上 の2カ 所 を繰 り返 し測 定 した.
(5)光 速度補 正
レー ザーには ヨウ素安定化 ヘ リウムネ オ
ン レーザ ー を使用 し,そ の光 速度 を補正す
るものである.1セ ッ ト毎に計算 を行 った.
以上 の補 正計算 を行 い,表 一1に 今回の
測定結果,図 一1に その度数分布 を示す.
有効デー タ数 が非常 に多か った ことと,地
盤の振動 が小 さか った ことに よ り,今 まで
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表一1　 1AGBN点 における絶対重力測定結果 図一3重 力値の時間変化(抜 粋)
有効 デー タ数:45,386個(336set)
絶対 重力 値:982,524.3329±O.0038mgql














12 南 極 大 陸 に お け るS波 ス プ リテ ィ ン グ に よ る 異 方 性
1)久 保篤規 、2)平 松 良浩、1)金 尾政紀 、2)安 藤 雅孝
1)国 立極地研 究所 、2)京 都大学 防災研 究所
　　 Shear　 wave　 splitting　anisotropy　 in　Antarctica
Atsuki　 Kubo　 ,　Yoshihiro　 Hiramatsu　,　Masaki　 Kanao,　 Masataka　 Ando
N・ti・nalln・tit・t・ ・fP・1・ ・R・ ・ear・h・Di・a・t・ ・k・v・n・i・nR・ ・ear・hI・ ・ttit・t・,Ky・t・U・iversity
は じめに:　 DumontdUrville　 (DRV)の マ ン トルの地震波
大陸下のマ ン トルのS波 速 度異方性はその 速度 異方性 は現在の プ レー ト絶対運動 の方
の流動の結 果生 じる と考え られ ている。 し 向には一致 しない。昭和基地に関 しては ゴ
か し実際 に観測 される異方性が現在の流れ ンドワナ大陸の分裂時の拡 大方向 にも一致
を反映 しているのか、 それ とも過去の変形 しないお らずむ しろ累進変 成作用や周辺の
作用 によって形成され た異 方性 を保持 して 地質構造 などを作 った よ り古い起源を持つ
いるのか、 とい う問題 につ いての議論 が今 と考えたほうがよい。どちらの場合 もプレー
でも続いて いる。それぞれ の主張 する とこ トの絶対運動の方向には一致 しておらず、
ろの観測事実は としては これ らは過去の変形 に よる異方性 である こ
◎現在の変形だ とする場合 とを示唆 する。表面波 の長波長 の異方性 の
1)SKSに よる方位異方性 の方向が、現在 の 研究からDRVの 場 合 はす ぐ沖合 の海洋地域
プレー ト運動のモデルからどれ だけずれて では海洋底 の拡大方向 に速 い異方性が見つ
いるか とい う頻度分布 でずれ無 しを中心 に かってお り(Roultetal.1994)、 この異方性
高い分布 を示す こと。 領域 は大陸内には入 り込 んでお らずDRVは
2)南 アフリカのアーケアンクラ トンでの観 異方性の強 さが大 き く変わる境 界付近 に位






さと異方性 の大 きさに正の相関がみ られ リ
ソスフェアに異方性が存在する。
などがあるがSKSに よる異方性 は水平方 向
の分解能 はあるが、逆 に短波長 ゆ えに広 く
をカバー しきれない。 リフ トゾー ンの よう
な活動帯では集中観測することはおおいが、
古い大陸ではあ まり多 くの観測が なされて
異方性 と直 交す る。古 い大 陸 は200-300km
の深 い根 を もっ てい る。 この部 分 は非 対 流
領域 として考 え られ 流 動 を担 え ない とされ
る。 海洋 アセ ノ ス フ ェ アの流動 してい る部
分が 分厚 い 大陸 の 根 に ぶ つ か る が、　DRVの
結果 か ら予想 され る こ とは 、海 洋 下の マ ン
トル の流 れ が大 陸 に 当 た っ て横 に流 れ をか
え る とい う可 能性 で あ る。 現在 の プ レー ト
運動 の運動 と合 わ な い場 合 で も海洋 一大 陸
間の 二次 的 な流 れ を想 定 す れ ば 、必ず し も
過去 に形 成 され た異 方 性 で な くて も良 い こ
とに な る。南 極 大 陸 の 地 震 観 測 点 はSouth
いない。 そのような観点か ら南極大陸の異　Pole　SPA以 外は大陸の海岸付近に位置するた
方性の研究が重要である。
南極大陸での結果と解釈:
しか しSKS波 を使 っ た昭和基 地(SYO),
めこのような問題に も注意 を払 う必要があ
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13 Crustal velocity model for shear wave in East Antarctica 
by receiver function inversion for broadband waveforms 
      - Comparison of Dumont d'Urville and Syowa Stations - 
        Masaki  KANAO1, Atsuki  KUBO1 and Takuo  SHIBUTANI2 
                     1National Institute of Polar Research
              2Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University
          Introduction 
    Precise seismic velocity models in the crust 
and uppermost mantle by use of teleseismic 
waveforms have been obtained with recent 
developing digital broadband seismographs in the 
global stations. In Antarctica, however, the fine 
crustal structures have not been achieved by the 
surface waves' analysis and refraction 
experiments. In this study, receiver functions 
(crustal responses) developed from teleseismic P-
waveforms recorded with broadband seismograph 
at Dumont d'Urville Station (66.7°S, 140.0°E; 
 DRV), East Antarctica, are inverted for the shear 
wave velocity model of the crust and uppermost 
mantle beneath DRV. The obtained velocity 
models are compared with those of Syowa Station 
(69.0°S, 39.6°E; SYO). 
       Data and method 
    By applying the source-equalization method, 
receiver functions up to 40 s from the P-arrival are 
obtained for 23 earthquakes from Feb. 1991 to 
Dec. 1993 in the four backazimuths of 03°-17°, 
 210-32°, 36°-40° and 47°-57°. Hypocentral 
distances are within  50°-60° for all backazimuths 
to ensure small variations in the incident angles. 
The large amplitudes are recognized from 3 to 6 s 
after P-arrival in all backazimuths. The phases 
around 4-5 s are considered to be the converted Ps 
at the Moho. For each backazimuth, a time 
domain inversion is applied to the stacked radial 
receiver functions up to 30 s to determine the 
shear wave velocity model of 32 layers down to 
60 km depth. The numbers of stacked events are
5, 5, 3, and 5 for each backazimuth, respectively. 
In the inversion procedure, an enough 30 
iterations are carried out to obtain the stable 
solution. Lateral heterogeneity is identified by 
investigating azimuthal variations of the velocity 
 models. 
            Results 
    The results of the two backazimuths in  03°-
17° and 21°-32° have the similar structure, such as 
high and low velocity zones in the upper and 
middle crust, respectively. The velocity in the 
lower crust is high and the Moho is rather sharp in 
38 km depth. On the contrary, both the velocity 
models in 36°-40° and 47°-57° have transitional 
Moho. The crustal velocity in 47°-57° 
backazimuth indicates the same depth-pattern as in 
03°-17° and 21°-32°, while that in 36°-40° has the 
gradual increase of velocity in the crustal depth. 
These lateral variations of the crustal structure are 
presumably relating to the tectonic evolution 
around  DRV. Compared with the crustal velocity 
models beneath  SYO, those of DRV have smaller 
variations. 
       Further study 
   For the mapping of the crustal structures in 
East Antarctica, the other available broadband 
ismic stations, such as Mawson Station 
(MAW), should be analyzed for comparison. 
Compilation of the crustal models beneath the 
seismic stations in West Antarctica and 
Transantarctic Mountains is also important to 
compare the difference of the structures in the 
various tectonic regions in Antarctic continent.





.  0  g  t
 20.
    
- - -
(.70„I ,, . ,: , • N ,, 
-!•,/ ' / $
    ‘
„-- 
                  --- _ 
   \     
• A 




    
. , 
   / ---1---,t‘• •- 
---7,•',,-1:‘/,'-'"..,/-:' 
./ ‘, '-,-'-‘,/‘,-:-=',/•/. 
   :•A /,•'\ ; • 
, • / .----- 
                                 -
,---.,:'   
' 























Original radial receiver functions for the total 23 
earthquakes up to 40 s from P-arrival.
1 7  r I 1 1 1
Fig. 3.
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 Observed radial receiver functions (solid lines) 
with the synthetic ones (broken lines) up to 30  s 
from  P-  arrival for the stacked radial receiver 
functions in the four  hackazimuths.
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 Vs (km/s)
so
Fig. 4. Crustal velocity models for shear waves down to 60 km depth by the receiver 
function inversion in the four backazimuths. The initial velocity model, the upper-
and the lower-limits for the model parameters are presented by the thin-broken lines.
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14 オース トラ リアー南極断裂帯下の地震波速度構造の
実体波走時解析
岡野憲太、島崎邦彦(東 京大学地震研究所)
　 　 　 　 Body　 wave　 travel　 time　 analysis
beneath　 the　 Australian-Antarctic　Discordance
Kenta　 Okano　 and　Kunihiko　 Shimazaki　 (1励qu雄e　 Rese征ch　 hsdtute,　 Tokyo　 University)
1。は じめに
南東 イ ン ド洋 海嶺の東経120-・-128° 付近
の領 域 は、 オース トラ リア ー南極 断裂 帯
(Australian　-　Antarctic　Discordance、 以下
AAD)と 呼 ば れ、海嶺軸付 近の海底 の深 さ
が周辺 の 同年代 の海底 よ り最大 で約1000m
も深 く、密集 した トラ ンス フォーム断層 に
よって複雑 な地形 を持 つ事 が知 られてい る。
この ような、大規模 な地形異 常 を作 り出す
メ カニズ ムにつ いては様 々な議論が あるが、
これ までの表 面波 や実 体波解析 でAAD下 の
地震波 高速度 域 の存在 が示唆 され てお り、
AADで 採 集 され たMORBが 低 圧 で、低 い部
分 溶融度 で生 成 された特 徴 を示す こ とな ど
か ら、少 な くと もAAD下 の上 部マ ン トルが
異常 に低 温 であ り、 この事がAADの 成 因の
重 要 な鍵 を握 って いる と思 われる。今 回、
AAD領 域 の解析 に適 した南極 昭和 基地 のデ
ー タを使用 す る事 に よ り、　AAD下 の地震波
速度 異常域 の 規模 の検 証 を試 みた。
海洋底の深さの補正をす る。
鑓
PP-P、　SS-Sの 走 時残差 の差 を反射 点 の位
置 に プロ ッ トした結 果 を図1に 示す 。PP-P、
SS-Sと もに大局 的には、周 辺 の海嶺 で大 き
な正 の値 を示す のに対 して、　AADを 中心 に
東経105-1356の 広 い範 囲で はゼ ロか ら負 の
値 が集 中す る とい うパ ター ンを示す 。海嶺
軸方向 に経度10° ご とに走 時残差 の差 の平
均 を とり、 プロッ トす る と図2の よ うにな
り、　AADを 中心 に海嶺軸 方 向 にか な り大 き
なスケ ール(>2㎜ ㎞)の 地震 波高速度 域
が 見 られる。
磁
南極 昭和 基地 で観 測 され るフ ィリピン、
ニュ ーギニ アか ら トンガ、ケ ルマデ ィ ック
にかけ ての地域 で発生 した地震 のPP波 、　SS
波 の地表 での反 射点 は、 南東 イ ン ド洋海嶺
にほぼ沿 った形 で分布す る。 これ を利用 し、
PP-P、　SS-Sの 走時残差 の差 をとるこ とに よ
り、震 源や観 測点 近傍 の不均 質構造 の影響
を抑 えて、 反射点 近傍 の不均 質構造 の情 報
を抽 出す る。 デー タは93年2月 一94年1月 に
観 測 され た41個 の地震(M≧5.5、 深 さく
100㎞ 、震 央距離76°-94°)か ら得 られ
たPP波29個 とSS波31個 。10-30秒 でバ ン ド
パス フ ィル タリング したSTSBRBデ ー タの
U/D成 分 とtrans-verse成 分か らそれぞれP、　S
波 部分 を切 り取 り、　Hilbert変 換でphase　shi丘
させ てPP、　SS波 とcross-corre-lationを取 る こ
とによ り、　PP-P、　SS-Sの 走 時残差 を求 め、
一27一
1　0　deg.　 averaged　 PP-P,　 SS-S　 residuals　 vs.　along-axis
　　　　　　　　　　　　　 longitudes
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t5 ウ ィ ル ク ス ラ ン ド 沖 西 部 海 域 の 地 質 ・ 地 球 物 理
石 原 丈 実(石 油 公 団 石 油 開 発 セ ン タ ー)・
棚 橋 学 ・佐 藤 幹 夫 ・奥 田 義 久(地 質 調 査 所)
Geology　 and　 geophysics　 of　the　 west　 Wilkes　 Land　 margin
Takemi　ISH旧ARA(Technology　 Research　Center,　Japan　National　Oil　Corporation),
　　　　Manabu　 TANAHASHI,　 Mikio　SATO　 and　Yoshihisa　OKUDA(Geoiogioal　 Survey　of　Japan)
石油公 団 では、通産 省 か ら委託 を受 け
て南極 海域 の基 礎地質調 査 を実施 してい
るが、平成6年 度のTH94航 海 で は、東
南極 の ウ ィル クス ラン ド沖西部(東 経
100度 一東経120度)の 調 査 を実施 した。
現在 、 まだデー タの処 理 ・解析 中 である
が 、予備 的結果 につい て報告 する。
調査 は、前半(平 成6年12月14日
一平成7年1月6日) 、後半(平 成7年
1月10日)の2航 海に分 けて実施 した。
氷況 が予想 以上 に悪 く、南 緯65度 以 南 の
大 陸棚 の調査 はできな かったが 、大 陸斜
面 か らコ ンチネ ンタル ライズに か けて 、
次の様 な試 資料 を得 る こ とがで きた(地




















経115度 付近では3秒 を越 えるほど厚 く
堆積 していることがわかった。この反射
面 は、その下 にみ られる海 洋性基盤 と思
われる激 しい起伏 を示 す構造 に海側 でア
バ ッ トしてお り、 この付近 の海洋性地殻
が形成 され た時期 に形成 された面 であ る
と解釈 され る。磁 気異 常 の解 釈 ではCO
B　 (Continent-Ocean　 Boundary)　 が調査
測線 の南端付 近(南 緯64度 一南 緯64度30
分)を 通 ってい る とみ られる。
この不整 合面 は西 部 で浅 くな り、西端
に ある　Bruce　 Rise　で は、その上部 の堆
積 層の厚 さは1秒 以下 となる。 ここでは
顕 著 な傾斜不整 合 とな ってお り、海底 拡
大 以前 に近接 していた とみ られ るオ ース
トラ リアの南 西 にある　Naturaiiste
Plateauの 地 質構造 とよ く似 てい る。
シ ングル チ ャンネル も含 めた反射法地
震 探査 の結果 か ら、本海 域 には水 深
2000m-3000mの 斜面 域 を中心 に広 く
BSR　 (Bott㎝ 　Simulating　 Refiector)
が分布 している こ とがわ かった。
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t6 南極、ロス海とその周辺海域の表層堆積物の岩相とその分布
西村 昭 ・湯浅真人(地 質調査所 ・海洋地質部)・ 仲宗根 徹 ・中原昌樹(川 崎地質)
Characteristics　 Ol　surtace　 sediments　 h　 and　 around　 the　 Ross　 Sea,
Antarctica;　 Akira　 NISHIMURA,　 Makoto　 YUASA　 (Geological　 Survey　 of　Japan),　 Toru
NAKASONE,　 and　 Masaki　 NAKAHARA　 (Kawasaki　 Geological　 Engineering　 Co.,　Ltd.)
ロス海は南極の太平洋側に位置 して お り、奥側
半分 をロス棚氷に覆 われてい る.陸 棚域 は谷 とバ
ンク(地 形 的な高ま り)が 繰 り返 している.ロ ス
海の内側での表層堆 積物 は、バ ンク上 と陸棚縁 の
粗い砂礫質の堆積物 を除 くと珪藻を主体 とする軟
泥 または泥質堆積物が分布す る.ま た、大陸斜面
か ら海盆底 にかけて は、これ らに加 えて有孔虫 を
多 く含む石灰質軟泥 もみ られる.こ の海域にお い
て14本 の柱状試料 を採取 した(図1).肉 眼記載 ・
軟X線 写真撮影 ・砂粒含有率 ・乾燥密度(含 水比)・
帯磁率 ・砂粒構成の分析 を行 った.今 回はその記
載を中心に した解析結果について述べる.
海域の堆積物はそ の岩相の特徴から、 ロス海 内
部 ・陸棚縁 ・ロス海外部の大 陸斜面か ら深海盆 の














記載 と分析 結果を示 す(図2).ロ ス海内部で は
海底下数10cm～1mに 固結 した堆積物があ り、 ヒ
部 の未固結の堆積物と2分 され る(GCI305).後 者
の珪藻を主体 とす る泥質堆積物は現在 と同 じ堆 積
環境で の堆積 物であ るが、前者 は 氷床 の 拡大 し
て いた時 期 に、氷 床 の加 重 の 影響 ドで形成 さ
れ た堆積物 の可 能性 があ る.陸 棚斜面の下部 か
ら深海盆の堆 積物は、泥 質堆積物か らな り砂粒 を
多 く含む層準 が認め られる.ラ ミナの発達 した層
準が あ り、底 層 流 が強 い時 期 に 形成 され た コ
ンターラ イ トと考 え られる(GCI302).陸 棚 縁
やバ ン ク上 には 、砂礫 質 の 堆積 物が 分布 して
お り、一一部に は有 孔 虫 ・異 形類 ・コ ケ虫 を 含
む石灰 質 の堆積物 も見 られ る.こ れ らは 、 深






































の流 れ に 関係 して形 成 され た と考 え られ る
(GCI307).
この海域 の堆積物 の含水比 と乾燥密度 は対 数関
係 で、湿潤密度 と乾 燥密度の 間の関係 は一一・次関係
である(図3).湿 潤密度 と乾燥密度 の関係 で密
度の小さい部分で分散が大 きいのは、堆積物の主
要な構二成物質 に陸源 と生物源(石 灰質 と珪質生物
の殻)の 両者があるためであ る.堆 積 物の諸性質
は、ロス海 内部 とロス海の外 側(便 宜 的に等深線
1000mよ り以深)で 大きく異なる.ロ ス海外 側に
おいては、砂粒含有量は10%以 下で、含水比は100
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果から考 え られる氷期 と現在 の南極周辺海域の 堆
積環境につ いて、模式的には以下のよ うに考 え ら
れる(図4).
最終氷期;ロ ス海全体が南極か らの氷床に覆 わ
れていた.周 辺海域 の深海では、深層水の流 れが
現在 よ り大 きくコンターライ トを形成 するこ とも
あ った.
完新世初期:い わゆる退氷期 にあた り、氷床 の
下で粗粒 の堆積物が堆積 した.
現在;ロ ス海か ら氷床が退 きロス海 の内部は現
在 と同 じ堆積環境 となった.粗 粒の堆積粒子 は氷
山な どにより運搬 され堆積 した.
本研 究は、石油公 団の 白嶺 丸航海TH91お よび
TH92航 海での調査結果の 一ー一部であ る.
図4.堆 積環境の変遷.
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17 南 極 ロ ス 海 表 層 堆 積 物 中 の 重 鉱 物 組 成 の 地 域 的 ・垂 直 的 変 化
徳 橋秀 一(地 調)・ ク リス トファーMア ギンギー(元 科 技庁 フェロー)・
西村 昭(地 調)
"Areal　 and　vertical　variation　 of　heavy　 mineral　 composition
　　 of　the　surlace　 sediments,　 Ross　 Sea,　 Antarctica.tv
by　 Shuichi　 TOKUHASHI★,　 Christopher　 M.　 AGYINGI★ ★　and　 Akira　 NISHIMURA★
　 ★　Geological　 Survey　 of　Japan,　 ★★　 Former　 STA　 Fellow　 from　 Cameroon
資源エネルギー庁か らの委託 を受けて石
油公団によって行われた白嶺丸による






～700m前 後)が 交互に繰 り返 している。
グラビティー ・コアによって採取 されたロ
ス海の堆積物は、主に トラフ状のベイスン


















surtaceの 頭文字からSシ リーズの試料 と
命名)と 表 面 か ら50cm～150cm下 位 の
層 準(deepの 頭文字 か らDシ リーズの試
料 と命名)の2つ の層準 か ら採取 し、両者
の比較 も行 った(表1)。
分析 の結果 か らは、次の よ うな結論 が
得 られた。
(1)Sシ リーズ とDシ リーズ では、重
鉱 物組成 の分布パ ター ンの特 徴 は ほぼ同 じ
で、 この間に粗粒堆積 物 を運搬 ・沈積 した
氷 山の流 動形態 に大 きな違 い がなか ったこ
とが想定 され る。
(2)重 鉱物 組成 の分布パ ター ンか らは、
ロス海 は、西 部域 と中 ・東部域 に分 け られ
るこ とが判 明 した。 この こ とは、陸域 にお
ける氷 河 の流動 形態(流 線パ ター ン)か ら
み て、西南極 と東南極 の地質 の違 い を反 映
した もの と考 え られる。特 に、陸棚 西部域
で卓越 す るオ リビン とチ タンオー ジャイ ト
を含 む ク リノパ イ ロキ シンは、 ビク トリア
ラ ン ドの東縁 を縁取 るよ うに分布 す るマ ク
マー ド ・アル カ リ火山岩頚(後 期新生 代)
に由来 す るもの と考 え られ る(図2)。
(3)こ の よ うにロス海 にお ける表層堆
積物 中 の重鉱物組成 の分布 は、Sシ リーズ
及 びDシ リーズ とも、後背 地の地 質 と氷河
及 び氷 山の流動形態 をよ く反 映 してい る と
い える。
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 GC1203D 50-60  175°30'18'E  712010'S  2.224 Upper continental rise Silty clay with diatom
 GC1204D 143-153  175'28'12'E  772515'S 662 Basin floor in Ross Sea Diatom ooze
 GC1205D 78-88  175°2925'E  75°55'55'S 543 Basin floor in Ross Sea Silty diatom ooze
GC1206D 78-88  175°30'48'E  73°4423'S 580 Basin floor in Ross Sea Clayey diatom ooze
 GC1208D 70-80  172°2736'E  68°2922'S 3,405 Lower continental rise Silty  clay with diatom
 GC1303D 97-107  161°11'03'W  77°26'46'S 672 Basin floor in Ross Sea Silty clay with diatom
 GC1304D 50-60  175°54'30'W  772626'S 571 Basin floor in Ross Sea Siliceous silty  day
 GC1305D 130-140  169°46'28'W  77°26'23'S 570 Basin floor in Ross Sea Siliceous clay
 GC1307D  37-47  175°27'54'E  72°31.04'S 527 Bank slope at the shelf break of Ross SeaShell sand
 GC13080 48-58  175°37'54"E  72°2738'S 643 Bank slope at the shelf break of Ross Sea sand
 -  34  -
図2　 Cpx(上)とOlivine　 (下)の 個 数頻 度分 布
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18 Preliminary results of seismic survey in the central 
      Bransfield Strait, Antarctic Peninsula
Young Keun Jin, Yeadong Kim, Hyoung-Soo Kim, and Sang Heon Nam 
Polar Research Center, Korea Ocean Research and Development Institute 
              Ansan P.O. Box, 425-600, Korea
    Bransfield Strait has been interpreted as 
formed by interarc extension which separates the 
South Shetland Islands from the Antarctic 
Peninsula (Barker, 1982;  Gamboa and 
Maldonado, 1990). The age of the Bransfield 
formation is unclear. Recent volcanic activity, 
well-defined spreading ridge along the axis of 
the Bransfield basin and high-angle normal 
faults along the southeastern margin of the 
South Shetland Islands indicate that extension is 
continuing presently in Bransfield Strait (e.g. 
 Gonzalez-Ferran, 1985; Jefferson and 
Anderson, 1990). The physiographic setting of 
the strait behind the South Shetland Trench, has 
led many scientists to believe that Bransfield 
Strait is a subdution-related backarc basin. 
Because there is no direct evidence such as 
seismicity for continuing of subduction along 
the South Shetland Trench, the origin of the 
strait is still controversial (e.g.  Gonzalez-Ferran, 
1985; Tokarski, 1987). 
     The Bransfield Basin is segmented 
longitudinally into three subbasins, western, 
central, eastern subbasin which show different 
structure styles in width and depth. The western 
subbasin is relatively shallow and the central 
subbasin is over 2000 m deep. The eastern basin 
is still deeper, in places exceeding 2500 m. This 
segmentation may tectonically controlled and 
influences strongly on the sedimentary 
evironment and lithofacies (Jeffers and 
Anderson, 1990). 
     In the austral summer season of 1995, 
marine seismic survey was conducted in the
central Bransfield Strait. Approximately 1000 
km of seismic data were collected (Fig. 1). Data 
were recorded using a 12-channel analog 
streamer of 6.25 m interval. An airgun with a 
volume of 180 in3 (3 liter) was used as an 
acoustic source. Acquired seismic data were 
processed by conventional processing 
procedures. 
    The seismic profiles crossing the axis of 
the strait show the asymmetric feature of 
Bransfield Strait with a steep northwestern 
margin and a gentle southeastern margin. The 
top graphic ridges are conspicuous features in 
t e deeper parts of the strait. The expression of 
the ridges varies along the axis of the strait. 
Among eight crossing lines including 
 easternmost short line, four lines (line 1, 4, 6, 
and short line) show the high ridges on the 
seafloor, especially the ridge on line 6 
culminates 750 m high. Instead the other show 
basement high overlain by the sediments. The 
thickness of sediments and depositional pattern 
vary at both side of the ridge and the basement 
high. The width of the flat seafloor in the 
deepest part decreases rapidly on line 1 and 2. 
     The transverse profile of line B shows a 
trough 6 km wide and 150 m deep, which is 
related to transform faults across the strait near 
the central King George Island. Near the trough, 
he depth of the basement and the thickness of 
the sediments decrease rapidly together 
northeastward. To southwestern part of the 
trough the basement occurs at about 3.5 sec in 
two-way travel time, whereas to northeastern
 —  36  —
part it occurs at 2.5 sec. The sediment thickness 
also varies ranging from 2000 m just southwest 
of the trough to 300 m at the northeastern end of 
the line. Especially the basement in the 30 km 
area to the southwest of the trough is severely 
disrupted by numerous faults. This area may 
correspond with the fracture zone delineated by 
 Gamb6a and Maldonado (1990), who suggested 
that the axis of the ridges is displaced by 10 km 
by this fracture zone.
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Fig. 1. Location map of seismic lines. AP-Antarctic Peninsula; DI-
Deception Island;  EI-Elephant Island; KI-King George Island; LI-
Levingston Island.
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19 Crustal Structure and Deformation History of 
Fracture Zone, Scotia Sea
the Shackleton
       Yeadong Kim, Hyoung-Soo Kim and Young Keun  Tin, 
Polar Research Center, Korea Ocean Research & Development Institute, Ansan 
                  P.O.Box 29, Seoul - Korea
 The Shackleton Fracture Zone (SFZ) is one of 
the most prominent linear structure in the 
Southern Ocean. It is known as a transform 
fault boundary between the Antarctic and Scotia 
plates that extends 800 km from the tip of the 
Antarctic Peninsula to the southern margin of the 
South American continent. Along the SFZ left-
lateral strike motion is postulated by focal 
mechanism analysis (Pelayo & Wiens, 1989). 
Seafloor spreading of the Drake Plate to the west 
of the SFZ had continued from 29 to 4 Ma and 
progressed much faster than that of the Scotia 
Plate to the east (Barker, 1982). Forsyth (1975) 
suggested that these different motions of two 
plates are largely accommodated by strike slip 
motion along the SFZ. 
  The crustal structure of the SFZ is relatively 
unknown for its important role in the tectonic 
evolution of the western Scotia Arc and Drake 
Passage. For this reason marine geophysical 
survey was conducted across the SFZ during the 
92/93 season in the southwestern Scotia Sea. 
MCS and gravity data were collected along three 
lines perpendicular to the axis of the SFZ. MCS 
were acquired with a 96 channel streamer and an 
array of airguns 22.6 liters in total volume. 
  Bathymetry shows a pronounced ridge 2000 
m high. To the east of the ridge there is a 
topographic low more than 10 km wide and 300 
m deeper than the surrounding seafloor. The 
eastern slope is steeper than the other side of the 
ridge. No sediment cover is observed on the 
ridge except at the foot. To the west of the
basement, almost undisturbed sediment thickens 
from the foot to the SW end of the profiles. The 
top of the basement deepens more rapidly than 
the se floor. Numerous minor faults disrupted 
the top of the oceanic crust to the west of the 
ridge. 
 Diffractions with low frequency appear 
beneath the topographic low, suggesting that a 
deep trough was formed by several high angle 
faults. Sediments more than 1500 m thick fill 
the central part of the trough. A lens-shaped 
sedimentary body with strong internal reflectors 
is laid on the top of the trough. Between the 
trough and the ridge up-banding sediments is 
seen and it continues under the foot of the 
eastern flank of the ridge. To the east of the 
rough, well-laminated sediments with the 
maximum thickness of 1500 m is laid above the 
basement. Within the sediments, dipping 
reflectors are observed between flat reflectors 
above and below. 
  The formation of ridge accompanied crustal 
pull-up that was affected mainly to the west of 
the ridge. Depth difference of the oceanic crust 
across the SFZ is observed on the seismic 
profiles. The oceanic crust to the east of the 
ridge is laid 400 m lower than that to the west. 
Thi value is greater than that predicted from age 
difference of 6 My. This may indicate that the 
trough was formed prior to the ridge forming 
process. 
  Existence of trough with high angle faults 
may be the result of a combination of strike-slip
 —  38  —
motion with extension (transtension). However 
up-bending sediment and recent thrust mean 
transpressional tectonics at present. 
  Gravity models along the MCS lines suggests 
that the ridge is made of low density rock and 
thinned crust below it. The low density implies 
that the ridge was formed by serpentinite 
intrusion. 
  It is concluded that the SFZ comprises a 
crustal ridge and trough which together are more 
than 35 km wide. The ridge and trough were 
formed by transtension associated with strike-
slip movement along the SFZ. We believe that 
transition time from transtension to 
transpression along the SFZ was 6 Ma when the 
Scotia Plate began to move westward relative to 
the Phoenix Plate.
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20   Relative Importance of Subduction and Gondwana 
    Break-up during L. Jurassic-E. Cenozoic times 
     in the northern Antarctic Peninsula Region 
             Moon Young Choe & Chul Woo Rhee
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              P.O.Box 29,  Seoul  425-600, Korea
    Unlike the most continental margin of the 
Antarcitica, the northern Antarctic Peninsula 
region (NAPR) has been a subducting margin 
before Gondwana break-up which caused a 
series of rifting and seafloor spreading along the 
circum-Antarctica since ca. 200 Ma. Although 
the NAPR has been directly influenced by the 
subduction rather than the break-up, the western 
part of the NAPR show few remnants 
representative of trench, accretionary prism, arc 
and related forearc deposits. In fact, insufficient 
exposures in the region make it difficult to figure 
out paleogeography of the NAPR, which is one 
of the most debatable problem in  the  Antarctic 
evolution. The space problem such as the 
overlap and gap between the component blocks 
(e.g. the Antarctic Peninsula and the southern tip 
of the S. America) can be settled down through 
the understanding of the location and nature of 
arc (magmatic/island), subduction-related 
sedimentary basins. 
     South Shetland Islands was part of a 
magmatic arc, which is supported by the 
stratigraphical and structural relationships of the 
volcanic and sedimentary successions in 
Livingston Island that are similar to those of the 
Antarctic Peninsula. Relative locations of the 
SSI to the proto-Pacific Plate  seduction zone 
suggest that sedimentary sequences in the SSI 
represent subduction-related deposits such as 
accretionary prism or forearc basin fills. 
According to recent studies on forearc basin fill
in t rms of box modelling and sequence 
stratigraphy, tectonic regime in the forearc 
re ion play a significant role in the formation of 
fore rc  basinDfill. Rare remnants of subduction-
related record in the SSI appear to require 
another explanation for the sedimentary 
sequence in Livingston Island, especially for 
rela io ships among accretion, forearc basin 
formation and tectonic regime in the magmatic 
arc. In this respect, we try to examine 
implications of the Byers Group for the basin 
evolution in this region. 
     The Byers Group is exposed in western 
Livingston Island, Antartica and consists of a 
mudstone dominated sequence more than 1 km 
thick with two formations of coarse 
volcaniclastic material. The mudstone correlates 
with Upper Jurassic organic-rich mudstone units 
h oughout the proto-South Atlantic region. The 
coarse materials marks major pulses of 
volcaniclastic material input into the basin, 
indicative of the presence of nearby active 
magmatic arc. These are representative of the 
transition from sedimeatation in anoxic basin to 
volcaniclastic deposition according to the 
development of marginal fore-arc basin.
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2t 東南極ルン ドボークスヘ ッタ産董青石グラニュライ トの高温
高圧下での相平衡実験
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Phase　 Relations　of　 a　 Cordierite　 Granulite
　　 fromRundvagshetta,EastAntarctica
　　　　　　　　　　　　　at　 High　 Pressures.
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第33次 南極 地域観測(夏 期沿 岸地質調査)に よって 、ル ン ドボー クスヘ ッタ露岩地域 におい
て発 見 した董 青石 を含 む グラニュライ ト(試 料番号92011102A:RVH18SA;全 岩組成 は下の表 に与
えてあ る)の 高温高圧 力 下での 無水溶融実験 か ら非常 にシ リカに富む メル ト(下 表)を 生 じた.
Bulk　 Compositions　 and　 CIPW　 norms　 of　 sapPhirine-cordierite　g a ulite　 (92011102A)　 from
Rundvagshetta,　East　 Antarctica,　 and　 the　 chemical　 compositions　 of　 melts　 generated　 at
1050°C　 and　 pressures　 g　and　 10　 kbar.
Chemical　 Compositions　 of　 glassesb
Bulk　 Composition
　 　 　 of
92011102A


















































































































aTotal　 Fe　 as　 Fe
203;　 XRF　 analysis　 was　 made　 by　 H.Ishizuka.
bCoexisting　 with　 Opx+Bt+Rt+Spr+Spl　in　 AgPd capsules
.




22 ブ ラ イ ポ ー グ ニ ー パ の ミ グ マ タ イ ト
志 村俊昭(新 潟大 ・自然)・ 土 屋範芳(東 北大 ・工)・
　　　　　　　　　　　　　　　 G.LFraser(Australian　 Natl.　Univ.)
Migmatites　 from　 BreidvSgnipa,　East　 Antarctica
Toshiaki　 S血lura(N顧ga血Univ.),　 Noriyoshi　 Tsuchiya(Toho㎞Univ.)
and　G.L.　Fraser(Austre血anNad.Univ.)
は じめ に
LiltZow-Hd㎞ 湾Breidv㎏gnipa北 東部には、　Grt-Btを ほぼ普遍的に含む片麻岩が広 く分布 してい
る(lshlkawa　 et　al.,　1977)　 .こ の岩石は蛋 白部 と優黒部が不均質に産 し、ミグマタイ ト状 を呈
する.こ のミグマタイ トについて、特に優 白質部の産状に注 目して分類を試みた.
分 類 と産 状
優 白質部は、
typeI:優 黒質部と互層状 を成 し主 としてSchleren状 に産するもの、
typell:1の 構造を不規則に切断する優 白質パッチや脈か らなる非常 に粗粒な岩石、
typeM　 :　1　・　llを切断するS・-C面に沿 って産するもの、
の3つ に区分できる.　TYpeIは 、鉱物組み合わせにおいて これ と互層する優黒質部 と有意の差は
認められない.　TYpellは 、　typeIの 構造 を切ってプール状に見 られる ことが多い.　TypeIと の境
界は野外では不明瞭である.ま たブーダンネックや小規模な岩脈をなす事がある.こ のタイプの
優白部にはKfsが 多く含 まれ、また苦鉄質鉱物 としてOpxを 伴うことが多 く、最大4㎝ の 自形の
Opxが 見 いだされた.TypeInはS・-C面 に沿う岩脈として産する.SK)構 造の勇断センスは上盤が
北へ向か う勇断を示 している.こ の岩石 にはOpxは 含まれず、　Grt-Btを 特徴的に含んでいる.貫
入母岩 との境界付近では多量のザクロ石 を含む反応縁が形成されて いる.
考察
TYpeIはtypenに 比べ比較的細粒で、Grtな ど構成鉱物の累帯構造は均質化が進んでいる.構
成鉱物の組成 においても優黒質部 との差は小さい.こ のタイプはmetamorphicsegregationに よ
るものであると考えられる.
TYpeIlの 粗粒な岩相では、構成鉱物 に組成累帯構造が残っている ことがある.　Opxは
XMg-.42～.45の 逆累帯構造、PlもAn=29～33の 逆累帯構造 を示す.優 白部は1」L元素に富んでお
り、　in-situで の部分溶融反応、たとえば
Bt十Qtz　→　Opx十melt
によって、変成作用のピーク時 に形成されたものと考え られる.　Se㎎upta　 et　al.(1990)に よる
Opx-Bt温 度計を用いた場合、790～88σCが 求められた,ま た温度低下時のback-reactionに よっ
てQpx周 囲にBt-Qtzか らなるシンプレクタイ トが形成 されていることもある.
TYpe　IllはtypeI・IIと の切断関係や貫入母岩 との境界の反応縁な どから、比較的後期 に貫入 して
きたマグマであると考えられる.こ の岩石はASI=1.02～1.11の ややパーアル ミナスな組成 を示 し、
87Sr/86Sr(現 在値)=O.712861～0.715744で あった.こ れは地殻 のよ り深部か らのSタ イプマ
グマで、地殻 の勇断変形時にsyn-tectonicに 貫入 したものであろうと思われる.
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23 プリンス ・オラフ海岸産泥質片麻岩中のAl,Sio,鉱 物(紅 柱石,藍 晶
石,珪 線石)の 産状について
廣井美邦(千 葉大学理学部)
On　 the　mode　 of　occurrence　 of　A12SiO5　 minerals　 (andalusite,　 kyanite,　 and　 siU㎞anite)
in　pelitic　 gneisses　 from　 the　Prince　 Olav　 Coast,　 East　 Antarctica
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Yoshikuni　 Hiroi　 (Chiba　 University)
プリンス ・オラフ海岸か らリュツォ ・ホ
ルム湾岸にかけての地域に分布するリュツォ ・
ホルム岩体は,約5億 年前に角閃岩相高温
部ない しグラニュ ライ ト相の広域変成作用
を受 けた,東 南極"盾 状地"で は最 も若い
造山帯である.そ の泥質変成岩に は,珪 線
石が安定なAI,SiOs鉱 物 として広範 に形成
されてい る.し か し,多 くの場合,珪 線石
に加 えて藍晶石 も出現す る.ま た,藍 晶石
に比べるとずっとまれではあるが,紅 柱石
も出現する.
藍晶石 は,一 般に,ザ クロ石 や斜 長石中
に包有 された半自形一他 形の残晶 として出
現 し,昇 温変成時 の温度 ・圧力径路につい
ての貴重 な情報源 となっている.し か し,
プリンス ・オラフ海岸東部の日の 出岬に分
布する泥 質岩の一部には,細 粒の 自形一半
自形結晶 としてマ トリックスに多量に出現
する.こ れは何 を示しているのであろうか?
一方,紅 柱石はプ リンス ・オ ラフ海岸 の
い くつかの露岩の岩石試料から,後 退変成
作用の産物 として見いだ されてきた.紅 柱
石に密接 に伴われ る鉱物 は,白 雲母 である
ことが多 いが,緑 泥石である場合 もある.
この場合 には,既 存の董青石 を部 分的に置
換 してい る.い ずれの場合も,後 退変成時
に,紅 柱石の安定領域で加水反応 が進ん だ
ことを示 している.と ころが,リ ュツォ ・
ホルム岩 体に対比 されるスリランカのハ イ
ラン ド岩 体(た だ し,主 として,か つてサ
ウスウエスターン ・グル ープと呼 ばれてい
た部分)で は,後 退変成 時に,次 の反応 に
よ って董青石 を部分的 に置換 する紅柱石
十 シデライ ト(マ グネサイ ト)十 石英の組
合せが形成 されるなど,加 二酸化 炭素反応
が広 く起 こったことが明らかにされている.
董青石十CO2=紅 柱 石十 シデライ ト(マ
グネサイ ト)十 石英
リュツォ ・ホルム岩体で は加二酸化炭素 反
応 は進まなかったのであろうか?
以上のような問題意識 をもって,特 にプ
リンス ・オ ラ フ海 岸 の 泥質 片麻 岩 で の
Al,Sio,鉱 物の産状について再検討 した.
その結果,最 初の問題 に対 しては,次 の
ように解釈できることが分 かった.す なわ
ち,藍 晶石がマ トリックスに出現 する岩石
も,一 度 は珪線石 十カリ長石の組合せが安
定な条件 に達 しているが,そ の後,著 しく
破砕 され,比 較的低温条件下で再結晶 して
お り,高 度変成岩体が十分に冷却 した後 で
形成 された,一 種の破砕帯の構成岩である.
後退変成時の加二酸化炭素反応 に関 して
は,次 の通 りである.董 青石 を部 分的に置
換 した紅柱石十シデライ ト十石英 の組合せ
は今の ところ見い だされ ないが,黒 雲母 を
部分的に置換 した白雲母十 シデライ ト(マ
グネサイ ト)十 ル チルの組合せや,イ ル メ
ナイ トを置換 した シデライ ト十ルチルの組
合せは普通 に見 らる.し たがってリュツォ ・
ホルム岩体でも,下 記のよ うな加二酸化炭
素反応が起 こったことが確認 された.
黒雲母十CO2=シ デライ ト(マ グネサ イ
ト)十 白雲母十ルチル
イルメナイ ト十CO2・=シ デライ ト十ルチル
茎青石を置換 した紅柱石が見 られないの は,
董青石の出現範囲がプリンス ・オ ラフ海 岸
海岸の東端部(新 南岩 と竜宮岬)に 限定 さ
れているためであろう.
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24 PRELIMINARY MEASUREMENT OF  NEODIMIUM ODEL AGES FOR ROCKS FROM  LUTZOW-HOLM BAY AREA, EAST ANTARCTICA 
Masaru YOSHIDA (Osaka City University), Hiroo KAGAMI (Institute for 
the Study of Earth's Interior)  & Unnirishnan-Warrier (Present address: 
Karumady Warriam, Ambalapuddha, Allapay, Kerala, India) 
3kMii* 7 71'*)11-L,AgV0) ;7* )114.1t0D-HRZigt 
 (Ai.;  MAA*), ift (fflijOik WOF - ) 
Unnikrishnan-Warrier, C.  (4  :/  V.  6r  7  7  it')
Neodymium and samarium isotopes were analysed for seven rocks samples mostly of 
acid to mafic metaigneous rocks collected from the Lutzow-Holm Bay area. Their 
model ages  (TDM) range from 1300 to 2840 Ma (Table 1). Two rocks with old ages 
have relatively low  14  7SM/I44Nd ratios and are considered to be reliable. Two 
other rocks having young ages have  conisiderablly high  147^m/  I44Nd  rains and are 
more or less unreliable. 
Table 1. Nd-Sm isotope analyses of rocks from  Lutzow-Holm Bay area
Sample No. (lithology 
   and locality)

















(metabasite, 7.76 29.9 
 Skallen) 
(garnet dioritic 1.43 9.38 
 gneiss, Skallen) 
(hornblende char- 9.69 50.8 
nockite, Skallevikhalsen) 
(garnet gneiss, 5.15 21.1 
0-1 point,  Ongul Strait) 
(noritic charnock- 7.69 35.7 
 ite, Utholmen) 
 (charnockitic 7.91 46.4 
band,  Fleyndya  Isl.) 
(granitic gneiss, 10.2 41.7 

























These data may be explained in various ways. We may suggest that there were 
some igneous activities during the late Archaean to early Paleoproterozic, and 
during Mesoproterozoic. Because most of the analysed samples are metaigneous 
rocks, we may preliminarily suggest that at least some part of the area is 
composed of the early Paleoproterozoic or older crust, where the igneous 
activity took place. 
One  whole-rock/garnet  Lwo points reference ishochron obtained from a hornblende 
dioritic gneiss from Skallevikhalsen gives a 548 Ma age. This is preliminarily 
considered to reflect a metamorphic events when the garnet crystallized at the 
boundary zone between a garnet metabasite (Y69020613) and a dioritic gneiss 
layers. It is worth noting that this garnet crystallization is a later event 
than the symplectic growth of hypersthene and plagioclase surrounding garnet in 
the metabasite.
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25   Significance of the  770Ma granites 
       in the Rayner Complex
  K.  Shiraishil, D.J. Ellis2, C.M. Fanning3, Y. Hiroi4  , H. Kagami5 
                   & Y.  Motoyoshil 
 1 National Institute of Polar Research 
    2 Department of Geology, Australian National University 
3 Research School of Earth Sciences, Australian National University 
4 Department of Earth Sciences, Faculty of Science, Chiba University 
 5 Institute for Study of the Earth's Interior, Okayama University
  The Rayner Complex was recognised 
to be a well-characterised  —1000 Ma 
metamorphic terrain overprinted by 
—500 Ma greenschist metamorphism 
(Black et al., 1987) or igneous activity 
(Grew, 1978). Part of the Rayner 
Complex adjacent to the Napier 
Complex represents reworked Napier 
Complex (Sheraton et al., 1980, 1987).
   We have been re-examining the 
metamorphic and protolith ages of the 
Rayner Complex using SHRIMP U-Pb 
zircon ages in combination with Sm-Nd, 
Rb-Sr whole-rock and minerals isochron 
ages. In summary, we have reached a 
conclusion that the high-grade meta-
morphism in the Rayner Complex 
occurred at —500 Ma in the coastal region 
adjacent to the  Ltitzow-Holm Complex 
and —900-1000 Ma in the inland region. 
Thus it is probable that part of the area 
formerly considered to represent the 
western margin of the Proterozoic 
Rayner Complex is in fact of Cambrian 
age and represents an eastward 
continuation of the  Liitzow-Holm 
Complex (Shiraishi et al., 1995).
  It is noteworthy that there is another 
grouping of U-Pb zircon ages at —780-800 
Ma for the Mt. Vechernyaya paragneiss 
and orthogneiss samples. The para-
gneiss records evidence for an earlier 
Paleoproterozoic source, followed by 
zircon growth during metamorphism at
about 780 Ma, although the main gneiss 
formation event for this sample as 
characterised by new zircon growth of a 
metamorphic nature occurred at 522 Ma. 
In contrast, the orthogneiss samples 
shows no older ages than —800Ma, which 
are in a good agreement with the 
paragneiss sample. Therefore we 
consider that the —780-800 Ma ages 
suggest the emplacement age of the 
orthogneiss protolith. 
   These ages are contemporary with 
the igneous activity in the Nye 
Mountains (Black et  a/.,1987). Moreover, 
there are abundant  —770 Ma granites, 
pegmatites and gneisses in Enderby Land 
and Kemp Land. A distribution map 
shows a number of sites of —770Ma rocks 
ven from adjacent Sri Lanka. Some of 
them are not confirmed, for example the 
ages for granites from the Napier 
Complex are lower intercept ages and 
aution is often required in the 
i terpretation, as Black et al. (1986) 
clearly stated.
   In conclusion, the —770 Ma 
metamorphosed/deformed plutonic 
ocks might be used for the identification 
of the reworking at —500Ma, analogous 
to the role of  the  —1200Ma Amundsen 
dykes in the Rayner Complex. Thus the 
Neoproterozoic plutonism may give a 
new clue of the tectonic evolution of 
Enderby Land.
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26 EMPIRICAL TESTS FOR CARBON ISOTOPE THERMOMETRY 
  EXAMPLES FROM MARBLES OF THE KERALA KHONDALITE BELT, 
  SOUTHERN INDIA AND LUTZOW-HOLM BAY, EAST ANTARCTICA. 
              M. Satish-Kumar, H. Wada*, M. Santosh** and M. Yoshida 
          Dept. of Geoscience, Osaka City University, Osaka-558, Japan 
        * Institute of Geoscience, Shizuoka University, Ohya, Shizuoka-836, Japan 
       ** Centre for Earth Science Studies, Trivandrum, India
     Accurate determination of peak 
metamorphic pressure temperature conditions is 
essential in any studies regarding metamorphic 
petrogenesis. Often the cation exchange 
thermometers fail to preserve the peak 
metamorphic conditions due to retrograde 
cation exchange during cooling and exhumation 
of the terrain. In this regard, isotope 
thermometers are considered to be giving more 
reliable results. Recent studies have shown that 
the most suited mineral pairs for isotope 
thermomerty is that with one mineral having 
high abundance with faster diffusion rate and 
the other mineral with low abundance and slow 
diffusion rate (e. g., Eiler et al., 1993). Hence 
the calcite-graphite carbon isotope thermometry 
have been recently widely applied to 
amphibolite and granulite facies marbles. 
Eventhough the calcite-graphite mineral pair is 
an ideal one for thermometric studies, there is 
lack of general consensis over its calibration, 
mainly due to the difficulty in experimental 
studies on graphite. Most reliable calibrations 
are those empirically calibrated with other 
cation exchange thermometries. In this study 
we have applied calcite-graphite thermometry 
to granulite facies marbles from the Kerala 
Khondalite Belt, Southern India and  Ltitzow 
 Holm Bay, East Antarctica and compared the 
results with the cation exchange thermometries 
of adjacent lithologies.
     The marbles of the present study are one 
ba d each from the Kerala Khondalite Belt, 
Sout ern India and Lutzow-Holm Bay, East 
Antarctica, both being integral parts of the 
Circum East Antarctic Mobile Belt. The Kerala 
Khondalite Belt, comprises mostly of 
metasedimentary  sequences of which garnet 
biotite gneiss (Leptynites), garnet-sillimanite-
graphite gneiss (Khondalites) and 
orthopyroxene bearing granulites 
(Charnockites). Minor  intercalations include 
mafic granulties, quartzites,  calc-silicates and 
marbles. A regional Pan African 
metamorphism with a peak metamorphic 
co dition of about 700±50°C and 5±1 kbar and 
a post peak isothermal decompressional uplift 
pa h have been assaigned to the terrain by 
vareous earlier workers. The marble band of 
the present study is interlayered with 
metapelitic gneisses and charnockites in the 
north eastern part of this terrain. Coarse to 
medium grained calcite-graphite equilibrium 
assemblages from different localites were 
analysed for carbon isotopes. The 
fractionations of coexisting calcite-graphite 
pairs were used in estimating the metamorphic 
temperatures using different available 
calibrations and the results are presented in 
 Table-1. Fig. 1 shows that inspite of the 
variation of carbon isotope values in different 
samples, the fractionations fall in the same trend 
indicating complete equilibrium.
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     The marble band from Skallen area of 
Lutzow  Holm Bay occur as interlayered band 
within metapelites. Comprehensive field and 
petrological aspects of the area is presented in 
Yoshida (1978). A regional granulite-facies 
metamorphic  P-T conditions of around  760-
830°C and 7-8 kbars have been recorded in the 
area (Motoyoshi et  al., 1989). 
 Table  I. Carbon isotone thermometry oi
     Our present study on the carbon isotopes 
of calcite-graphite pairs in marbles from this 
locality yielded peak metamorphic 
temperatures, which aided in comparison with 
the existing cation exchange thermometries.
Carb isot p  th ometry f  marbles  from Southern  India, 
          using  different existing calibrations
estimated
 Temperature (°C)
Locality Sample No  A  Cal-Gr  W  &  S CMCG  S  &  H  D  &  V  D  &  V*
Uchankulam S
SK21-2aC 3.35 714 785 917 714 702
SK21-2aD 3.32 716 790 929 717 704
Agathiyarpatti
 SK20-3bA 2.98 747 853 1142 747 733
 SK20-3bB 3.51 700 759 865 701 701
Agathiyarpatti
 SK20-1aA 2.46 800 972 798 782
 SK20-1aB 3.37 712 782 910 713 701
Agathiyarpatti
 SK20-5  Cl 3.74 682 724 807 684 684
 SK20-5C2 3.67 687 734 823 689 689
Kottavilappatti
SK7-6J 3.46 704 767 880 705705
SK7-6K 3.49 702 761 871 703 703
Average with 716±34  793  ±72 905±98  717±33 710±27
Note: Abbreviations are  W&S-Wada and Suzuki (1983); CMCG-Chacko et al. (1991); 
S&H-Scheele and Hoefs (1992); D&V-Dunn and Valley (1992);  D&V*-Dunn and 
Valley (1992) corrected after Kitchen and Valley (1995).
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Fig. 1  813C calcite versus  613C  graphite 
relation of marbles from the Kerala 
 Khondalite Belt, Southern India. The 
isothermal lines were drawn with respect to 
the Dunn and Valley (1992) calibration for 
calcite graphite carbon isotope 
 fractionation. 
The orthopyroxene bearing assemblages 
adjacent to the marble horizons were used to 
constrain the peak metamorphic conditions. 
THERMOCALC computer program was used 
in the KCMAS system for charnockite 
assemblages and the results for the Kerala 
Khondalite Belt rocks show an equilibrium P-
T condition of about 690±40°C and  5±1.2 kbars 
for a water activity of 0.2. This estimate is 
consistent with our results on carbon isotope 
thermometry especially with the calibration of 
Dunn and Valley (1992) corrected after Kitchen 
and Valley (in press). The results on a marble 
horizon from Lutzow-Holm Bay also gave 
similar results when compared with the existing 
cation exchange thermometries. Hence our 
results indicate that carbon isotope exchange 
thermometry is the most reliable method in 
deducing the peak metamorphic temperature in 
high grade marbles.
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27 CRUSTAL GENESIS AND 
AND ITS COMPARISON
EVOLUTION IN THE EASTERN GHATS,  INDIA 
WITH EAST ANTARCTICA: A GEOCHEMICAL 
 APPROACH
                             M. VENKATA RAO 
Department of Geosciences, Osaka  City  University, Sumiyoshi, Sugimoto.  3-home 3-138,  558, Osaka, Japan.
Abstract
  The high-grade terrains of the Eastern Ghats 
in India and East Antarctica are  believed to have 
juxtaposed during geologic past and therfore, 
possibly experienced similar  tectono-thernial 
events. Two episodes of basic magmatism at c. 
2.6 Ga and  c. 1.0 Ga were recognised for the 
Eastern Ghats in comparison with the three 
 distinct episodes of basic  magmatism at 2.4. 1.8 
and  L4-1.2 Ga for the East Antarctic shield 
during Proterozoic. The protoliths of the  rnafic 
granulites in the Eastern Ghats were extracted 
from the mantle (continental growth) at  2.85-
2.64 Ga and emplaced syntectonic  to Fl event  (c. 
2.6 Ga) (accretion) in the pre-existing continental 
crust with thick cover composed of  (meta) 
shallow shelf-type lithologies of c. 3.1 Ga. 
Chemically, the early Proterozoic  meta-tholeiites 
from the Eastern Ghats and the  East Antarctica 
are of typical continental quartz to olivine 
normative tholeiites and incompatible-element 
ratios for the rocks, such as P/Ce, Ti/Zr, Ti/Nb 
and Rh/Sr. differ from those of younger  (meta) 
dolerites, The above mentioned differences in 
chemical composition for the early Proterozoic 
and middle Proterozoic rocks has been attributed 
to differences in mantle source  composition. 
Felsic orthogeneisses in the  Vestfold Block are 
depleted in Y and have moderate to higher  Sr, 
Ce/Y and  Ti/Y values, consistent with melting of 
subducted hydrated oceanic  crust. The 
occurrences of sapphirine and quartz 
assemblages, and osumilite in metapelites, from
the high-grade terrains of the Eastern  Ghats 
 (osumilite not yet reported in the Eastern Chats) 
and the East Antarctica, has been attributed to 
unusual chemical composition of the metapelites 
and exceptionally high  temperatures of 
metamorphism. The reported higher temperatures 
 (?_ 1000 'C) from Napier Complex and the 
East rn Ghats has been explained due to 
distrubance of Archaean geotherm in the high-
grade terrains. The unusual mineral low- and 
high-temperature mineral assemblages in the 
N pier complex has been attributed to prolonged 
IBC (c.500 Ma) and unsual uplift. Opinions 
differ in the case of Raynar Complex that they 
were reworked Archaean high-grade portions and 
or initial  cnist formation and metamorphism took 
place in Proterozoic. There is a greater possiblity 
for reworking and resetting of  radiometric clocks 
(including zircons) of Archaean granulites during 
various episodes of granulite metamorphism as 
the  radiometric date is largely depend on closure 
temperatures. Crustal metamorphic trajectories in 
parts of the Eastern Ghats show mainly IBC 
followed by one or two decompression events 
 and mostly ACW paths and recent reports show 
rare phenomenon in poly metamorphic terrains of 
shallow prograde path. In constrast, Napier 
complex document IBC whilest the Raynar 
complex show decompression. 
  These ancient terrains likely to preserve certain 
inherent geochemical signatures, for instance 
REE  in metapelites. In addition,  geochemical 
(Mg, Fe, Mn, Ni, Cr, etc.) and isotopic 
 (87Sr/86Sr,  8180 and  513C) signatures of
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carbonate lithologies from the Eastern Ghats are 
different from those of sedimentary carbonates 
from greenstone terrains. The above isotopic 
signatures suggest ancient shelf environment for 
the Eastern Ghats rather than intracratonal non-
marine settings. 
  The major elemental oxides in khondalites 
show continent marginal  elastic sediment 
characteristics, Ni and Cr contents in the 
khondalites are lower than that of corresponding 
sedimentary rocks from adjoining greenstone 
terrains in  India. Mafic granulites from the 
Eastern  Ghats also exhibit subduction zone 
geochemical component (SZC). LREE enriched 
asthanosphere existance is known under 
subduction zones of Archaean. Further, the 
occurrence layered complexes (e.g., Khondapalle 
Layered Complex in the Eastern  Ghats) may 
support that the high-grade terrains formed in 
active continental marginal geotectonic settings. 
The available  geochemical and isotopic signatures 
corroborate continental  convergence and the 
sediments were probably deposited in shelf-type 
(tnio-geoclinal) environment late caught up 
between approaching continents of the Indian 
plate and Antarctic plate, with collision 
occurrence during Proterozoic period. The low-
velocity crust and mantle, discordant structural 
trends, metamorphic pressures and ubiquitous 
metamorphosed shelf-type lithologies in the high-
grade terrains are in support with the geochemical 
evidences to confirm the continent-continent 
collosion due to subduction of Indian plate 
beneath Antarctica plate and ultimate 
consumption of oceanic lithosphere between 
approching continents. The high-grade 
metamorphic terrains of the Eastern Ghats are 
entirely different from those formed simply due 
to deep crustal metamorphism of greenstone 
 terrains. The continental  cry§t  (IngtandlilItiltS)
from the high-grade terrains of the Eastern Ghats 
have different geochemical and isotopic 
compositions from normal Archeaen  counter part 
owing to their palaeo-tectonic settings. 
  Nappe structures and subduction zone slab 
melting features in orthogeisses in Antarctica and 
compressional and extentional regimes noticed 
from Fl and F2 folds along with the above noted 
geochemical features suggest continental 
convergence geotectonic setting for the high-
grade terrains of East Antarctica and India.
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28 ス リラ ンカ中央部 クルネーガラ地域 に分布 するワ二一 ・コンプ
レクスの構造発達
谷 保孝 ・吉田 勝(大 阪市立大学理学部地球学教室)
Structural　 evolution　 of　the　 Wanni　 Complex　 around　 Kurunegala　 in
central　 Sri　Lanka.
Y.　TANI　 and　 M.　YOSHIDA　 (Osaka　 City　University)
1.は じめ に
スリランカは,原 生代から中生代中期までの間,
南極大陸 とリュッツホルム湾付近 で接合 していた
と考 え られ てお り(例 えば,　Funaki　 et　al.　1989.
Yoshlda　 et　al.　1992)　 ,　その 熱構造発達史 は昭和
基地か らエ ンダービー ・ラ ン ド地域に分 布する地
質体の発達史 と深い関係 がある.
スリランカの先 カンプリア代 岩類 は主 にSm-Nd
model　 age　 (以下モデル年代 とする)に 基 づいて
区分 されてい る.そ れは主 にグラニュラ イ ト相の
表成岩類 や チャル ノカイ ト着 類か ら成 り,2.0～
3.4Gaの モデル年代 を示 すハイラン ド・コンプレ
クス(HC)と 主 に角閃岩相の正片麻岩類や花圃岩
類 から構成 され,モ デル年 代が1.0～t8Gaの ヴィ
ジャヤン ・コンプレクス(VC)及 びグラニュライ
ト相か ら角閃岩相の正片麻岩類や表成岩類 から成
り,1.3～2.OGaの モデ ル年代 を示すワ二一 ・コン
プレクス(WC)で ある.こ れらの岩 体間 の関 係
は,HC及 びVCに 関 しては従来よ り前者 が後者に
衝上 している という解釈が一般に受け入 れられて
いる.し か しながら,HCとWC間 の関係 について
は,幾 つかの可能性 が提案 されているものの依然
と して明確 な見解は得 られ てお らず,ス リランカ
の先 カ ンプリア代研 究の大 きな問題 として取 り残
されている(COORAY.1994).
最近,　WCはHCに 対 して異地性岩 体である可能
性が指摘 され るよ うに なった(例 えば,　Yoshida
&　Vitanage　 1992,　Tani　1994　and　Kroner　 et　a1.
1994な ど)が,構 造地質学的検討は詳 しく議論 さ
れてお らずその運動像 は不明瞭であった.
今回,我 々はWC中 に位置 する クル ネーガラ市








D1時 相:本 地域の片麻 岩に顕著 に発 達す る結
状構造,そ れ に平行 なフォ リエー ション及び結 状
構造に平行な軸面 を持つイ ン トラフォリアルな等
斜摺曲 が形成 された.こ れ らの構 造要素 は,結 状
構造に垂直な方向の圧縮 によって形成 されたと考
えられ る.こ の圧縮 は線状 構造形成後ま で続 き,
最終的 に結状構造 を切る露 頭オーダーの 共役勇 断
帯 を形成 している.
D2時 相:東 一蛮性 の軸 を有 する露頭 オー ダー
の非対称摺出 が結状構造 を摺曲 して形成 された.
これらの小摺 曲の非対称性 か ら判断できるセンス
は,上 盤側 が南方向 へのセ ンスを示すもの と,逆
に北方 向センスを示 すもの とが混 在する.こ の よ
うに同一軸方 向性 を有 し互 いに逆 センス を示 す よ
うな小摺曲は,そ れ らの軸 と同一 の方向性 を持 つ
大槽曲 の寄生摺曲 と して しば しば認められる構造
である(例 えば,本 地域でのD4摺 出).上 述 の様
な特徴 を持つ小摺曲 の形成 を説明 する為 に,本 地
域 にお いて大槽曲(お そらく等斜摺曲)の 存在 を
仮定す る.こ れら一連の摺 曲構造 は,南 一北性 の
圧縮によって形成 されたと考 えられる.
D3時 相:S-Cフ ァブ リック,非 対称ポ ーフィ
ロ ・ブラス トなどの非対称構造 ・組織が形成 され
た.こ れ らの構造 ・組織の非対称性 から推定で き
る本地域に分 布する片麻岩類の運動方向 は,多 少
のば らつきを見せつつも,上 盤側 が南へ移動 す る
センス を示 している.こ れ らの非対称構 造 ・組織
は,　WCが 南方向,す なわちHC上 に衝上するよ う
な構造運動が生 じた結果形成 され たもの である と
考えられる.
D4時 相:一 般 に鉛 直な軸面 と南 一北性軌 跡 を
持 つ地質図オーダーの大福 曲及び それに伴 う露 頭
オーダーの寄生摺曲が形成 された.こ れは東一 蛮
性の圧 縮によって形成 されたもの である.黒 雲 母
から成 る軸面フォリエーションが良 く発達する.
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また,そ の軸面に沿 って花嵐岩質脈の貫入や,勇 断
帯が形成されてい ることがある.ク ルネーガラ地域
に しばしば認め られるインシピエン ト・チャルノカ
イ トは,こ の時相期の大槽曲の軸 面と平行 な面構 造
を示すことがあ り,大 槽曲の軸面 に沿 った勇断帯 に
形成 されたのであろ う.一 方,こ の摺曲作用に先 行
して小規模 なペグマタイ トあるいは花嵐岩質脈 が貫
入 している.
D5時 相:上 述の大福曲構造の軸 を曲げ る東一西
桂 の開いた大槽曲構造およびその寄生摺曲が形成 さ
れた.ま れに黒雲母か ら成る軸面 フォリエーション
が認 められる.
D6時 相:局 所的な勇断帯の形成.
3.変 形 作用 と変成 作用 との関 係
D1時 相 に形成 された結 状構造 と平行な フォ リエ
ーションを構成 する鉱物は,中 性 ～塩基性正片麻岩
類 では一般に斜方輝 石士単斜輝石十 角閃石十黒雲 母
十斜長石であり,ま たチャルノカ イ ト質 ・エンダ ー
バイ ト質片 麻岩 では斜 方輝石士単斜 輝石 十黒 雲母
十斜長石十石英で ある.一 方,し ばしば斜方輝石→
石英十黒雲母とい う鉱物変化が認 められ,そ のよ う
な反応で形成 され た黒雲母は一般 に結状構造に平 行
な方向性 を有 している.以 上のこ とから、本岩体 に
おいてDl時 相早期 に高度な条 件下(グ ラニ ュライ
ト相)で 輝石 を含 むフォリエーシ ョンを形成 し,そ
の後線状構造に垂直 な圧縮が継続 している間に,よ
り後退的条件(角 閃岩相?)に 至 った可能性が考 え
られる.
D1時 相以後認 め られる変成鉱物 は,主 として黒
雲母であることか ら推定 して,変 成度は角閃岩相 以
上 には達 していないと考えられる.
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Fig.1.　 Geologic　 outline　 of　 Sri　 Lanka.
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29 リュツォ・ホルム湾西岸地域の古地磁気
船 木 實(極 地 研)　、　P　Wasilewski(NASA)、 石川 尚人(京 大、 総合人間学部)
A　 Paleomagnetic　stUdy　 of　the　 West　 Coast　 region　 in　Liltow　 ・Holm　 Bay
　 　 　 M.　 Funaki　 (NIPR),　 P.　Wasilewski　 (NASA),　 N.　Ishikawa　 (Kyoto　 Univ.)
1.は じめ に
リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 西 岸 地 域 の
Innhovde、 　Vesthovde、 　Austhovdeそ れ に
Paddaか ら採 集 した 岩 石 に つ いて 古 地 磁
気 学 的 研 究 を行 っ た 。 これ らの試 料 は
JARE25　 (夏 隊)でlnnhovde、 　Vesthovde及
びAusthovdeか ら、 ま たJARE35　 (越 冬)
でAusthovde及 びPaddaか ら採 集 した もの
で あ る 。 試 料 採 集 は エ ン ジ ン ドリル で
行 い 、 方 位 は磁 気 コ ンパ ス を 用 い た 。
調 査 地 域 に分 布 す る主 な岩 石 は
Shiraishi　and　Yosida　 (1987)に よ る と次 の






biotite　gneiss,　hornblende　 gneiss.試 料 採 集
は 花 圃 岩 質 岩 石 を採 集 す る よ う に試 み
た が 、 地 域 に よ って は それ 以 外 の 岩 石
も 採 集 した。 採 集試 料 数 はInnhovdeの
38地 域 か ら252試 料 、　Vesthovdeの12地 域
か ら124試 料 、　 Austhovdeの6地 域 か ら










料か ら安定なNRM成 分は得 られず、
あまり変化 しない試料のみが安定成分
を示 した。また、交流消磁で得 られる
安定なNRM成 分 と熱消磁で得 られる
もの とは、ほとん ど同 じであった。消
磁実験で安定なNRM成 分を持つ地域
を選 定 し、　Innhovde:39地 域、
Vesthovde:12地 域、　Austhovde:6地 域 の 岩
石 に付 いてNRMの 方 向 を調べ た。
Paddaの 岩石 は何れ も安定 なNRMを 持
たなか った。
これ らの 安定 なNRMを 持 つ地域 の
すべての試 料 を10mTで 消磁 し、NRM
の方向 を調 べた。そ の結 果 、NRM強
度が50%以 上変化す る試 料 では、水平
或は現在 の地球磁場方 向 に磁化 す るも
のが 多 く、消磁 して もその傾 向は変わ
らなか った。 これ に対 し50%以 下のN
RM強 度 変化 を示す試料 で は、消磁前
ば らば らの磁化方位 も、10mTの 交流消
磁 で水平 か ら逆帯磁 の磁 化 とな り、一
定の領域 に集 まった(TabIe　 1)。
3.結 果
各地域 か ら得 られ たNRMの 平均値
はTabie　 1に 示 され るよ うに、αg5が10eよ
り小 さ く　(Innhovdeのpegmatiteを 除
く)非 常 に良 いまとま りを示 した。 い
ずれのNRMの 方 向も逆 帯磁 で、今 ま
で に報告 された昭和基地 や
SkarvsnessのNRMの 傾 向 と一致 して
い る。 また計算 され るVGP(磁 極)
の位置 は現 在の南半球 のア フ リカ大陸
上 に分布す る(Fig.1)。 昭和基地 や
SkarvsnessのVGPも この位置 に分布
す るこ とか ら、 リュツ ォ・ホ ルム湾地域
は 同時代(ca500ma)に 冷却 し、磁 化 を
獲得 した後、地域間 の相対運動 はな
か った と考 え られ る。
Smith　and　Hallam　 (1970)【こよ るゴ ン
ドワナ の極 移動 曲線(Thompson　 and
CIark,1982)と リュッ ォ ・ホルム湾地域
のVGPは 極 めて近 い位置 に くる(Fig.
1)。 この ことは南極 大陸 に関 してSmith
and　Hallam　 (1970)の ゴン ドワナモ デル
が古地 磁気学 的に正 しい ことを示 して
いる。
一53一
Table 1. Paleomagnetic results of Lutzow-Holm Bay area
No. Location Rock site sample demag I D K pLat pLon




I  39 34716 3.4  2.4°S 24.8°E
2 pegmatite 1 6 0  18 26
10
 44 350
I  48 35016 17.3 9.6°S 28.5°S
3 Vesthovde granite, gneiss12 54 0
10
 50 343
I  56 347
 11  6.3
I  21 4.3 16.5°S 26.1°E
4 Austhovde granite, gneiss6 12 0  136 7.3
10
 .1  64 338 
I  64 33668 5.3 26.9°S 19.3°E




5 80 10 59 337
6 Skarvsness granitic rock  5 27 10 49 333 24 5.4 11.2°S 16.0°E
Fig. 1 VGP positions of  Liitzow-Holm Bay area
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30 Nature of Granitic 
      Peninsulas,
Magmatism 
King George
in the Barton and Weaver 
Island, Antarctica
Jong  1k  Lee', Hyeoncheol  Kiml, Jeong  Hwangl, Cheon Yun  Kangl, 
           Mi Jung Lee2 and Keisuke Nagao3
      1 Polar Research Center
, Korea Ocean Research & Development Institute, Ansan 
                      P.O. Box 29, Seoul, 425-600, Korea 
 2  Department of Earth Sciences
, Seoul National University,  151-742, Seoul, Korea 
3 Institute for Study of the Earth's Interior
, Okayama University, Misasa, Tottori-ken  682-01, Japan
     The petrological and geochemical 
characteristics of Eocene granitic pluton 
distributed in the Barton and Weaver 
peninsulas, King George Island are reported, in 
order to understand the nature of granitic 
magmatism in South Shetland Islands. The 
lithostratigraphy of the Barton and Weaver 
peninsulas consists of tuff breccia, andesitic 
tuff, intrusive andesite, basaltic andesite, and 
granitic pluton with ascending order (Fig.1). 
The granitic pluton, formerly described by 
many researcher as "quartz diorite", is mainly 
composed of granodiorite with small volume of 
gabbro, diorite, and aplitic dikes. Two K-Ar 
biotite ages of granodiorite were obtained as 
41.9±0.9 Ma and 41.2±0.9 Ma, respectively. 
Gabbro and diorite are only distributed below 
 30m level of the present surface, indicating that 
the pluton was emplaced as a vertically zoned 
pluton. 
     The overall geochemical features of the 
pluton correspond to those of calc-alkaline, 
volcanic-arc granites. Although the variation 
diagrams of major and trace elements show 
good differentiation trends, the compositional 
gaps are recognized among subunits. In the 
chondrite-normalized REE diagrams, 
 (La/Yb)CN ratios continuously increase from 
gabbro to granodiorite, suggesting that the
major geochemical behavior of REE was 
governed by simple fractionation. 
     The intermittent compositional variation 
is co sidered to be a result of fractional 
crystallization operated dynamically in a magma 
chamber at emplacement level. A possible 
source material of the granitic magma, inferred 
from the geochemical properties of the pluton, is 
consi ered to have been a hydrous gabbro or an 
amphibolite formed by underplating of basaltic 
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Fig. 1. Geological Map of the Barton and Weaver peninsulas,King George Island
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31 極 域 にお け る地 震観 測 シス テ ム の技術 的問 題
一イ ベ ン ト ・トリガ ー方 式 によ る遠 地地 震 の 収録 一


























ガ ー 方 式 で 収 録 す る 場 合 の 問 題 点 を
1987-1989年 度(JARE-28,29,30)に 実施 さ
れた無線テレメータ観測資料 を用いて検討する。
解析資 料
JARE-28,29,30で は、無線テ レメー タによ
り昭和基地、ラングホブデ、とっつき岬での3
点観測が 、行われた　(Akamatsu　 et　al.,　1989,
1990)。 換振器は1秒 速度型3成 分で あり、昭
Technical　 Prob)ems　 of　Seismic　 Observation　 System　 in　A　 Polar　 Area
　 -　Acquisition　 of　Teleseisms　 with　 the　 Event　 Triggering　 Method　 -
　　 　　 　 　　 　 Junpei　AKAMATSU　 (DPRI,　Kyoto　University)　and
　　 　　　 　　　 　　　 Masaki　KANAO　 (Nat'l　Inst.　Pol.　Res.)
和 基地 の上下 動成分 を3つ の周 波数 帯域 に分 割
し、 各帯域 のSTA/LTAを 監視 す るイ ベ ン ト ・
トリガー方 式で地震判定 ・収録 が行われて いる。
ここで は、記 録 され た遠地 地震 の検知 能 と周 波
数 成分 を調べ た。
検 知 能
。 グ ロー 無 線 テ レ メー タ 観 測が 開始 され た 直 後 の 、
1987年5月30日 ～8月31日 に記録 された遠 地
地 震138個 をPDE,　 NEICに よ り同 定 した 。震
央 位置 、マ グニチ ュー ド(M)、 深 さ分布 を 図
1～3に 示 し 、　JARE　 DATA　 REPORTS
このよ うな研 究 では 、NO.200(Kanao,1994)の再読 み 取 りデ ー タ と
比 較 した(表1)。 これ らの図表 か ら、北 半 球
高 緯度地 域 を含 めM4.5程 度 以 上の地 震は ほ ぼ
もれな く検 知 してお り、熟 練者 の可視 記録読 み
取 りと同程度 も しくはそれ 以上 に検知 して い る
こ とが判 る。 この ことは、ブ リザ ー ドに よ る短
周 期 の ノイ ズや 長周期 の脈 動 の影 響下 で も、 周
波 数帯域 を分割 す る ことによ り、イ ベ ン ト ・ ト
リガー方 式で初 動か ら記録 可能 で ある ことを 示
して いる。
周 波 数 成 分
テ レメー タ 観測 によ り、87年6月 ～88年9
月 に リュツ ォ ・ホルム 湾地域 で発 生 した9個 の
地震(87年6月 ～88年9月 、M3.0～-0.8)が
記録 され た(Akamatsu　 et　al.,　1990)。 例 と し
て 、最 も遠 いRiiser-Larsen半 島 北東 はるか 沖
の地 震の速度 ス ペク トル を図4に 示す。P波 部
分 は7Hz、 　S波 部分 は4Hz付 近 に ピー クが あ
り、20Hz程 度 の高周 波成 分 まで卓越 す る。 変
動 帯 の 日本で は、震 央距離450kmも の微 小 地
震 が このよ うなス ペク トル 構造 で記録 され る こ
とはな い。 これ は 、 リソス フ ェアのQ構 造 の 特
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異 性　(high　 Q)を 反 映 し て い る(Aka－ 頻発す る氷霧を感知 しない値を選ぶ必要がある。
matsu,1990)が 、遠地地震の記録 も観測点近傍JARE-28,29,30で のテ レメー タ観測では構 造
の減衰の影響の少ないことが期待 される。 性地 震のみな らず数多 くの氷霧が30Hzま で
遠地地震の解析では、波の極性やスペク トル の高周波帯域で得 られているので、その資料 の
な どの波形解析 を行うことを想定 して、S/N活 用 によ り遠地地震観測のための最適値が求 め
比の良好 なMb≧5.3の 遠地地震14個 を解析 られると期待される。一方、イベント・トリガー
した。ただ し、比較のために例外 として、ア ブ 方式では、深発地震のように種々の波群が孤 立
リカ南方のM4.6(△=18°)の 地震も含めた。 して伝搬 して くる場合には、後続波群 を取 り逃
図5～7にP(PKP)、 　S波 部分のスペク トル がす恐れがある。後続波群 の周波数成分をも考
密度の例を示す(細 ・中 ・太線は直前のノイズ、
P、　S波 部 分)。 図では換振 器の周波数特 性
(1Hz以 下では12　db/octで 減 衰)を 補正 し
てお らず、1Hz以 下の形状には注意を要す る。
図4の アフリカ南方の地震は、Mと △が小さい
ため1Hz以 上の高周波成分が多い。Mの 大 き
さにより若干変化するが、△=30° ～90° のP
は概ね1Hz以 下にピークを示し、3Hzで はピー
クの1/10～1/100に 減衰する。 これに対 し、




長周期の地震観測ではマン トル と核のQの 違 い








































図1.テ レ メ ー タ観 測 で 記 録 さ え た 地 震
の 震 央 分 布(5/30-8/31,1997).
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図2.記 録 され た地震の震 央距離























図4.リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム湾地域 の地震 のスペ ク トル
(R謁50㎞,M3.0).細 ・中 ・太線}埴 前 のノイズ、P,
























　　 　 　　 　 　　 　LOG　 FREQ
図5.SouthofAfri(;a(Aug.3,1987,△-18°,
Mb=4.6).
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　 Geophysical　 Application　 of　Satellite　 Altimetry　 in　The　 Antarctic　 Ocean
FUKUDAY.　 (Beppu　 Geophy.　 Res.　 Lab.)　 ,　TERADAK.　(Faculty　 of　Science,　 KyotoUniv.)
　 　 　 　 　 　 NOGI　 Y.　and　 SHIBUYA　 K.　 (National　 Institute　 of　Polar　 Research)
1985年3月 に米海軍 によって打ち上 げ ら
れてGEOSAT衛 星 のアルテ ィメー タ ・デ ー
タは,海 洋 の重 力場 の研究 に多大な成果 を
もた らした.特 に,南 極海 に於 いては,当
初 機 密扱 い とされて いたGM　 (Geodetic
Mission)の デ ータ も比較 的早い段階 に解放
され,そ れ を利用 した重 力異 常図や,重 力
異常か ら推定 した海底地形 な ど,2次 的な
成果 も多 く発表 され ている.ま た,　1ggO年
代 に入る と,　GEOSATの 成功 を引き継 ぐか
たちで,　ERS-1,　 TOPEX/Poseidon,　 ERS-2
と,ア ルテ ィメータ搭 載衛 星が相次 いで打
ち上げ られてお り,こ れ らのデータ も,準
リアルタイム と言って 良いほどのス ピー ド
で,上 記 の成果 に取 り入れ られつつあ る.
このように,急 速 に多 くの成果 品が得 ら
れ るようになる と,そ れ らの適切で有 効な
利用 を計 るため には,そ れぞれ の特徴 や限
界 を知 ってお くことが重要 にな ってい る.
また,そ のた め検 証作 業 は,今 後,ア ル
テ ィメ一 夕 ・デ ータに含 まれ る情報 の,よ
り高度な利用 をはか る際の,重 要な指針 を
与えて くれ る もの と考 え られ る.
そ こで,本 研 究 では,ま ず 手始 め と し
て,南 極海 におけるアルテ ィメー タ ・デー
タ,あ る いはそれ に関連 した地球物理 学的
デー タの内,現 在,比 較 的容 易に入手 で き
るものを集 め,デ ー タ ・ソースや処理 方法
等 の整理,同 一 スケールで のマ ッピング,
船 上デー タとの比較等 を通 じ,そ れぞれ の
特 徴 を調べ る ことに した.使 用 したデー タ
の 内,代 表的 な ものは,次 の とお りで ある.
1.ア ル テ ィ メ ー タ ・デ ー タ
GEOSATGM　 (30°　 S以 南GDR)




2.重 力 異 常
　　 world_grav.img.5
　 　 (Sandwell　 et　aL,　Ver.　08　May　 1995)
osug1A重 力 ポ テ ン シ ャ ル係 数
3.デ ィ ジ タ ル 地 形 デ ー タ
TUG87(5'x5'DTM)
　 　 ETOPO5　 (5'x5'DTM)
TOPOBIN(1/40x1/20
　 　　 　 　 　 　 PredictedDTM)
4.そ の 他
船 上 重 力 デ ー タ,地 磁 気 デ ー タ 等
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33 南 極 ペ ネ ト レ ー タ ー 開 発 の 現 況 に つ い て
渋谷和雄・金尾政紀 ・神沼克伊(極 地研)、 藤村彰夫・早川雅彦・
水谷 仁(宇 宙研)、 山田功夫(名 大理)、 伊藤潔(京 大防災研)
　 　 Current　 Status　 on　 the　 Development　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 the　 Antarctic　 Penetrator
　　　　K.　SHIBUYA,　 M.　 KANAO,　 K.　KAMINUMA　 (NIPR),　 A.　FUJIMURA,　 M.　 HAYAKAWA,
H.　MIZUTANI　 (ISAS),　 1.　YAMADA　 (Nagoya　 Univ.)　 and　 K.　 ITO　 (DPRI,　 Kyoto　 Univ.)
南極 ペネ トレー ターの開発 は1990年 頃
か ら始め られてい る。シール計画においては
200km測 線 にわたって1kmお きに地震
計 を配置 し、反射 ・屈折実験を行 うことを想
定 しているが 、クレバス帯が あるためにヘ リ
コプターからの投下式地震計 を用いて測点 に
"あ き"が 生 じないように設置す ることが重
要である。南極ペネ トレー ターの開発 におい
て 、1994年 までにわかっていた ことをま
とめると以下 のようにな る。
1北 海道青山牧場での投下実験 によると、
1000mの 対地高度か ら投下 した時 、
約670Gの 衝撃があった 。南極氷床で
の衝撃加速度はそれ以上ではない。
2ホ バ リングモー ドのヘ リコプター(対 地
10ノ ッ トくらい)か らリリースする と、
対地高度を200mと ればペネ トレー タ
ーの着地(停 止)姿 勢 を鉛直 から±5'以
内におさめ ることができる。
3　 GPS　 differential　 positioningを 利
用すれば 、1分 間ホバ リングで水平方向
10mの 位置決定精度を確保で きる。
その後 、デー タ回収の基本 となる無線通信
器テス トを1995年3月13日 、前回 と同
じ北海道青 山牧場で実施 した 。使用 した通信
器 モジュールの基本仕様 を表1に まとめてお
く。事前準備 として2月18日 、宇宙研ゼロ
G棟 において通信器 モジュールを組み込んだ
南 極ペ ネ トレー ターの落下衝撃試験 を実施 し
た 。その結果 、通信器 モジュールは9900
Gの 衝撃に耐え ることが分か った 。青山牧場
で はヘ リコプター(AS350B)を 用 いて 、
対地50m(No.1)及 び100m(No.
2)の 高度か らフ ック切 り離 しにより、ペネ
トレー ターを雪中 に設置 した 。着地姿勢の鉛
直傾 き度 はNo.1が18° 、No.2が
10° であった 。(上 下動セ ンサーは今回組 み
込 まなか った 。実 際の南極実験では±15° 以
内の姿勢制御 が必 要である)。 アンテナ位置は
雪面下40-60cmで あ り、ホイ ップアンテ
ナ(全 長12.5cm)は 埋 まった ままであった 。
そして 、ヘ リコプター搭載のGPS受 信器(
SONYlPYXIS)に よ り現在時刻 と位置
をモメ リー記録 しつつ 、機上送信器か ら着地ペ
ネ トレー ター にデー タを送 り込み 、ペネ トレー
ター側 の送信器 によってそのデー タを折 り返 し
送信 し、機上で受信収録 するこ とでモ ジュー ル
機能 を確 かめ た。 通信距離 は着地姿勢が鉛直
でないこ ともあって、着地 点に対 して対称では
なか ったが 、ほぼ280-300mま で可能 だ






























1/2波 長 ホイ ップア ンテナ
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34航 空重力測定 の試験 ・計画
瀬 川爾 朗、小泉金一郎、倉本千恵子(東 大海洋研)
　　　　　　TEST　 ON　 THE　 AIRBORNE　 GRAVIMETRY
Jiro　 SEGAWA,Kin-ichiro　KOIZUMI,Chieko　KURAMOTO






測位が、GPSの 登場 によって解決 される見
込みの下に、1993年 と1994年 には、
移動体である船 のGPS干 渉測位の試験 と、
陸上での回転プラッ トフォームに乗せたア ン













双発のセスナ402で あ る。テス トフィール
ドは阪神、四国地域である。 この地域は阪神
大震災 に関連 して リアルタイムGPS通 信 ネ
ッ トワークが展開されているので、デファレ
ンシャルGPS測 位を航空機で行 うためには




の高 さは、GPSで も分か るが、その精度の
検証のため、気圧計 とレーダー高度計を搭載
する。 レーダー高度計の限界によって、飛行





(2)航 空機の高 さの変動 をどこまで知 るこ
とがで きるか。
(3)船 用 に設計 された ジャイロ安定化水平
台が航空機 にも適合す るか。
予定 としては、1回3時 間、延べ]5時 間の
試験 を阪神地域 で行 う予定であ り、将来の極
域での応用 にっいて検討をす る予定である。
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35 南極池水の融解及び凝 固過程における水相 と固相 との間の
ケイ酸塩の分配について
○河野康平、川野田実夫(大 分大 ・教育 ・化学)、 鳥居鉄也(日 本極地研究振興会)
Partition　 of　silicates　 between　 ice　and　 water　 in　pond　 water
　 　 　 in　Wright　 Valley,　 Victoria　 Land,　 Antarctica





















2.試 料 と測定方 法
試料 は、当研究室 に保存 されている試料のうち保存
状況が概 して良好で、一定以上の残量があるものを選
んだ。
試水 をMillpore　HA,　Pore　size　O.45μmで ろ過 して、可
溶性比色ケイ酸(c-Sio2)、 全可溶性比色ケイ酸(T-
Sio2)、 塩化物イオン、硫酸 イオン、ナ トリウムイオ
ンなどを測定 し、これを初期濃度 とした。
試水の凝固は試水 をテフロン製ビーカーに取 り、家
庭用冷蔵庫 ・　Mitsuubishi・MR-22N-Hを 使用 した。実験 を
行なった庫内の温度は一20℃ 程度であった。
固相 と液相 における成分の分配量の測定に際 しては、
液相 と固相が混在する試料を取 り出してそれぞれの重











で示 され、これをPと し、以下に結果を述べ る。




(2)T-SiO2のPの 値 とC1、SO4そ れぞれのPの 値との関
係は、凝固途上ではそれらに相関はみ られないが、溶
融過程では両者に正の相関がみられた。また、　GSio2の







Pは 近似 した値を示 し、凝固が進むに従いその値は増加
した。
一方、淡水の場合は、　T-Sio2のPの 値はすべての段階
でCl、　SO4、　Na、　KのPの 値 より低 く、凝固の進行に伴
うP値 の変化のパターンは、ほぼ50%の 凝固過程で極小
を示 した。
(4)ほ とんどの湖沼水は、凝固 ・融解を繰 り返すこと
によってC-Sio2の 濃度が減少 し、凝固 ・溶融によってC-
Sio2の 保存性が損なわれることが観察 された。






平 川 一 臣(北 大,地 球 環 境 科 学),P.パ ー ク マ ン,S.ヴ ァ ン ・ブ ル ー ム(オ ハ イ オ
州 立 大),M.プ レ ン テ イス(ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 大)
　　　 Holocene　 Environmental　 Variability　 in　the　 Victoria　 Land　 Coast
Kazuomi　 HIRAKAWA　 (Hokkaido　 Univ.),P.Berkman,　 S.v.Bloem(Ohio　 State　 Uni.)
　　　　　　　　　　　　 and　 M.　 Prentice(Univ.　 New　 Hampshire)
1994年11月 か ら1995年2月 にかけ て,全 米 科学 財 団(NSF)の プロ ジェ ク ト(S
-191:研 究代表者P.パ ー クマ ン)に 参加 した.調 査地域 は マクマ ー ドサ ウ ン ド付 近 から
テラノ ヴ ァ湾 にか けての ビク トリアラ ン ド海 岸地域 で あ る.こ こでは,完 新 世 にお ける隆起 汀線
お よび ロー カル氷 河の変動 に関 す る問題 点 お よび調 査 結果 の い くつ か を紹介 したい.
1.隆 起海 成堆 積物,お よび地形
① これ までの研 究か ら,ビ ク トリアラ ン ド沿岸 では完 新世 の隆起 を示 す海岸 段 丘の地形 が 連続 し
て記 録 され ているの は,テ ラノヴ ァ湾 地域 のlnexpressible　 島で あ るこ とが わ か ってい る.こ こ
では,10段 前後 の明瞭な 旧汀線 を ともな う隆 起海岸 段丘 地形 が 発達 し,最 高 位旧汀線 高 度(マ
リン リミッ ト)は31mで ある.ま た,そ の,離 水年 代 はお よそ6000y.BPで あ る.
② テ ラノ ヴ ァ湾か ら約300km内 陸の マ クマー ドサ ウ ン ド地 域 の沿 岸 にお いて も,外 洋 に面 す
る岬 で はマ リン リミ ッ トは20m前 後 を示 す.し か し,内 湾(Explorers　 Cove)で は明瞭 な汀線
の地形 が発達 しな いため詳細 は不 明であ った.　Explorers　 Coveで は,隆 起海 成 堆積物 は12m付
近 と4-5m付 近 にそれ ぞれデ ルタの地 形 と堆 積物 と して認 め られ る こ とが わか った.こ れ らを
それぞ れ上位 デル タ,下 位 デル タと呼ぶ.上 位 デル タ は下 位 デ ル タに比べ て著 しく分布 が限 られ
てい るだ けでな く,周 辺 に ケ トル地 形が 分布す る こ とか ら,当 時 はまだ次 に指 摘す る最終 氷期 の
ロス海 氷床 が残存 してい たと ころに海が侵 入 した と考 え られ る.
2.ロ ー カル氷河 の変動
ビク トリア ラン ド沿 岸地域 は最終 氷期 に は,ロ ス海 を埋 め た西 南極 氷床 に よ って,現 在 の海抜
300-500m付 近 まで覆 われ た ことが よ くわか ってい る.こ の氷 床 の消 滅 に続 いて,完 新世
に ロー カル氷河の変動 が あっ たか否 か,海 成堆 積物 や地 形発 達 との 関係 な どが問題 とな る.こ れ
まで は,完 新 世の ローカル氷 河 は現 在が最 大 であ る,と い う見解 が支 配 的で あ った.
①Explorers　 Coveの 南 の フ ィヨル ドで は,南 極 ソ トオ リ貝 を含 む下位 デ ル タに対比 され る海成 層
(海 抜高 度4m)を 覆 って ロー カル氷河　(double　 curtain　 Glacier)　 の テイル が分布 する.
②Explorers　 Coveで は上 位 デル タはn－ カル氷 河の ア ウ トウォッシ ュ地形,堆 積物 へ と上 流 に向
か って追跡 で きる.
③テ ラ ノヴ ァ湾地 域では,完 新世 の隆起海 岸段 丘地形 と接す るHells　 Gate氷 河 にお いて,一 連
の旧汀線 の 発達の過程 で,氷 河 が前 進 し,海 浜 の地形 営 力 を中断 して,氷 河 堆 積物 を残 した こと
が明 らか にな った,そ の時期 は隆起 速度 を考慮 すれ ば,3000-4000年 前 頃 と推定 され る.
以上 の よ うな事実 か ら,ビ ク トリア ラ ン ド沿 岸地域 のロ ー カル氷河 は小 さ な アイス キ ャブで も
大規模 な谷 氷河 で も完新世 にお いて変動 し,現 在 よ りもか な り拡 大 した ことが あっ たとい えよ う.
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37 テラ・ノヴァ湾地域における中期一後期更新世隆起汀線
平 川 一 臣(北 大,地 球 環 境 科 学),P.パ ー ク マ ン,S.ヴ ァ ン ・ブ ル ー ム(オ ハ イ オ
州 立 大),M.プ レ ン テ イス(ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 大)
Middle-Late　 Pleistocene　 Raised　 Beaches　 in　 the　 Terra　 Nova　 Bay　 Region
Kazuomi　 HIRAKAWA　 (Hokkaido　 Univ.).P.Berkman,　 S.v.Bloem(Ohio　 State　 Uni.)
　　　　　　　　　　　　 and　 M.　 Prentice(Univ.　 New　 Hampshire)
ビク トリア ラン ド沿岸 には,複 数 の 旧汀 線 を伴 う海 成段丘(あ るい は隆起 海 浜地形)が 分布 し,
いず れ も西南 極氷 床か らの解氷 に よ って完 新世 に発 達 した と考 え られて いる.旧 汀線高 度 はテ ラ
ノヴ ァ湾付 近で もっと も高 く,約30mで ある.こ の 地域 にお いて,従 来認 め られ たこ とのな い
それ ぞれ41mと37mの 旧汀線 高 度 を示 す海 成堆 積 物(い ずれ も,み ご とな 海浜 巨礫)を 発 見
したのでそ の概要 を紹 介 し,意 味 す ると ころを議論 した い.
①海抜41m汀 線:　Northern　 Foothills,　 　現 在 の海 食崖(高 さ25m)の 直 上.イ タ リア のテ
ラノヴ ァ基 地の南 方6.6Km.
ここで は,テ イル に覆わ れた急斜 面 を切 って海浜 の地 形 が発達 し,比 高4.5mほ どの明瞭 な ビ
ーチ リ ッジの微地 形 を認 定す る:と がで きる.堆 積 物 は よ く円磨 され た径20-50cmの 巨礫
で,一 見 して海 浜礫 と判 定 で きる.こ れ らの海 浜礫 は,酸 化 着色 が著 し くかっ タフォニ(蜂 の巣
風化)が ほ とん どの礫 にみ とめ られる.こ の よ うな風化 は完 新世 の隆起汀線 で は まった く観察 で
きな い.さ らに,海 浜礫 とと もに,氷 河 に よる角礫 が 混在 し,そ の うちの最 大 は3x5x3mで
あ る.こ れ らの海 浜礫,角 礫 の風化 の程度 を調 べ,次 の ように表 わ した:




















B(72%)+C(82%)+(C10%)で あ るの に対
Aな い しA,　 A風 化(20-30%)とB,　 B,　 Bな い しC,B(C),C風
この ような事実 か ら隆 起汀 線 は完新 世 に形 成さ れ たの で はな く,形 成後
に氷河 に覆 われ た と考 え られ る.
②海抜37m汀 線:　Northern　 Foothills,イ タ リアの テ ラ ノヴ ァ基 地の南 方4.6km.
ここでは,浅 い谷の谷 底に,海 抜27m付 近 と37m付 近 に2列 の旧汀線 の地形(礫 堤)が 発
達す る.こ こで も海成礫 とと もに角 礫が分 布す る.
海成 円礫の風 化 は,A--B,B,A-Bで あ り,あ き らかに41m汀 線海 浜礫 の風化 とは異 な る.
しか し,表 面 がザ ラザ ラに風化 して い た り,蜂 の巣 風化 がか な り見 られ るこ とか ら,完 新 世 の海
浜礫 と も異 なる.角 礫 はほ とんどがA,　 A,　 A　 風 化 であ る.
以上 の よ うな汀 線高度 と風化 の特徴 を示 す 旧汀線 の地形 と海浜礫 を どの よ うに編 年す る こ とが
可能 であ ろ うか?現 在の ところ,37m汀 線 は最 終 間氷期,41m汀 線 はさ らにその前 の間氷 期
の海 水準 を示 す と考 えて お きたい.そ うす れば,新 鮮 な角 礫 は最 終氷期 のテ イル,風 化 角礫 はそ
の前 の氷期 のテイル起 源 に位置 づ ける こ とが可 能 であ る.し か し,氷 河 に覆わ れた に もかか わ ら
ず,旧 汀線地形 はほ とん ど破壊 され ずに保 存 される で あろ うか?
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38   Glaciation of the marginal mountains of 
Eastern Antarctica: the case of the  Sor Rondane 
           Frank Pattyn and Hugo Decleir 
                  Department of Geography, Vrije Universiteit Brussel 
                            Pleinlaan 2, B-1050 Brussels, Belgium
                   e-mail: fpattyn@vub.ac.be, hdecleir@vnet3.vub.ac.be
   It has been long assumed that the East 
Antarctic Ice Sheet has been a stable feature on 
the surface of the earth since the middle-Miocene 
times. However, this view was challenged by 
the discovery of marine diatoms in outcrops of 
the Sirius Group along much of the 
Transantarctic Mountains. These deposits are 
taken to indicate that the East Antarctic Ice Sheet 
underwent dramatic deglaciation during Pliocene 
warm intervals.
   While most of the evidences in the  Sor 
Rondane point to a long time stable ice sheet 
emphasising cold and dry conditions, some 
evidences of a wet based ice sheet have also 
been found.
   Based on an improved two dimensional ice 
sheet model (Pattyn, 1995), which predicts the 
ice thickness distribution along a flow line in 
space and time as well as the two dimensional 
flow regime and temperature distribution in 
response to environmental conditions, basic 
experiments are presented which might be 
considered as constraints on any theory trying to 
explain the glaciation phenomena observed in 
the  Sor Rondane.
(Pattyn and Decleir, 1995) the analysis will 
all w a general discussion on the glaciological 
and climatological theories on the one hand and 
o served glacio-geological and morphological 
features on the other hand during Cenozoic 
times.
References
Pattyn, F. (1995): Numerical Modelling of a fast 
    flowing outlet glacier: experiments with 
    different basal conditions, Eismint 
    Conference, Chamonix, France, 1995. 
Pattyn, F. and Decleir, H. (1995): Subglacial 
    topography in the Central  Sor Rondane 
    Mountains, East Antarctica: configuration 
    and morphometric analysis of valley cross 
    profiles, Nankyoku  Shiryo (Antarctic 
    Record) 39 (1), 1-24.
   The experiments will be carried out along a 
few flow lines, typical for the outlet glaciers of 
the  Scar Rondane. Together with the data 
available from a recent compilation of the 
subglacial morphology in the  Sor Rondane
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39南 極大陸の大陸斜面下部一コンチネンタルライズ上部に
見 ら れ る 浸 食 地 形 の 解 釈
加 賀 美 英 雄(城 西 大 理)
Modeling　 of　the　 eresional　 topography　 observed　 at　the　 Antarctic　 continentaユ 　shelf-rise　 area,
旺ideo　 Kagami　 (Faculty　 of　Science,　 Josai　 University)
は じめに:筆 者は1994年 の南極地学シンポジ
ウムにおいて,　Wilkes　Land沖 の大陸縁辺部に
は,通 常よ り傾斜の急な上部コンチネンタル























形成され るための条件は,流 速を大 きくする
ことは不可能であるから,含 泥 ・砂率 を大 き











底層流によって堆積 した地層)と 考え られて
いる.
大 陸縁 辺の 浸食地形の モデル:南 極大 陸 の縁
辺域 には2っ の浸食地形 が見 られ る.1つ は
大 陸棚 内側 の浸食盆地 であ る.こ の成 因 につ
いて はten　 Brink　 &　Cooper(1992)はgro皿ded
iceに よ る繰 り返 し行 われ た削剥の結 果 であ る
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数の氷床major　extended　 iceが 存在 し,観 察
されたような浸食地形 を形成 したものと考え
られ る.






40リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 東 部 か ら 得 ら れ た
海 底 堆 積 物 コ ア のAMSに よ る14C年 代
五 十 嵐 厚 夫(東 北 大 ・理),沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大),土 屋 泰 孝(筑 波 大 下 田),
中 村 俊 夫(名 古 屋 大),福 地 光 男(極 地 研),森 脇 喜 一(極 地 研)
　　　　 Radiocarbon　 ages　 of　marine　 bottom　 sediments　 in　the　 eastern
　　　　　　　　　part　 of　LOtzow-Helm　 Bay,　 determined　 by　AMS　At
suo　 IGARASHI(Tbhoku　 Univ.),　Hideki　 NUMANAMI(Tbkyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),
　　　　　YasutakaTUCHIYA(Univ.　 of　Tsukuba),　 Toshio　 NAKAMURA(Nagoya　Un v.),
　　　　　　　　　 Mitsuo　 FUKUCHI(MPR),　 and　 Kiichi　MORlWAKl(NlPR)
南極大陸縁辺部における,後 期更新世～完新世 に
かけての,氷 床の拡大 ・縮小の時期 とその規模 につ
いては,縁 辺海域の海底 に残 されているmarine
sediments　-　gl　acio-marine　sedimentsの 時空分布を押 さ
えることで,そ の多 くの部分 を知ることができるで
あろ うが,そ の中で も特に重要 となる,堆 積物の年
代決定については,従 来の放射性炭素年代測定法で
は,貝 ・有孔虫などの炭酸 カルシウム殻の化石が全
く含 まれない,ま た含 まれていて も極めて少量 しか
得 られない堆積物のコァ試料 に関 しては,そ の測定
が不可能であ り,上 記課題 を解決する上での,大 き
な妨げ となっていた.
しか し,近 年,加 速器質量分析法(AMS法)に よ
る14C年 代測定が確立 したことにより,少 量の堆積




に含 まれる有孔虫,有 機物 を用いた14C年 代測定が
行なわれるようになって きた.
Ltitzow-Holm湾 東部沿岸域の氷床変動 については,
露岩上の隆起海成堆積物 に含 まれる貝,有 孔虫化石
のAMS法 による14C年 代 により,3-8kaと33-42ka
での氷床後退 と,　LGM前 後の氷床再拡大時に,湾 北
部の一部露岩が,氷 床の被覆 を免れたことが推定 さ
れたが(lgarashi　et　aL,　1995;　Igarashi　et　aL,　in　press),
8-33kaで の氷床の地理的な拡大の程度については,
大陸棚末端 まで をも覆い尽 くす ことはなか った可能
性が大 きい ものの,具 体的には,こ れ まで海底堆積
物で得 られた14C年 代値が,Haradaeta1.(1995)の1
点 と少ないこともあ り,ま だ明確ではない.
今回,同 湾東部においてJARE33とJARE22で 得 ら
れた,そ れぞれ9本,1本 の海底堆積物コアの計20
層準について(図,表 参照),含 まれる有機物の
14C年 代を,名 古屋大学のAMSを 用いて測定 した.
その結果,3本 のコァで上下関係が矛盾 した値が
得 られた ものの,そ れも含め,約12kaよ り若い値が
得 られ(表 参照),隆 起海成堆積物で得 られた33-
42kaを 示す ものはみられなか った.一 方,　Harada
eta1.(1995)で も,　Station　L-8の 西約4k皿 で得 られた
コアについて,最 下部で約14kaと いう値 を得ている.
以上,　Ltitzow-Holm湾 において,こ れまで年代が
得 られた海底堆積物は,　LGM以 降に堆積 した もの と
考えられ,　WilkesLand沿 岸でのDomack　 et　aL　(1989)
の結果 と類似 している.こ れら堆積物 コァの最下部
が,基 盤岩直上まで達 しているかどうかはわか らな
いので,　Ltitzow-Hol皿湾の海底 には,14kaを 示す堆
積物 より古い ものが存在 しない とは現時点では言 え
ないが,少 なくとも今回対象 としたコァの採取地の
多 くは,　LGM前 後に氷床に被覆されていた可能性が
高い.　LGM前 後での氷床の拡大 を,地 理的により明
確にするためには,基 盤岩 まで達するコァ試料 を,
沿岸か ら大陸棚縁辺にかけて採取する必要があろう.
さて,こ れまで得 られた値 を用いて細かい議論 を
行 なうにあたって,一 番問題になるのが,大 陸氷床
の融解 による海水 中の14C濃 度の希釈である(Omoto,






3000yrBPで ある,な どからして,少 なくとも3000
年前後は古い値である可能性が高い.し か し,
Domack　 et　al.　(1989)で は,表 層での3230士200yr　 BP
とい う実測値の他に,表 層での推定値で約5500yr
BPが 指摘 されてお り,ま たOmoto(1972)で は,氷 床
縁か ら80km沖 合の海水での値が,880±115yrBPで
あることから,地 域 による差 も考慮する必要があ り,
全ての試料に一定の修正値の適用は難 しい.ま して,




い くつか認められるが,こ れらは,試 料作成 中の コ
ンタミネーション,あ るいは堆積中のreworkに よる
もの とい うよりはむ しろ,後 氷期のclimatic　optimum
での,氷 床が大量に融解 した現象 を反映 している可
能性が高いのではないか.そ うであるか どうか明確
にするには,氷 床の融解の度合の変遷 を見積 もるこ
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注81-110901はJARE22で,その他 はJARE33に て採 取.緯 度,経 度は,　GPSに て測定.
+は,内 省 より上位 まで堆積物 が詰 ま り,表 層 か ら数十cmの 堆積物が 欠落 してい る こ と
を示 す.年 代値 は,δ13C補 正,バ ックグ ラウ ン ド補正 を行 なってい ない.
引 用 文 献
Domack,　 E.　W.,　 Jull,　A.　J.　T.,　Anderson,　 J.　B.,　Linick,　 T.　W.　 and　Williams,　C.　R.　 (1989):　 Application　 of　Tandem
　 　 　 Accelerator　 Mass-Spectrometer　 dating　 to　late　Pleistocene-Holocene　 sediments　 of　the　East　 Antarctic　 continental
shelf.Quat.Res.,31,277-287.
Harada,　 N.,　Handa,　 N.,　Fukuchi,　 M.　 and　lshiwatari,　 R.　(1995):　 Hydrocarbon　 record　 of　a　marine　 sediment　 core　from
　 　 　 　 L(itzow-Holm　 Bay,　 Antarctica.　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Biol.,　 8,　163-176.
Igarashi,　 A.,　Numanami,　 H.,　Tsuchiya,　 Y.,　Harada,　 N.,　Fukuchi,　 M.　 and　Saito,　 T.　(1995):　 Radi(xca　 bbon　ages　 of　molluscan
shell　fossils　in　raised　 beach　 dqpositS　 along　 the　east　coast　of　LUtZow-Holm　 Bay,　AntarCtica,　 de㎞1ined　 by
　 　 　 Acceleratr)rMass-Spectrometry.　Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Biol.,　 8,　 154-162.
Igarashi,　 A.,　Harada,　 N.　and　Moriwaki,　 K.　(in　press):　 Marine　 fossils　 of　30-40ka　 in　】面sed　 beach　 d叩osits,　and　late
　 　 　 Pleistocene　 glacial　 history　 around　 MtZow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica.　 Proc.　 】NIPR　 Symp.　 Antarct.　 Geosci.,　 8　.
Omoto,　 K.　(1972):　 A　preliminary　 repOrt　 on　modern　 carbon　 datings　 at　Syowa　 Station　 and　itS　neighbourhood,　East
　 　 　 　 Antarctica.　 NankyokU　 Shiry6　 (Antarct.　 Rec.),　 43,　 2024.
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4t オングル海峡の磁気異常
脇野 洋一(気 象庁地磁気観測所)、 野木 義史、船木 實(国 立極地研究所)
Magnetic　 Anomalies　 of　 Ongul　 Strait
Y.　 Wakino(Kakioka　Magnetic　 Obserbatory),　Y.Nogi,　 M.Funaki(NIPR)
1994年8月 、ll月 に オ ン グ ル 海 峡 に お い
て プ ロ ト ン磁 力 計 に よ る 全 磁 力 測 定 を 実
施 し た 。
測 量 メ ッ シ ュ は 緯 度0.5'(900m強)程 度
を 目安 と し て 、 東 西 方 向 に 測 線 を 走 らせ
て、 そ の 測 線 上 を 約200mお き に 測 量 を 行
っ た。 測 量 点 の 位 置 は　GPSを 使 用 して 決
定 し た。　 GPSの 器 差 に つ い て は、 昭 和 基
地 天 測 点(S69°OO'22"、E39°35'24")にお
い て 求 め、 補 正 を 行 っ た 。 図 に 示 さ れ た
点 が 測 量 点 で あ る。
測 量 に は プ ロ トン 磁 力 計2台 を 使 用 し、
1台 で 測 量 を 行 い(10秒 値、1～5分 間)、
他 方 で 定 点 連 続 計 測 を 行 っ た(毎 正 分 値、
昭 和 基 地 内)。 測 量 値 は 、 基 準 値(定 点
連 続 計 測 値 を 昭 和 基 地 地 磁 気 絶 対 観 測 点
に 引 き 直 し た もの)を 使 用 して 、 全 磁 力
異 常 を 求 め た 。
図 に オ ン グ ル 海 峡 で の 全 磁 力 異 常 を 示
す 。 実 線 は0以 上 の 正 の 値 を 、 波 線 は 負
の 値 を 示 して い る。 コ ン タ ー イ ン タ ー バ
ル は10nTで あ る。
全 体 的 に は 、 ほ ぼ 南 北 走 行 の 磁 気 異 常
が 見 ら れ る 。 これ は オ ン グ ル 島 お よ び そ
の 周 辺 の 陸 地 で 得 られ て い る、 南 北 走 行
の 磁 気 異 常 と 調 和 的 で あ る。
ま た 、S69°04',E39°38'付 近 に 顕 著 な 磁
気 異 常 が 見 られ る。 しか レなが ら、 島 に
近 く、 また オ ン グル 海 峡 の 海 底 地 形 は起
伏 に富 ん で お り、 その 影 響 を受 け て い る
可 能 性 が あ る。 本 講 演 で は、 地 質 や 海 底
地 形 の デ ー タを 含 め て、 オ ング ル海 峡 の
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オ ングル 海 峡 全 磁 力 異常 図
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42南 極沿 岸の地形 一レビュ ー と見直 し一
吉 田 栄 夫 ・戸 田真 夏(立 正 大 学)
　 　 Geomorphology　of　Antarctic　 Coastal　 Areas　 -Review　 and　 Proposal-
　 　 　 　 　 　 　 　Yoshio　 YOSHIDA　 and　Manatsu　 TODA　 (Rissho　 University)
1.は じめに
南極大降の露岩 は、内陸の山地 と沿岸 の
無氷地帯に展 開 し、地質や地形 について貴
重な資料 を提供 して きた。 しかし、大陸全
面積 の3%余 に過 ぎないので、少な くとも
露岩の地形 とそれに関連する諸現象 につい
ては、なおかな りの不明な点、意見 の分 か
れる点が残されている。これらについては、
演者の一人はすでにこれまで何度か資料 を
提示 し、い くつかの主張 を行 ってきた。 こ
れらに付 け加 えることので きる資料 は乏 し
いが、最近の研究動向を勘案 して若干の論
評 を試み、今後の国際的な研究協力の可能
性 を示唆 したい。なお、露岩地域は沿岸 の
主 として氷床縁辺 にあって、氷床の進出 ・
後退 と、部分 的に海面の相対的変動の影響
を受けた地域 と、海岸近 くから内陸にか け
てある山岳地域に分け られる。南極氷床 史










われ ていない。　DVDPの ボーリング資料 、
あるいはCl　ROSの ボーリング資料か らは、
細かい点は十分読み取れない。更新世の大
半の期間、氷床 は広 く(あ るいは少な くと
も現在 の現在 の露岩を覆って)拡 大 してい
た とす る考 え もあるが、南 極氷床 の拡 大 ・
縮 小 は北半球 氷床 の拡 大 ・縮小 に よる氷 河
性 海面 変動 に支 配 され た とす る考 えか らす
れ ば、100mオ ー ダーの海面 変動が繰 り返 さ
れ た更新 世 に おいて もそ の よ うな現象 が み
られるか否かが一つのポイ ントであ る。 マ ー
サ ーは南極横 断 山地 にみ られ る融氷河 堆 積
物 か ら、最終 間氷期 におけ る西南極氷床 の
大 きな変動 を示唆 したが、彼 の発 見 した こ
れ はシ リウス 層 と思 われ、 最近 の研 究 か ら
み て、否定 され よう。 しか し、南極半 島 の
高 い海岸段 丘 とされる地形 や、 テラノバ 湾
地域 で平川 の 示唆 した最終 間氷期 と考 え ら
れ る段丘 地形 は、 さ らに検 討 され るべ き課
題 で ある。
更新世 で 今 の ところ最 も確 か ら しい現 象
は、 最 近 のAMs法14C年 代 に よって確 定 さ
れた と思 われ る隆起海成堆 積 物の存在 で あ
る 。 リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 地 域 で は 、
Holoceneの 年 代 のほ か初 め て2万 年～3万 年
もし くは これ以上古 い14C年 代が貝化石 や有
孔 虫化 石 か ら得 られた。 そ の後 、 ロス島 や
ベ ス トフ ォー ル ヒルズ の隆 起海成堆積 物 か
ら2万 年～3万 年代 を示す化 石 が得 られ た。
前者 の形成 に 関す る解釈 に はやや難点 が あ
るが、そ の点 は別 と して、 これ らは後 に よ
り古 い年代 の 更新 世、あ る いは鮮新世 に遡
る もの とされ た。 しか し、 リュ ツオ ・ホ ル
ム湾 か らの最 近 の結 果(今 の ところ、か つ
てその場 で生 息 していた状 態 で堆積物 中 に
産 出す る貝化石 が103年 代 と3万 年～4万 年代
の ものに画然 と分 かれる:森 脇 ほか,1995)
をみ る と、他 地域 の14C年 代 の再検 討 の必 要
性 が指摘 され よう。 しか しなが ら、 その解
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河 ・周氷河地形 と併せて課題 は、1)氷 床
後退 との関係 で、前項 と関連 して氷床の後
退量、時期、 隆起の原因 と様式、2)更 新
世末期か ら完新世全体 を通 じて地形や堆積
物から気候変動 とそれに関連する諸現象が、
どのように読み取れるかである。
前項の古 い年代 を示す貝化石 を含む堆積
物の分布 は、風化が進んだ露岩地域に限 ら
れるようにみ えるが、ここで もなお薄い氷




4.南 極 氷床 の氷河作 用
南極 氷床 の氷河 作用 につ いて も,解 明 す
べ き点 は多 い 。その一つ は、露岩 にみ られ
る温暖(ぬ れ底)氷 床 によ る もの と考 え ら
れる侵食 地形 であ る。現在 の氷床 の縁辺 部
は、寒 冷氷床 であ るようにみ える。鮮新 世
に温暖 で あっ た氷床 は、更新 世 に入 り寒 冷
化 した との考 えがあ るが、 前述 のぬれ底 氷
床 による侵食 は、いつ頃の ものであろうか。
これに関連 して注 目され るの は、 スカル ブ
スネス地 域 にあ るOsen　Glacial　Bedと 名付 け
た堆積物 で あ る。 これはぬ れ底氷床 下 で堆
積 した ロッジ メ ン トテ ィル であ ると判断 さ
れ る。 これ まで 、鮮新世 ～ 更新 世初頭 と さ
れ るシ リウス 層以外 にかか る層相 を示す 堆
積 物 は知 られ ていない と思 われ る。時代 を
含 め、 この堆積物 の詳細な研究が望 まれ る。
以上 に関 し、 国 際的協 同研究 として実 施




The　 1　5th　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences
　　　　　 Abstracts　 for　Poster　 Presentation
Pl　 　 　 　 　 第36次地質隊の野外調査報告
一 ラ ン グ ボ ブ デ と リ ー セ ル ラ ル セ ン 山 を 中 心 に 一
川 野 良信(佐 賀 大 学 教 育 学 部)・ 有 田 正 志(広 島 大 学付 属 中 ・高 等 学 校)・
内 藤 一樹(地 質 調 査 所)
　　 　 　 　 　 Report　 of　Geological　 Field　 Survey　 in　Langhovde
　 　 　 　 　 　 　 and　 Mt.　 Riiser・Larsen　 areas　 (JARE36)
Y.Kawano　 (Saga　Univ.),　M.Arita　 (Attached　 Junior　High　&　High　 Schools,　Hiroshima　 Univ.)
and　K.　Naito　(Geologcal　 Survey　 of　Japan)
第36次 地質隊 は1994年12月24日 か ら
1995年2月26日 までの期 間 中に昭和基
地周 辺 の7つ の地域 お よびエ ンダー ビ
ー ラン ドの リーセル ラルセ ン山 の地 質
調査 を実施 した.天 候悪化 の ため に若
干 の 日程 の変更 はあ った もの の当初予
定 していた地域 はすべ て調査 を行 うこ
とがで きた.今 回 はラ ングホ ブデ及 び
リー セル ラル セン山地域 の野外 調査 と
薄片 の鏡下観 察結果 を中心 に述べ る.
調査 は花 圃岩露出地域 を中心 に行 っ
た.ラ ングホ ブデ地域 の花 圃岩頚 は全
体 に片麻 状構造 を示すザ ク ロ石黒 雲母
片麻 状花 筒岩 であ るが,や や塊状 のザ
クロ石 の少 ない粗粒 岩相 と片麻状 の中
～粗粒 岩相 の二種類 か ら成 り,塊 状岩
相 は片麻 状岩相 を貫 い ている.こ の二
種 の岩相 は必 ず しも層 状 に分 かれ るの
で はな く,片 麻状岩相 が斑 に分布 す る
場合 が多 い.鏡 下観察 の結果,両 者 は
ザ ク ロ石 とジル コンの含有 量 に顕著 な
違 いが認 め られ,野 外観 察の結果 と考
え合 わせ る とメ ル トとレス タイ ト(一
部 は溶 けてい る と思 われる)の 違 いで
はない か と考 えられ る.
片麻 岩 に近い部分 の花 圃岩頚 には円
形 の暗色 包有物 が多 く認 め られ,不 定
形 の大 きな包有物 申 にはptygmaticな 摺
曲 を示 す部分 があ る.花 圃岩類 の帯磁
率 は1.0×10-6emu/9以 下,暗 色包有物 は
25×10-6emu/g前 後で ある.前 述 の二種
の花 嵐岩 頚 には帯磁率 の差 異 は認 め ら
れ ない.
エ ンダー ビー ラ ン ドの リー セル ラル
セ ン山では2月25日 と26日 の一泊二 日
の調査 を実施 した.調 査 地域 は リチ ャ
ー ドソ ン湖南 西域 ～ ア ダムス峡江 にわ
た る地域 で あった.
岩石 はザ クロ石 長石石 英岩 が卓越
し,輝 石 グラニ ュライ トを挟 む.全 体
にNS～N45Wの 走行 を持 ち,南 落 ちの
傾斜構 造 を示す.細 やか な摺 曲構 造 は
認 め られ ない.ま た,　NW～SE方 向の
幅数m～20m程 の ドレライ ト岩脈 が多
数認 め られた.鏡 下観 察 で は ドレライ
トは不均 質 で珪 長 質部 と苦鉄質部 が層
状 に存在 す る.斜 長 石,黒 雲母,輝 石
と不透 明鉱物 か ら構成 され る.ア ダム
ス峡江 に面す る地域 に直径10m程 の ブ
ロ ック状 の超塩 基性 岩(レ ルゾ ライ
ト?)が 見 いだ された.鏡 下観察 で は
カ ンラン石,輝 石,不 透 明鉱物 と極 わ
ずか の黒雲 母 か ら構二成 され る.
今 回の調査 で は各露 岩地域 におい
て,年 代学 的 ・同位 体岩 石学 的研 究 を
目的 として5～50mの 測線 に沿 って変
成岩 頚 の試料 を採取 した.リ ー セル ラ
ルセ ン山地域 におい ては輝 石 グラニュ
ライ トを採取 し,1～5m内 の同位体
比 の変化 を現在 研究 中であ る.シ ンポ
ジ ウムで は この結果 につ いて も報告す
る予定 で ある.
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P2 Reaction Textures in 
           Casey
Granulites from McIntyre 
Bay, Enderby Land
Island,
Yoichi Motoyoshi (National Institute of Polar Research)
  McIntyre Island is located next to Fyfe Hills 
in Casey Bay, Enderby Land (Fig. 1), and is 
underlain by granulites belonging to the Napier 
Complex. The basement rocks consist of well-
layered sequence of pelitic rocks and basic rocks 
with subordinate ultramafic rock and discordant 
pegmatites. Grew et  al. (1982) reported  -2500 
Ma zircon U-Pb dating and -1000 Ma whole rock 
U-Pb dating on pegmatite. From Fyfe Hills, 
Compston and Williams (1982) reported 3800 
Ma SHRIMP dating on zircon in orthogneiss. 
  Petrographical characteristics are summarized 
as follows. Mineral abbreviations are after Kretz 
(1983). 
(1) Pelitic gneisses 
  Spr + Qtz coexist in a single thin section, but 
they are separated from each other by Opx and 
Sil, or Spr is rimmed by Grt. Grt exsolution in 
Opx is one of the peculiar features. In Grt-Sil 
gneiss, sporadic occurrence of restite composed 
of Spr,  Spl, Opx,  Crn, etc. are observed. In the 
restites, Spl and  Crn are always included in Spr. 
(2) Basic granulites 
   Grt, Cpx, Opx, P1 and Qtz are present. As a 
retrograde product, Hbl + Qtz symplectite 
probably after Cpx is  observed.
(3) Ultramafic rock 
  This rock occurs as a dike and is composed 
of  01, Cpx, Opx and opaque minerals. 
(4) Pegmatite 
  Two types of pegmatites,  i.e. P1 + Qtz and 
Kfs + Qtz assemblages are present. Along the 
contact to pegmatites, the host rocks have been 
obviously bleached. 
(5) Pseudotachylite 
  Pseudotachylite accompanied by shear zone, 
and possibly related to pegmatite intrusion, have 
generated quenched crystals of Grt and Opx from 
melt.
  The textures mentioned above probably 
suggest sequence of reactions related to the P-T 
history, mainly the retrograde process. In view 
of the high  P-T  mineral  assemblages of Opx + Sil 
after Spr + Qtz,  Grt exsolution from Opx, 
formation of hydrous minerals due to pegmatite 
intrusion and occurrence of pseudotachylite, the 
basement rocks in  McIntyre Island preserved a 
prolonged time history for more than 2500 m.y. 
If the pseudotachylite have formed simulta-
neously with the pegmatite  (1000 Ma), it is 
susp cted that the Napier Complex have 
significantly cooled by this stage.
Fig. 1. Locality of McIntyre  Island. The boundary  between- the Napier and Rayner 
 Complexes is after Sheraton et  al. (1987).
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P3東 南極エンダービーラン ド,ナ ピア岩体産泥質グラニ ュライ トにおけ
る含 フ ッ素 黒 雲母 の超 高 温 部 分 溶 融
小山内康人(福 岡教育大)・ 大和田正明(山 口大)・ 白石和行(極 地研)　・B　J.　Hensen
(ニューサウスウェールズ大)・土屋範芳(東 北大)
　 Ultra-high　 temperature　 dehydration　 melting　 of　F-biotite　 in　pelitic　granulites
　 　 　 　　 from　 the　 Napier　 Compiex,　 Enderby　 Land,　 East　 Antarctica
　 　 Osanai,　 Y.　(Fukuoka　 Univ.　Educ.),　Owada,　 M.　(Yamaguchi　 Univ.),　 Shiraishi,　K.　(NIPR),
　 　 　 　 　 　 　 　 Hensen,　 BJ.　 (UNSW),　 and　Tsuchiya,　 N.　(Tohoku　 Univ.)
東南極エ ンダー ビーラン ドのナピア岩体には,原
生代 一始生代 の変成作用 によるグラニ ュライ ト相変
成岩類の広範 な分布が知 られている.こ れ らのグ ラ
ニュライ トは超高温変成 条件をしめす鉱物組み合わ
せで特徴づ け られ,泥 質岩では斜方輝石+ス ピネル
+石 英,サ フ ィリン+石 英 ±斜方輝石,斜 方輝石+
珪線石+石 英 などのほかに大隅石の出現 もみられる.
また,こ の泥 質グラニュライ トは最高変 成条件 が
1100Mpa,1000℃ に達する　(Harley　&　Hensen,　1ggO)
にもかかわ らず,マ グネシウムお よび フッ素に富 む
黒雲母を含むことも特徴である.
アムンゼ ン湾最南部に位置する トナー島は,ナ ピ




2つ のユニ ッ トに区分される.北 西側のユニ ット1
では衝上断層 に沿って,顕 著な高温マイロナイ ト帯
が発達す る.ユ ニ ット1は 主に珪長質および塩基 性
グラニュライ トか ら構成 され,泥 質あるいは超塩 基
性グラニュライ トの薄層が介在する.珪 長質および
超塩基性グラニュライ トは数センチか ら数メー トル
幅で互層状 に産す る場合があ り,泥 質 グラニュライ
トをブロック状に取 り込んでいる.一 方,南 東側の
ユニ ット2は 珪長質,塩 基性および少量の泥質グ ラ
ニュライ トか らなる,比 較的単調な岩相が分布する.
ユニ ット2のMgに 富む泥質グラニュライ トで は,斜
方輝石+ザ クロ石+サ フィリン+ス ピネル,ザ クロ石+
サ フィリン+ス ピネル+珪 線石,斜 方輝石+珪 線石+ザ
クロ石+大 隅石,斜 方輝石+珪 線石+董 青石等の鉱物共
生がみ られ,少 量の石英 も出現する.こ れ らが示 す
変成反応 はKFMAS系 の解析か ら,1000℃ 以上のほぼ
等温下で約800Mpaか ら圧力が上昇し,1100Mpa程 度
で等圧降温した反時計回 りのP-T経 路が考えられる.
ユニ ット1で も同様の変成過程が考え られるが,最
高圧力条件はユニ ット2に 比べて100～200Mpa低 い.
ユニ ット1中 の泥質グラニュライ トには,フ ッ素 に
著 しく富む初生的な黒雲母(XF=0.2～0.4)が 出現 し,
上記の高温条件を支持す る但ensen　&　Osanai,　1994)　.
含水鉱物の脱水分解反応 に伴 う,岩 石の部分溶 融
に関する研究は多い.泥 質変成岩では,一 般に黒雲







XF=0.3で は1025℃,XF=0.6で は1050℃ まで黒雲母
は安定に存在 し,ト ナー島の泥質グラニュライ トに
も黒雲母が安定に存在す ることが理解 される.一 方
実験結果か らは,上 記温度 より40～50℃ 低温で黒雲
母の分解が始 まり,メ ル トが出現する(部 分溶融 の
開始)こ とも分かる.こ の実験結果は,フ ッ素を含
まない系でのCarrington　&　Harley,　1995やXF=0.58の
Petersen　et　aL,　1990の 結果 とも調和的である.
ユニット1に 分布する,泥 質,珪 長質,お よび超
塩基性グラニュライ トは互いに密接 して産 し,組 織,
鉱物組み合わせ,化 学組成などか ら,そ れぞれ部 分
溶融過程での母岩,溶 融相,お よび残留相とみな さ
れる.溶 融年代 として,　Sm-Nd系 の全岩アイソク ロ
ン年代(Owadaeta1.,1995)や モデル年代の計算か ら,





P4 Stable Isotope 
in the Barton
Study on the Hydrothermal Alteration Zone 
Peninsula, King George Island, Antarctica
     Jeong Hwang, Jong  Ik Lee, Hyeoncheol Kim, Yeadong Kim 
Polar Research Center, Korea Ocean Research & Development Institute, Ansan 
              P.O. Box 29, Seoul 425-600, Korea
    Early Tertiary volcanic, volcanoclastic, 
and plutonic rocks associated with 
mineralization occur in the Barton Peninsula, 
King George Island, Antarctica. The volcanic 
rocks were intruded by small granitic pluton (1 
x 1 km), mainly consisting of fine- to medium-
grained granodiorite with small volume of 
gabbro, diorite, and aplitic dikes. Diorite and 
granodiorite contain a number of late-stage 
aplitic dikes which have many miarolitic 
cavities. K-Ar age determination indicates that 
the volcanic and plutonic rocks were formed in 
Eocene (42-52 Ma). In and around the granitic 
pluton, four hydrothermal alteration zones were 
recognized; prophylitic, phyllic, argillic, and 
advanced-argillic zones. Prophylitic alteration is 
the most widespread in the region. 
     Various types of mineralization are also 
recognized; 1) disseminated bornite and 
chalcopyrite in granitic pluton, 2) pyrite-
chalcopyrite-magnetite veinlet and disseminated 
pyrite in prophylitic zone, 3) sphalerite-galena 
bearing quartz vein in phyllic and argillic 
alteration zone, and 4) pyrite and native sulfur in 
advanced argillic zone. These traces of 
mineralization associated with Tertiary igneous 
activity are widespread along the northwestern 
margin of Antarctic Peninsula. In addition, the 
nature of igneous activity, mineralization, and 
tectonic environment is very similar to that of the 
porphry-type or the related metal mineralization 
in the Andean Cordilleran of South America.
    In this study, we descrive sulfur and 
oxygen isotopic compositions to identify the 
formation condition and possible sources of the 
mineralization. Sulfur isotopic composition 
obtained from seven pyrite samples in the 
hydrothermal alteration zone ranges from -4.0 to 
-9.6 per  mil, while that from two chalcopyrite 
samples in granodiorite is in the range from -0.6 
to 1.0 permil. The lower  8345 value of pyrite in 
hydrothermal alteration zone than that of 
chalcopyrite in granodiorite is probably due to 
the higher oxidational state of the hydrothermal 
fluid.  8180 from seven quartz samples in the 
granodiorite is from 2.2 to 5.1 permil, while that 
from nine feldspar samples is from -0.6 to 3.9 
permil.  A  18  0  F values represent 
nonequilibrium quartz-feldspar fractionation as 
the clear indicator of hydrothermal alteration.
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 P5   High-temperature metamorphic imprint from  calc-granulites of 
            Rayagada, Eastern Ghats, India 
R. K. Shaw and M. Arima (Geological Institute, Yokohama National University)
Rayagada  (19°10'N, 83°23'E), north-
central part of  Eastern Ghats Granulite 
Belt, India exposes a suites of  calc-
granulites in association with quartzites 
and metapelites. The area suffered three 
distinct deformation-folding episodes : 
F1 as intrafolial fold,  F2 as tight to 
isoclinal fold, and F3 as open fold. 
     Three distinct assemblages of 
these  calc-granulites can be grouped as 
Gr. I (grossular-rich garnet+cpx+wo+ 
scp+cal+pl+qtz+ttn+kfs), Gr. II (andra 
dite-rich garnet+cpx+cal+scp+ttn+qtz 
+kfs+pl) and Gr. III (cpx+scp+pl 
 +q  tz+  kf  s+ttn±-i  I  m±am  p+kfs)  , characte-
rised by their distinct major-element 
chemistry. Petrographic features suggest 
following several reaction relations 
among different phases in simplified 
CASV system: 
mei+wo+cal =  grs+qtz+CO,  (1), 
mei = an+cal  (2), 
 wo+CO, = cal+qtz  (3), 
mei+wo+cal =  grs+CO,  (4), 
mei+wo =  grs+qtz+CO2  (5), 
an +wo = grs+qtz  (6) 
and 
 cpxss+scp+wo =  gas  s-±-qtz+C --(7) 
in CFMASV system. In Gr. II 
 calc-granulites, higher proportion of
 andraditic garnet is suggestive of either 
of the two  reactions  : 
 hed+cal+02 =  adr+qtz+CO,  (8) 
 Or 
 CPXSS±SCP =  grtss+cal+qtz  (9) 
(FeTs) (and) 
     Among the three groups of calc-
granulites as mentioned above, Gr. I is 
particularly suitable for calculating peak 
 P-T-XCO2 condition. A maximum 
temperature of  -920° C has been 
obtained from the intersection of two 
vapor-absent reaction equilibria at a peak 
pressure of 9 kbar. Two different set of 
phase compositions have been used to 
draw the  T-XCO, section for Gr. I calc-
granulites, which indicate an isobaric 
cooling from  —920° C to  -815° C with a 
drop of  Xco2 from 0.50 to 0.25. Fluid 
composition in high temperature is 
consistent with internal fluid buffering 
rather than external influx and garnet 
corona in these calc-granulites formed in 
response to near-isobaric cooling. 
     Eastern Ghats calc-grannulites 
mostly record high-temperature isobaric 
cooling path, which is in contrast to the 
decompressional paths reported from 
several localities in  Fast  Antarctica,
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P6後 期新生代の東南極氷床変動像
森 脇 喜一(極 地研)
A皿asp㏄t　 to　the　Late　 Cenozoic　 glacial　 history　 of　East　 Antarctica
　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 K.Moriwaki:MPR
かつ て 「中新世 中期以 降、安定 して存 在
して きた」 と考 え られた東南極氷床 史 は、
南極横 断山地の氷成堆積 物(シ リウス層)
か らの 中新世 ～鮮 新世 の 海 楼微化 石 の発
見(Harwood,1983)、 ロス海西部 やプリッ
ッ湾 の大 陸棚 か ら回収 され た コ ア解 析(
Barrett　et　aL,　1991;　Hambrey　 e亡aL,1991)
に よって 、鮮 新世 まで は大 規模 な氷 床 変
動が あ った とみな され る ようにな った.
セ ール ・ロンダーネ山地で も、氷河 地形
や10Beお よび26Alに よる露 出年 代測 定
(Nishizumi　 et　al.,　1991;森 脇 ・平 川,
1992)の 結 果、 主要 な氷河 地形 の 形成 は
鮮新 世以 前 で そ の間 に顕著 な氷 床後 退 が
あ った こ と、更 新世 前 期 に規模 の大 きい
氷床 拡大 があ っ たが それ に よって形 成 さ
れた 氷河 地形 は貧 弱 であ る こと、以 後 の
氷床 は後 退傾 向 にあ るこ とが明 らか に さ
れた　(Moriwaki　 e亡a1.,1992).
また 、 北半 球 の最 終 氷 期(LGM)　 に は
海面 低下 に誘 発 され て、 南極 氷 床 は大 陸
棚 の 末 端 部 ま で 拡 大 し た す る 見 解
(Stuiver　et　al.,　1981)　 に否 定的 な証拠 も
提示 され は じめた　(Colhoun　 e亡a1.,1992;
Gore　&　Colhoun,　 1995)　 .　リュ ッォ ・ホル
ム湾 沿岸 の隆起 海浜 とそ こ に産 す る貝 化
石の14C年 代(ca.30ka)に 基づ いて 、
吉田(1970)は つ とに この 点 を指 摘 した
が、 東南 極 の他 地域 か ら発 見 され た 同様
の年 代値 を示 す海楼 化 石 は14C年 代値 に
疑問 があ る としてほ とん ど考慮 され なか っ
た　(Adamson　 &　Pickrd,　1986)　 .　しか し、
最近 のAMSに よる14C年 代測 定の結果 、
30-40ka海 楼化 石 の存 在 は明 らか にな り
(19arashi　et　al.,　in　press)　、　更新 世 後 期
の 南 極 氷 床 変 動 像 に つ い て も 見 直 し が 必
要 と な っ た.
主 要 文 献
Haewood(1983):Ant.Jour.US,18,98-100.
Barrett　 e亡　al.　 (1991):　 Geological　 Evolution　 of
　 　 Antarctica,　 Cambridge　 Univ.　 Press,　 651-656.
Hambrey　 e亡a1.　 (1991):　 Proc.　 ODP　 Scientific　 Results,
119,77-132.
Nishiizumi　 e亡al.　 (1991):　 Earth　 and　 Planetary　 Science
Letters,104,440・454.
Moriwaki　 et　al.　(1992):　 Recent　 Progress　 in　Antarctic
　 　 Earth　 Science,　 TERRAPUB,　 661-668.
Colhoulletal.(1992):Nature,358,316-319.
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 P7 Preliminary Analysis of the Russian Aeromagnetic Surveys over the 
               20°E-50°E Coastal Region of East Antarctica 
     Alexander V.  Golynsky', Nadezhda D.  Aleshkoval,Valery N.  Masolov', 
           Peter  Wellman', Yoshifumi Nogi4 and Kazuo Shibuya4 
     1.  VNII0keangeologia, 1, Angliysky Avenue, 19021, St. Petersburg, 
       Russia 
     2. Polar Marine Geological Research Expedition, 24, Pobeda Street, 
        189510, Lomonosov, Russia 
     3. Australian Geological Survey  Organisation,  PO Box 378, Canberra 
       0601, Australia 
     4. National Institute of Polar Research, Kaga 1-9-10, Itabashi-ku, Tokyo 
       173, Japan 
  Extensive aeromagnetic survey flights 1:1,000,000 were prepared in this study, 
were conducted by the former Soviet and the obtained anomaly patterns were 
Antarctic Expeditions during the periods correlated with geological structures 
 1972-1990, and a total of 80 profiles over the regions of eastern  Dronning 
with a total of about 40,000 magnetic Maud Land, Yamato-Belgica Mountains, 
total intensity data by the proton Shirase Glacier, Mizuho Plateau, Prince 
magnetometer were obtained over the Olav Coast, and western Enderby Land. 
 20T-50T coastal region of East The obtained anomaly patterns clearly 
Antarctica. After reduction of the show high anomaly belts corresponding 
main core field and the diurnal variations, to the ocean-continent boundary, 
magnetic anomaly values at the epoch tectonic/geological structural boundary 
 1985.0 were obtained. Areal at the Shirase Glacier region, vast low 
 averaging and gridding was applied with anomalies covering the inland of eastern 
 a spacing of 5 km X 5 km, and  band-  Dronning Maud Land in contrast to the 
pass filtering of a lower cutoff wave high anomalies over the western 
 length of 100 km and a higher cutoff Enderby Land. 
 wave length of 1 km was applied to the 
obtained data in order to suppress spike 
noise errors during the surveys and bias 
 errors in the overlapping sub-areas 
 associated  with 20 year secular 
 variations. Then 50 nT interval 
 computer contouring of a minimum 
 curvature method was made using the 
 Intrepid software program. Several 
 magnetic anomaly maps on a scale of





Seismic　 anisotropy　 in　subduction　 zones　 obsenled　 in　Antarctica
Yoshihiro　 Hiramatsui,　 Atsuki　 Kubo2,　 Masaki　 Kanao2　 and　 Masataka　 Andoi




より生 じ、異方性か ら上部マン トルの流れ












S波 記録 について φ:0°-180°,δt:0.0-3.O
sの 範囲で回転 、タイムシフ トを行い、パ
ーティクル モーションの直線性が最大にな
るときの(φ,δt)を 速いS波 の方向と時間
差 とする。 この ときスプリッティングを除
去 した ときのS波 の振動方向とCMT解 か
ら予測 されるS波 の振動方向 を比較 し、そ
の差が30° 以内の もの を採用 した。
○ デ ー タ
本研 究 では遠 地地震 の直 達S波 のスプ リ
ッテ ィン グ を用 いて沈 み込 み帯の異方性 を
調 べ る。南極 大陸 にある昭和基地　 (SYO)
と　 GEOSCOPE　 の　Dumont　 d'　Urville
(DRV)のSTS地 震計記録 を使用 する。解
析 に用 い たデ ータの期間 はSYO　 につ いて
は1990-1992、DRVに つい ては1988・
1990の それ ぞれ3年 間 であ る。　 South
America、 　Tonga-Kermadec、 　New
Hebrides　 か らSundaに か けての沈み込 み
帯 で起 こる　Mbが5.5以 上 、震央 距離 が
45°-80° の地震 の うち、S波 がpS,　 sS波
の混 入 を受 けてい ない波形 を選 び解 析 を行
う(図1)。
○ 方法
S波 のスプ リッティングは2つ のパラメー
タ、速いS波 の方向 φと分離 した2つ の波
の時間差 δt、によって表 される。前回のシ
ンポジウムで報告 したSKS波 を用いたス
○ 結果 と考 察
SYOに つ いて は12個 中7個 、　DRVに つ
い て は20個 中10個 の地震 において震 源
側 の 沈み込 み帯 で生 じたS波 のス プ リッ
テ ィ ングを検 出 した。 スプ リ ッテ ィングの
大 き さは0.5-2.3sで あ る。　South　America
の沈 み込み帯 で はス ラブのdipが 急 な中央
部 でdlp方 向 に平 行 、dipが 緩や かな南 部
で はスラ ブの等 深線 に平行 な異方性 が見 ら
れ る。　Tonga-Kermadecの 沈 み込 み帯 で は
浅 い地震 は トレンチ軸 に平 行 、深 い地震 で
はス ラブのdip方 向 に平 行 な異 方性 が見 ら
れ る。　New　 Hebridesか らSundaに か け
ての沈 み込 み帯 ではス ラブのdip方 向に平
行 な異方 性 が観 測 された(図2)。 観測 さ
れた異方性 が上 部 マ ン トル にお けるshear-
flowに よ り生 じたolivineの 選 択配向 に よ
り形成 され た とす る と、南太 平洋の沈 み込
み帯 では主 に ス ラブのdip方 向 に平行 なマ
ン トル流 が存 在 す る と考 え られ る。 また
400㎞ よ りも深 い地震 か らもス プ リッテ







図2.南 西太平洋の沈み込み帯での異方性。棒の方向が速いS波 の方向、長 さが時間差 を





A　 Review　 of　Heat　 Flow　 Measurments　 in　the　 Southern　 Ocean
K.　KAMINUMA　(　Natl　Inst.　Polar　Res.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 and
T.NAGAO(Fac.Sci.,KANAZAWAUniv.)
1.は しが き
南大 洋 の地殻 熱流量(HF)の デー タは、
他の海域 に比較 して極めて少ない。1gg4年 ま
で に約250点 のHFデ ータが、南極大陸周辺海
域で得 られている。プレー トテクトニクスの




は約100点 で測定 を行 ない大 きな貢献 をして
いる。
2.HFデ ー タの現 状
国 際 地 殻 熱 流 量 委 員 会　(　lntemational　}leat
Flow　Commission　 :　IHFC　 )　は45°S以 南 のHFデ
ー タ と して 、72点 をデー タベ ース に入 れ てい
る。 日本 の調 査船 ・白嶺 丸 は1980年 以 来、 毎4.ブ ラ ンス フ イール ド海 峡 のHF
年 約2カ 月 間、 南極 大陸周 辺 を航海 し、地 球 南極 大 陸周辺 で プ レー トテ ク トニ クスの 立
物 理学 の諸 調 査 を行 なってお り、南極大 陸 周 場か ら、最 も興味 深 い海域 の 中で も、サ ウス
辺海域で 、合計102点 のHFデ ー タを得ている。 シェ トラン ド諸 島か らブ ラ ンス フ イー ル ド海
その他 、 ア メ リカのWoodsHoleO㏄anographic峡は、大 きな課題 の あ る海域 とい え よう。 こ
Instituteな ど に よっ て、合 計76点 のデ ー タが の 地 域 で は 南 極 プ レ ー ト周 辺 で 唯 一 の
あ り、全体 と して250点 のHFデ ー タが得 られ　 Subdu(Xion　ZoneやWWの 存 在 が確 認 され てい
てい る。 る。 それ らの現在 の テ ク トニ クスが どうな っ
てい るか を知 る う え か ら も、 こ の海 域 で の
3.南 大 洋 のHF　 HF測 定 は重 要 で あ る 。 ブ ラ ンス フ イー ル ド
南極 大 陸周 辺 海域 のHFデ ー タ は、次 の よ 海峡 で は現在3点 で 測 定 され 、413,164,140
うな特徴 を有 す る。
1)全 体 にHFの 値 が ば らつ く。
2)　QueenMaudLandの 沖合で は




にバラつ くとともに、大 きなHF値 が得
られている。
HF　 (W)は 海洋底の年代 をt(単 位百万年)
とす ると、WO(1/」7と い う経験 式が得 られ
てい る。この式 を用 いて推 定 した南大 洋の
HFと 、測定値 とを比較す ると、全 体 として
南大洋のHF値 は推定値 よ り10～30%大 きな
値で ある。南極大 陸大 陸棚 でのHF値 は、時
により、非常 に大 きかった り、小 さかった り
している。このようにHF値 が バ ラつ く原因
として、南大洋に存在す る底層水 の急激な温
度変化が考え られる。
mW/m2と い う非常 に大 き くて、バ ラつい て





南極大 陸周辺 の海洋域の底層の水 は、氷河
の融氷水の流入や氷山の融解による冷水塊 の
影響 を受 けて、温度がかな り変化することが
予想 される。その ような環境下で測定 され た
HF値 は、か な り海底 表面 の状態を反映 した
値 になっていることが推定 される。高い値 の
HF値 は冷たい底 層水 によ り、海底 表面付近
が冷 やされ、見かけ上HFが 大 きくなってい
る可能性があると推定 している。
6.結 論
南極大 陸周辺 の海洋域のHF値 につ いて論
じた。海洋底 の年代か ら推定 されるHF値 に















石川 尚人(京 都大学総合人間学部)・ 船木 實(国 立極地研究所)
Paleomagnetism　 on　 Langhovde,　 LUtZow-Holm　 Bay　 area
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